
初めはややしんみりしていた晩餐会も時の経過と共に次第に賑やかに

なり、あちこちで遠征の間にあった出来事が話題に上って、雰囲気は盛

り上がってきた。参加した人たちは、話の各所に出てくる祐子の奇跡的

な行いを聞いて、祐子を本当の救世主だと思い、畏敬の念を一層強く抱

くようになった。そして、一方では誰にでも優しく、涙もろい、母の様

な祐子に対する親しみを増していた。会食は９時頃まで続いた。晩餐会

が終わると、祐子は康介と香川を見送ってから、スバハを寝かしつけて

戻って来たアイリーンと一緒に自分の事務所に入った。

「＊＊＊＊＊」（アイリーン、いろいろありがとう。あなたの連絡が適

切だったので本当に助かったわ。これからはコンゴのウグング・ボンリ

ガンボさんや日本の内観賢さんと連携を密にして取り組まなくてはな

らないの。それにはあなたの力がなくてはならないわ。これからもよろ

しく頼むわね）

アイリーンは何度も礼を言われ、恐縮した。

「＊＊＊＊＊」（ママ、私の命はママにお預けしています。何でもご指

示ください。精一杯やらせて頂きます）

祐子は会釈を返した。ふと、物質転送機を見ると、装置の前にアイリー

ンの置いた木の台があり、その上に１通の手紙が載っていた。開封する

とウグングからだった。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ママユウコ様

アキさんの話を伺い、とても悲しく思っております。アキさんのご冥福

をお祈りしております。

我々は、我が国の大統領官邸内の詳細な見取り図を手に入れました。そ

の図から建物内部の相対的な位置は把握しました。しかし、空間的な位

置の特定ができずに困っています。塀の位置とその中にある官邸内の間

取りは分かるのですが、周囲が強固な塀で覆われている上、警備が厳重

で近付けないので、どうしても官邸の建物と塀の空間的な位置関係が掴

めません。具体的に言うと、大統領の執務室の平面位置がプラスマイナ

ス５メートルほどの誤差を持ってしか特定できないのです。衛星写真を
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使ってもその程度の精度しか得られません。それがひとつの問題点で

す。それから、既に亡くなっている大統領の両親と、大統領が師として

仰いでいた教授の情報や、大統領が自分の判断で処刑してきた部下や兵

士についての情報もほぼ揃いました。しかし、それらの人たちに対して

大統領がどれほど悔悟や畏怖の念を持っているのかは不明です。あとは

衛星ラジオの入手と通信衛星のトランスポンダ（衛星通信中継送受信

機）の確保、衛星通信地上放送局の設置とマイクロチップを埋め込んだ

護符の準備です。小型爆弾の準備もほぼ整っています。そちらでの準備

はその後どのように進んでいるのでしょうか？取り敢えず大統領宛に

手紙を送るための準備が整えば、段階的に計画に着手できるところまで

来ています。ご連絡をお待ちしております。

ウグング）

祐子はウグングの絶え間ない動きに驚嘆した。そして、自分がこれから

取り組もうとしていたことに対して、フォローを受けてしまったことに

焦燥感さえ覚えた。祐子は直ぐに賢にテレパシーで話し掛けた。日本は

真夜中で、賢が一番深い睡眠の中にあることは分かっていた。

「あなた、夜中にごめんなさい。私は今日の夕方キガリに戻りました。

これからはこちらで活動をするつもりです。あなたから借りている物質

転送機と、これから何台かお願いすることになるオーラ・ビジョン・シ

ステムを使って、いよいよアフリカ救済活動を開始します。あなたが、

約束してくれた支援について、どう考えているのか教えて頂きたく思い

ます。ひとつは５０億円というとてつもなく大きな支援のこと。そして

お金だけでなく、新しく開発するＥＶＬＳＩチップ、それからアフリカ

にばら撒く小型ラジオとそのラジオに電波を送る衛星放送局のこと、さ

らには静止衛星の契約と衛星通信用のトランスポンダの確保。こんな大

変なことを、私もあなたの言葉に甘んじて、つい簡単にウグング・ボン

リガンボ氏に約束してしまいましたが、これらのことは並大抵な努力で

は達成できないということが想像できます。私はこれからどう進めたら

良いのか皆目見当が附かないのです。あなたと原さんのお知恵をお借り

しなくてはなりません」
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賢は祐子のテレパシーを睡眠中の意識で捉えた。

「祐子、おかえり。キガリに戻ってきてくれてホッとしている。いろい

ろ大変だったな。亜希子は今、霊界でご両親達と一緒に住んでいる。遺

体はいつでも蘇生できるようにと考えて、細菌の侵入や外部からの悪い

影響を受けないように、俺の部屋に無菌の特注棺を用意して、その中に

安置してある。警察に感付かれたらまずいから、近いうちに棺の場所を

家から別の場所に移そうと思っている。おれは必ず亜希子を蘇生させる

つもりだ。それから、君に頼まれたアフリカのふたりの女性のことは、

君が一段落したら、おれがテレポーテーションして君の所に連れて来る

ことにしよう。君の心配しているアフリカ難民救済のことは、俺なりに

進めている。５０億円の拠出も取締役会に諮ってある。何とかなりそう

だ。多分２年、４期ぐらいに渡る支出になるだろう。ＥＶＬＳＩチップ

は原さんに頼んだ。彼は直ぐに部下に指示したとのことだ。多分１ヶ月

もあればプロトタイプが完成するだろう。それからアフリカから戻って

直ぐにウルトラ・スペース・ソニックという衛星通信ラジオの会社に話

を持って行った。大歓迎されたよ。ゴーを掛けてもらえれば、１ヶ月で

試作機の完成、２ヶ月で初ロットの納入を開始できると言っている。試

作機は１００台、初ロットは５０００台、次ロットから一気に１万台の

ペースにできる。１台２０００円弱になる見込みだ。型は複数台持つこ

とになる。特殊なアンテナを付けなくても放送を受信できるようにし

た。君の話を聞いて、仕様はこちらで勝手に決めさせてもらった。多言

語への対応を鑑みてケースの表面から一切の文字を亡くすことにした。

表示は全て機能イメージのアイコン表記にする。追跡されないように製

造銘板も附けない。ケースの色は赤、黄、白の３色と伝えておいた。何

処に落ちても目立つようにな。それからヘリコプターからの投下を考え

て１台ずつ衝撃吸収用のプラスチック材で梱包する。ラジオの発送先は

祐子から指定を受けた場所にする。それも、物質転送機での送付になる

から、送り先の正確な位置情報が必要になるぞ。これで総額２０億円だ。

衛星放送局は意外に簡単にできそうだ。バックアップなしの簡易局の設

置を請け負う会社がある。衛星通信開発工業株式会社という会社で、海
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外の実績も多い。衛星放送局とは謂っても簡単な送信設備を持つ簡易局

なので、１局あたり３億円で請け負ってもらえる。６局造るとして１８

億円。その請負には、勿論設備機器一式、建設費用、運用指導、教育、

初期メンテナンスの費用まで全て含まれている。日本からの輸出にな

る。衛星のトランスポンダはＡＦＳＡＴという南アフリカの会社と話を

した。既に契約に調印する一歩手前まで行っている。衛星は６機を利用

することになる。ラジオなので、トランスポンダの部分利用で毎月１２

００万円くらいの利用料で済みそうだ。３年間でおよそ４億円だ。その

ほか、ラジオをばら撒くヘリコプターのチャーター費用１回５００万円

として２年間で３億円。残り３億円を予備費にする。祐子がＯＫを出せ

ば直ぐにゴーを掛ける。それから、ＯＶＳ、つまりオーラ・ビジョン・

システムは設置場所の詳細情報を送ってほしい。そちらの指示で、先ず

位置情報端末を送り、位置確認してから、いつでもＯＶＳを送り付ける。

これはなんとか衛星局と同じ６台でやりくりしてほしい。それから、Ｍ

ＴＳつまり物質転送機はフルマにだけ、あと２台送る。このＭＴＳを他

の場所に転送してはいけない。こちらは直ぐにでもゴーできるぞ。それ

から、こちらの諏訪プロジェクトだが、試行サイトの先行トライアルの

準備が着々と進んでいる。アフリカに負けないよう、ピッチを上げるよ

うに指示している。俺も身体が動くようになってきたから、そろそろ会

社に復帰しようと思っている。アフリカの推進で問題があれば、何時で

も言ってくれ。俺は何時でも君の元にテレポーテーションするから。兎

に角、君が元気で戻って来てくれて、俺は嬉しい」

祐子は驚いた。ウグングの動きが迅速だと思って驚いていたが、賢の行

動も劣らず素早かった。自分だけがのろのろしているように思えてき

た。

「あなた、ありがとう。こちらの明日、そちらの今日の夕方までにはゴ

ーサインをさせて頂くわ。一番眠いときにごめんね。私はこれから休む

わ。おやすみなさい」

胸の中に賢と亜希子の姿が浮かんできた。ふたりとも微笑んでいる。祐

子はふたりに寄り添って眠りに落ちた。



5

翌朝、祐子は起床すると先ず賢からの情報をウグングに伝えた。直ぐに

返信がきた。ウグングは非常に驚いていた。祐子から説明を受けた戦略

が、僅か数日を経過した段階で既に具体的な形で動き始めていること

に、驚きを通り越して畏怖さえ覚えると言ってきた。ウグングは祐子の

行った奇跡的な行いを見て、祐子への畏敬の念が湧いたことは確かだっ

たが、戦略はあくまで戦略で、実行計画の立案から具体的な戦術に展開

するまでには、様々な紆余曲折がある筈なので、これからは自分の方か

ら積極的に働き掛けて、推進してゆかなくてはならないと考えていた。

それが祐子の説明の通りに一気に展開してゆくことに、ママユウコとい

う存在の途方もない底力を感じ、身震いするほどの緊張感を覚えた。ウ

グングからの全面的な肯定の返信を受けると、祐子は賢にテレパシーで

話し掛け、全ての計画を賢の計画通りにスタートさせてほしいと告げ

た。祐子のゴーサインを受けて、賢はその日の午後ウルトラ・スペース

・ソニック社と納期の取り決めや配送計画について協議し、発注を行っ

た。衛星ラジオの製造は動き始めた。翌日は午前中、衛星通信開発工業

株式会社との簡易放送局の設置計画の詰めを行った。基本的には相手の

提案を受け入れた形になったので、全ての用件について大きな問題も無

く合意に至った。具体的な設置場所については、後日賢が、祐子の指示

に基づいて連絡することになった。翌日の午後はＡＦＳＡＴ社との協議

だった。賢は南アフリカにテレポーテーションして、仕様の詰めを行っ

た。ＡＦＳＡＴ社はフランス系の会社で、賢から持ち込まれた話を非常

に歓迎した。アフリカ上空にある既存の６機の静止衛星のトランスポン

ダにはいずれも、「ストリームによるラジオ放送を引き受ける程度なら

十分な余裕がある」との説明を受けた。放送局や、設備についての納入

提案を受けたが丁重に断り、トランスポンダの一部利用契約だけを行う

ことになった。賢は仮契約を済ますと、直ぐに日本に戻った。その一方

で賢は「そろそろ諏訪のプロジェクトを加速させなくてはならない」と

いう気持ちに駆られてきた。

ある日、賢は祐子のキガリでの活動が遠征前の軌道に戻ったのを確認し

てから、祐子の元にテレポーテーションし、それから直ぐに祐子を連れ
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てウグングの部屋に空間移動した。突然の祐子達の出現にウグングは卒

倒するほど驚いた。ウグングの意識は暫くの間混乱していた。ウグング

が落ち着くのを待って、祐子が此処にテレポーテーションした理由を説

明してから今後の実行計画に附いて再確認を行った。ウグングは動き始

めているプロジェクトに、意識で捕らえることのできないほどのダイナ

ミズムを感じて身震いしていた。ふたりはウグングの部屋を出て、モン

ジャル老翁の部屋に向かった。モンジャルは是非もなくプリミテとキル

リエをキガリに連れて行くことに同意した。モンジャルの目に涙が浮か

んでいた。モンジャルはふたりの女性を探しに沢に出掛けた。やがてプ

リミテとキルリエが息を切らせて部屋に駆け込んできた。

「＊＊＊＊＊」（本当に来てくれたのね）

プリミテが弾む息を飲み込むようにして言った。キルリエは唇を噛みし

めて大きく目を見開いている。

「＊＊＊＊＊」（プリミテ、キルリエ、わたしと一緒に此処を出て行く

覚悟はできているの？もう、戻って来られないかも知れないわよ）

ふたりの女性は祐子に命を預けると言った。祐子は賢に頼んで、この日

はひとまずキガリに戻り、翌日ふたりを迎えに来ることにした。ふたり

の女性は今すぐに附いて行きたいと言い張ったが、祐子は村のみんなに

これ迄のことを感謝して、一晩一緒に過ごすように告げた。祐子はモン

ジャル老翁に挨拶をすると賢に抱かれて直ぐにキガリに引き返した。

翌日の朝方、祐子は賢と共に再びモンジャルの部屋を訪れた。この日は

ウグングの姿は無かった。賢は先ず祐子をキガリのオフィスに戻し、続

いてキルリエ、プリミテの順にキガリに移動させた。テレポーテーショ

ンで朦朧としているふたりの女性の意識が戻るのを待って、祐子はアイ

リーンを呼んだ。新たにできた妹と助手にスワヒリ語を教え、キガリで

の生活に早く馴れるようにふたりの身の回りの面倒を見てほしいと頼

んだ。アイリーンも興味津々な様子を隠すでもなく、可愛い仲間を満面

の笑みで受け入れた。

祐子に対してゴーサインを出してから１週間後、ウグングは同志の一人

が経営するキサンガニのホテルに、コンゴ民主共和国内に分散している
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同志の代表１００人を参集させた。ウグングの要請を受け、賢と祐子が

会議の中でＯＶＳとＭＴＳのデモを行うことになった。各地に散り、地

下活動をしてきた同志達は疑念を抱かれないように様々な民族衣装や

ビジネスウエアなどでカモフラージュして集まって来た。

賢は祐子からの連絡を受け、日本時間の２時に位置情報端末を手にして

一旦キガリの祐子の部屋にテレポートし、祐子を伴ってそのままウグン

グの宿泊しているホテルの部屋にテレポーテーションを行った。意識が

はっきりするとふたりは直ぐにＭＴＳとＯＶＳを日本から搬送させた。

会議はホテルの大会議室で催された。テーブルは２重の長方形に並べら

れていて、スクリーンをバックにした議長席にウグングが座り、その左

側に祐子と賢、右側にキンサシャから来たサブリーダーのドベグ・ヅダ

ムバリとカナンガから来た同じくサブリーダーのステファン・アマジボ

が坐った。コンゴの国を思う勇士達の集まった会議に出席して賢と祐子
．．．．．．．

は襟を正した。初めにウグングが全員を前に、今回の作戦について詳細

な説明を行った。既に電話やメールで概要を伝えられていたため、出席

者達はウグングの詳細な説明を一言も聞き漏らすまいと意識を集中し

た。

「＊＊＊＊＊」（同志諸君、遠方からの出席ご苦労様でした。今日集ま

ってもらったのは、他でもありません。我々が長い間準備を重ねてきた

ことを実行に移す段階に至ったため、同志諸君の意志を一つにして、実

行計画を確実なものにし、完全に成功に導くためです。そして、今回は

諸君も既に聞き及んでいると思いますが、あのキガリにあるフルマから

社長のママユウコとこの戦略に欠くことのできない最先端技術や資金

面、作戦面で支援をして頂ける日本の会社内観システムズから社長の内

観賢さんに出席して頂きました。このおふたりは、人類を新しい道に導

いてくれる我々の同志です）

賢と祐子は立ち上がって頭を下げた。出席者全員が拍手をした。しかし、

出席者達のこわばった顔には緩みが見えない。ウグングは続けた。

「＊＊＊＊＊」（我々は今日までの長い間、国民のことを考えない政府

や役人達に苦しめられてきました。多くの愛おしい家族や友人、女性達、
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子供達、そして我々の仲間の命と希望が奪われてきました。こんな国を

改めようと、我々は一致団結して現在の政府を打ち倒そうと準備を重ね

てきました。しかし、武力を使って政権を打倒し新政権を樹立しても、

また次の専制君主を作る危険性があるのです。そこで、我々はここにい

らっしゃるママユウコとＭｒ．ウチミのおふたりと協議を重ね、暴力を

用いず、これらの政府や役人達の姿勢を改めてもらうという戦略を立て

ました。これまで我々を苦しめ、食い物にしてきたヨーロッパ諸国、米

国、ロシア、中国など、どの国も達成できていない極めて精巧な情報制

御の方法と革命的技術を用いた戦略です。この戦略遂行の為には我々同

志の中に一人の脱落者、裏切り者を出すことも許されません。だからと

言って、同志の皆さんに苦痛を強いることなど微塵もありません。今日

はこの戦略について詳しく説明します。疑問や意見があったら、説明終

了後に討議し、全員一致した意志の元でこの戦略の実行に着手したいと

思います。今日、ここで全員が合意に達したら、慎重の上にも慎重を重

ねて、自分達の任務を遂行してほしいと思います。

それでは、これから戦略の遂行手順と同志の皆さんの役割について説明

します。先ず同志の皆さんの活動の形ですが、始動時は情報収集、伝達

が主な任務になります。そして計画遂行時は情報のプロパガンダ（宣伝

拡大）活動が中心になり、計画の定着時には国民を支援するための実践

的行動が主体になります。およそ３年間でこの国、そして、アフリカ全

土の変革を達成させようという、迅速かつ壮大な計画です）

ウグングは祐子と取り決めた戦略とその実行手順を詳細にわたって説

明した。同志の中には様々な宗教に属している人たちが居る。ウグング

は宗教的な背景を一切持たない戦略であることを強調した。詳細な説明

を終えると、ウグングは説明内容についての質問を受けた。何人かの男

が挙手した。ウグングは最も厳しい顔をした３０歳前後のヌババニとい

う男を指名した。サファリ・ウエアを着た、兵士のような印象を与える

黒人男性だ。

「＊＊＊＊＊」（ウグング将軍、ご指名感謝します。俺はこれまで命を

捨ててでも、今の政府を倒そうと決意していました。だから、先ほどの
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説明を聞いて、本当にそれで問題が解決するのか、どうしても納得がい

かないのです。国軍に守られた政府は、武力闘争を通してしか倒すこと

ができないと確信しています。国軍をどのように押さえ込むのか、もう

少し詳しく説明してください）

「＊＊＊＊＊」（同志ヌババニ、これまでは君の言うとおりだった。こ

の私もそう信じて生きてきた。しかし、よくよく考えてみると、専制政

府を打倒した革命軍の政府も前の政府と同じ轍を踏む結果になるとい

うことを、我々は過去に何度も何度も目の当たりにしてきた。それは武

力に対して武力で制圧することの危うさを物語っている。剛に対して剛

で立ち向かえば、一つの剣が打ち砕かれても、次の剣が残る。次の剣が

次の剛の象徴になる。それに対して、剛なる政府に柔なる戦略で望む、

剛を抱き参らせること、剣を厚い真綿でくるんで、秘薬で溶かしてしま

うこと、これこそが次に柔軟な政府を擁立する道だということが分かっ

たのだ。そしてその戦術こそが、さっき説明したとおり、先ず大統領や

その取り巻きの気持ちを変えることに全力を投入することだと判断し

た。さっきも言ったが、大統領の心が国民の方を向けば、国軍を指揮す

る方向が変わる筈だ）

ヌババニはまだ納得がいかないようだったが、ひとまず引き下がった。

次にリビ・ドブロビンヌという５０歳前後の穏やかな雰囲気の男が質問

をした。

「＊＊＊＊＊」（ウグング将軍、ご指名頂きありがとうございます。今

までの話しを伺って、３つの疑問を感じました。一つは大統領や高官達

の元に、誰がどうやって封書や、時限爆弾付きの小包などを届けるのか

ということ、もう一つは、大統領の過去を暴いても、彼を逆上させるだ

けで、逆に我々の存在自体を危うくする結果を招かないかということ、

３つめは、これまでも国連や赤十字が我が国に対して様々な支援をして

きていて、それでも窮状は一向に改善されなかったという事実があるの

に、また国連に頼って大丈夫なのかという点です）

ウグングはリビの質問を受けて応えた。

「＊＊＊＊＊」（同志ドブロビンヌ、君の言うとおりだ。誰でもそう感
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じるだろう。それで今日は特別にママユウコとＭｒ．ウチミにはるばる

ここまで来て頂いたのだ。これから、ふたりに君たちの疑問を払拭する

デモンストレーションを見せてもらう。それを見て、まだ疑問に感じて

いるものがあったら、再び質問を受けよう）

ウグングの合図で賢と祐子は立ち上がった。賢は会議室の角の空いたス

ペースに移動した。そこには既に物質転送機とＯＶＳが設置されてい

る。

賢と祐子は初めに物質転送のデモを行い、続いてＯＶＳのデモを行っ

た。ＯＶＳのデモではリビ・ドブロビンヌを呼んで亡き妻との会話にト

ライさせた。誰一人として、自分の観ているものが何なのかを理解でき

なかった。あまりに現実離れしていた。やるかたなく全員が納得した。

誰一人として、物質転送機やＯＶＳについて質問する者も無かった。ま

だ妻の姿が脳裏から消えないリビが言った。

「＊＊＊＊＊」（俺たちは何と遅れた世界に生きていたのだろうか。こ

の世にこんなマシンがあろうなどとは夢にも思わなかった。この目でこ

の凄い力を持ったマシンを知った以上、我々はウグング将軍の戦略に全

面的に従う以外に選択肢があろう筈も無い。なぁ、同志諸君、そう思わ

ないか？）

誰一人異を唱える者はなかった。それから暫くの間、ウグングを中心に

して出席メンバーの地区を２０に分け、その地区ごとの役割の割り当て

が行われた。優に２０００人はいるコンゴ国内の同志の役割について

は、地区ごとの代表がそれぞれの地域で任務を分担させることになっ

た。各地域に戻った者達は、先ず情報の収集を図るようにウグングから

指示を受けた。一つには現在の大統領と高官達の詳しい経歴を調べ上げ

ること、その時に特に、該当する個人個人に特有な弱点が無いかどうか

に注意を払い、それらを把握すること。そして、大統領や高官達が公務

等で使う可能性のあるあらゆる施設の正確な見取り図と、その空間的な

位置情報を手に入れることである。ここで一つの問題点は、彼らが必ず

しもそのような情報入手の手法に長けている訳ではないということだ

った。特に施設の空間的な位置情報を把握できる者は殆どいない。討議
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の結果、コンゴ国内の２０の地域に対し、賢が１ヶ月後に各地域に一台

の割合で位置情報端末を貸し出すことになった。貸し出しとしたのは、

コンゴの戦略が軌道に乗った段階で、それを他国にも展開するためで、

その時コンゴ国内から回収した位置情報端末を流用しようと考えたた

めだった。２０台という台数が少なすぎるとの意見もあったが、賢は「そ

れ以上にすると、物質転送機による情報流出が起こる危険性があり、そ

れはメンバーにとって非常に危険なことだからだ」と説明した。この戦

略に関する情報の流出は絶対に防がなくてはならないことを強調した。

出席者達の脳裏にはデモで見た物質転送機の鮮烈な印象もさることな

がら、ＯＶＳのデモで目の当たりにした、「死後も魂は生きている」と

いう衝撃的映像の余韻が残っていて、これまでシャーマンによって漠然

と伝えられてきた、とてつもなく恐ろしい世界を直接垣間見たという恐

怖感に捕らわれていた。

口数の少なくなったメンバーにウグングが激励の言葉を掛けて会議は

終了した。会議室から全員が退室すると、賢は先ずＯＶＳを、続いてＭ

ＴＳを由仁に戻した。賢と祐子はウグングに暇乞いをし、賢はそのまま

祐子を抱いてキガリの祐子の部屋にテレポーテーションした。ウグング

は目の前で消えたふたりの残像をじっと佇んで見詰めていた。

賢と祐子はキガリの祐子の部屋に戻った。ふたりとも意識が部屋の空間

に定着すると、部屋の隅にアイリーンが居ることに気付いた。アイリー

ンは壁を背にしてがたがたと身体を震わせている。スバハを落とすまい

と必死に両腕をスバハに巻き付けている。スバハに母乳を与えている最

中のようだった。アイリーンは顔面蒼白で震えながら膝を折り、しゃが

み込んだ。スバハはアイリーンの乳首を放し、彼女の顔を見詰めて泣き

出しそうになっている。祐子がアイリーンに近付いた。

「＊＊＊＊＊」（驚かせてしまったようね。アイリーンごめんなさい。

空中移動してキサンガニまで行ってきたのよ。そこでウグング将軍に会

ってきたわ）

祐子は意識的に空中移動という言葉を用いた。アイリーンは蒼白な顔を
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祐子に向けて、声を震わせながら言った。

「＊＊＊＊＊」（わ、わ、わたし・・・・驚いて・・・乳が出なくなっ

たみたいです）

スバハが大声で泣き出した。祐子はアイリーンの震える手からスバハを

受け取ると、直ぐに自分の乳房を出し、スバハの口元に当てた。スバハ

は泣き止むと、祐子の乳首に貪りついた。賢は祐子とアイリーンの姿を

じっと佇んで見詰めていた。アイリーンが床の上から１通の書簡を拾い

上げた。スバハを渡すときに手から滑り落ちたものだ。やがてスバハは

祐子の乳首を口に含んだまま寝入ってしまった。祐子はスバハをそっと

離して、アイリーンに戻した。アイリーンは書簡を祐子に渡した。ヘデ

ン事務総長からの書簡だった。

「＊＊＊＊＊」

（ユウコ・ツグンショウ様

先日はゴーマにてお会し、お話することができたことを大変うれしく思

います。私は国連本部に戻ってから直ぐに、各国の代表を招集し、アフ

リカの検討グループメンバーを加えて臨時の委員会を開催致しました。

勿論あなたの話された戦略には一切触れませんでしたが、あなたの提唱

したアフリカ連合構想とトーテムの考え方について、委員会で各国代表

に打診してみました。各国代表はそれぞれの国の利害を最優先に考えて

いるので、アフリカ連合構想については速答できる国は無く、全員が持

ち帰って検討すると応えていました。しかし、トーテムについては様々

な意見が出ました。意見は大きく二つに分かれました。勿論その場で結

論など出せる筈もなかったのですが、出席者の中のおよそ半数はトーテ

ムに似た構想を持っていることが分かりました。あと半数は否定的でし

た。トーテムの構想に賛成の意志が窺えた国々は、自国の産品を保護す

る政策を考えているようでした。自国の得意とする産物、特に魚介類、

畜産物、鉱物や貴金属、コーヒー、ココア、紅茶、マンゴーなどの果物、

蘭などの熱帯植物、ゴム、薬草などなど現在、国の経済を支えている産

物について、自国がアフリカ全土のコントロール権を持って、その調整

をするという考えに少なからぬ興味を覚えたようです。アフリカ連合構
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想の話をはじめにしておいたので、その影響もあってか、トーテムの考

え方が各国の代表にあまり抵抗なく受け入れられたようです。委員会の

中で、トーテムについて様々な議論が行われました。国々の思惑が顕れ

てはいましたが、それらの意見を要約すると大体以下の５点に絞られま

す。一つはトーテムのスケールの違いです。そのスケールによって国に

もたらす利益が異なってくるからです。二つ目はトーテムを持ったとき

の権利と義務です。自国の背負ったトーテムに対してどのような義務を

負うのか？またその権利の範囲はどの程度のものなのか。３番目はトー

テムを担当しない国の対応で、他国のトーテムの産品を生産したいとき

などにはどのような制限を受けるのか、また、その場合の収益はどのよ

うになるのか？４番目は取引についてで、アフリカ域内とアフリカ以外

の地域との取引はどのように行われるのか？５番目はトーテムの維持

管理で、どのように保護され、それに違反した場合はどのような処置を

受けるのか、また、密漁や密輸などに対してどのように対処するかとい

う点です。議論は５時間に及び、各国の要望もあってトーテム専門の検

討委員会を作ることが決まりました。各国が自国の産出している品目の

情報を全て持ち寄り、それぞれの収益性や管理方法などの検討を行うこ

とになりました。来週早々に第１回会合が開催される運びとなりまし

た。Ｍｒｓ．ツグンショウのご提案のすばらしさを改めて認識していま

す。検討はまだ始まったばかりですが、少なくとも参加国のおよそ半数

に現状を改革しようとする姿勢が見えたことは、望外の喜びです。アフ

リカ支援体制についてはアフリカ救済同盟ＮＧＡＦＡ（ンガファ）１２

０カ国に対して追加支援の働き掛けをおこなっていますが、今のとこ

ろ、やはり支援各国はあくまで自国の利益になる支援という前提を崩し

ていません。リアル・アフリカ救済同盟ＲｅＮＧＡＦＡ（レンガファ）

の７カ国とは来週中に秘密裏の会合を持つ予定です。進展が見えたら、

また連絡致します。Ｍｒｓ．ツグンショウ、そちらも進展があったら現

在の状況についてご連絡頂きたく思います。

エドワード・ヘデン）

祐子はアイリーンの肩を抱くようにして言った。
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「＊＊＊＊＊」（アイリーン、ここに居るＭｒ．ウチミは空中移動がで

きるのよ。私はこの人に掴まって移動したのよ。Ｍｒ．ウチミには以前

会ったことがあるでしょう。この方と私は同じ目的を持って行動してい

るのよ。アフリカを、そして世界中を真の平和にするために・・・・・

・）

アイリーンの目に涙が流れた。アイリーンの意識が怖れから畏敬の念に

変わっていったことが分かった。

諏訪中郷地区の試行は様々な障害を乗り越えて漸く始動した。末宮地区

の先行テストの成功がプロジェクトを推進するメンバーの自信になっ

ていた。調整事務所はその管轄地域を末宮地区から中郷町全体にまで拡

張した。末宮で稼働していたＰＣでのシステムはカンデムのノーダウン

コンピュータに切り替えられ、本格的なコンピュータ・システムが稼働

し始めた。住民全員に氏名を表記したｉｄトークンが渡され、住民が買

い物などでｉｄトークンを提示すると、ｉｄトークンとブルーツースを

内蔵したコンピュータ端末間で通信が行われ、その情報は中央のコンピ

ュータに送られてリアルタイムで処理された。同時にｉｄトークンは住

民を固有ナンバーで管理するデータベースの情報入力装置のキーとし

ての役割をも担った。それぞれのｉｄトークンに附けられたｉｄナンバ

ーがシステムのキーコードになっていて、住民の行動は店舗や施設など

の対面ポイントで管理された。しかし、住民からは直接ｉｄナンバーが

分からないようになっていて、人のｉｄナンバーを調べたり、口外した

りすることは禁じられた。調整事務所の窓口担当でさえ住民のｉｄナン

バーを口にすることは許されなかった。当初、コンピュータで管理され

たｉｄトークン方式に対しては大抵の住民が反対だった。プライバシー

の侵害になるというのがその主な理由だった。住民達の間には

「個人情報が全部分かっちゃう、恋人と会うことだってできやしないじ

ゃない」

「誰にも知られないように、旅行することもできなくなる。秘密は一切

なしだとでも言うのか？誕生日のサプライズだって、事前に分かってし
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まうから、インパクトが無くなってつまらない」

「人に知られたくないようなもの、女性にはそういうものが沢山あるの

よ。これじゃぁ、何をどれくらい買ったかだって直ぐに知れちゃうわ」

などと非難や苦情が雨嵐のごとく寄せられ、ＷＥＢ上にも拡散した。し

かし、プロジェクトのメンバーの説得で大抵の者達は納得した。それは、

ｉｄナンバーの元に管理され、個人の情報として直接参照されるのは、

原則として購買商品等の品目と購入総額、それと総労働時間だけだと分

かり、それ以外のあらゆるデータは統計データとして管理・利用される

だけで、その内容までは詮索されないということが、はっきり理解され

たからだった。末宮のテスト試行時にはｉｄトークンには住民番号だけ

が記録されていて、その認識の為にだけしか使われなかったが、中郷町

全域まで広げた試行からは個人それぞれのＤＮＡの情報がコピーされ

て記憶されることになった。そのため、調整事務所は全ての住民に髪の

毛や爪など個人のＤＮＡを調べることのできるものを拠出してもらう

ことになった。また、２０才以上の中郷町の住民全員について、自己意

志の宣言をしてもらうことになり、１０項目の個人の意志がｉｄトーク

ンの住民番号に付随する個人属性情報として記録されることになった。

住民にはＤＮＡの資料提供を受けるとき簡単な選択式の質問用紙が渡

された。質問用紙には次のように書かれていた。

「以下の１０の質問に回答ください。右側の２つの回答のうち自分に合

っていると思う方を○で囲ってください。

１ あなたは人間の生命は永遠だと思いますか？ はい いいえ

２ あなたは肉体の他に魂があると思いますか？ はい いいえ

３ あなたは昼と夜とどちらが好きですか？ 昼 夜

４ あなたは自分のことが好きですか？ はい いいえ

５ あなたは自然と科学とどちらが好きですか？ 自然 科学

６ あなたは１００才以上生きたいですか？ はい いいえ

７ あなたは脳死になったら臓器提供しますか？ はい いいえ

８ あなたはこの人生が気に入っていますか？ はい いいえ

９ あなたは現在の生活に満足していますか？ はい いいえ
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１０ あなたは夏と冬どちらが好きですか？ 夏 冬

これらの質問は、個人の尊厳を維持するために、必要になった時点で参

照するための質問だった。例えば脳死状態になった者がいた場合、その

個人の意志に従って、国の法律への対応が行われることになった。試行

が開始されるまでに住民１７，５８３人全員のＤＮＡ情報の読み取りと

１０の質問の回答、性別、年齢、職業、経歴などの個人属性情報が収集

され、コンピュータ・システムおよびｉｄトークンへの登録が完了して

いた。試行システムの謳い文句の一つに、「瞬時に統計的な分析ができ

るシステム」というのがあって、様々な統計データを、相関分析を用い、

ＤＮＡの部分配列の同じ人たちと異なった人たちの間の相違として識

別することができた。一つの例として、試行が開始されて直ぐの頃、調

整事務所に様々な意見が寄せられたが、批判的な意見を言ってきた人た

ちのＤＮＡには配列上に一つの傾向性があることが判明した。その意見

が住民の全般的な傾向ではないと判明したときは、それらの意見は改善

対象として直ぐに取り入れるようなことはせず、暫く様子をみるという

処置が行われたりした。もう一つのデータの使い方として、住民の動向

の予測があった。住民の行動パターンの傾向性を調べ、そこから将来住

民が行うだろうと思われる行動を予測した。調整事務所は域内の住民が

旅行を希望したときが一番緊張した。事前にコーポレートカードを用意

し、各種保険の準備、住民が予約した宿との交渉などを出発までに済ま

せなくてはならなかった。旅行までに全ての準備が整わないケースもあ

った。それに役立ったのがｉｄトークンの利用データであった。旅行希

望者が調整事務所に旅行の申請をする１週間前にはその地域住民の購

買商品に単調さの傾向が顕れてきていて、その単調さが１週間以上続い

た後、地方の特産品を購入する傾向が顕れた。コンピュータがそれを検

知して統計の重回帰分析を用いて予測を行い、操作画面にハイライト表

示すると、その数日後、決まって特異な傾向性を示していた地域から旅

行の希望者が現れ、調整事務所に申請してきた。その傾向性は一様のも

のではなかったが、傾向性の一定の変化に基づいて、分析結果は自動的
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に更新された。コンピュータデータは様々な形で活用されはじめた。

ある日、由仁の家に４０歳ほどの背広に黒いコートを羽織った一人の男

性が尋ねて来た。家にはお腹の目立つようになった梓が定期検診を受け

るために会社を休み、一人で留守番をしていた。男性はアガタという名

前で、原智明研究会の正会員だと名乗った。

「私はある方の依頼を受けて来ました。その方はＤＮＡについて非常に

重要なことを内観さんと相談したいと言っているのですが、どうしても

この家に来ることができない事情があると言っていて、私に代理でこち

らに出向いてほしいと頼んできたのです。私はそんなことは自分でやっ

てほしいと一旦は断ったのですが、その方の話を聞いてその重大さに驚

き、できるだけ早くこのことを内観さんに伝えた方が良いと考えまし

た。会社の方に伺うことも考えましたが、内容が内容ですので内々に伝

えるべきと判断して、思い切ってお宅に伺うことにしました」

梓はその男性に全く会ったこともなく、賢や原がその男性のことを知っ

ているか否かも分からなかったので、とりあえず外で待ってもらい、ま

ず携帯で賢に連絡を取った。このときはそうするのが一番良いと感じて

いた。賢は会社の販売報告会議に出席していた。仕事の最中に梓が電話

を掛けてくることは殆どないので、きっと緊急のことだろうと思った。

「梓、どうしたんだ。何かあったのか？」

梓は、アガタという男について賢に説明した。賢は家の玄関の外を透視

した。見知らぬ男だ。その男の意識を見詰めた。悪意も作為的な意図も

見えない。しかし、梓には「見覚えの無い男性だ」と伝えた。そして原

と相談してみて、もし原も見知らぬ男なら、用件だけ聞いて会社の方に

来させるようにしてくれと言った。梓は直ぐに原にも連絡を取った。原

は言った。

「アガタさんですか？鹿児島に居た頃の知人にアガタという人が居ま

す。だけど、どうして僕がここに居ることが分かったのだろう？梓さん、

少なくとも僕の知っているアガタさんは水族館の飼育係をしていた人

なんですけどね。ＤＮＡですか？何を伝えに来たのかな？もし、賢さん
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が大丈夫と言うようなら、用件を聞いてもらえませんか？」

原の話を聞いて梓は安心した。外は雪が降りしきっていて、吹雪く雪が

家の中にまで舞い込んでくる。身震いするほど寒い。こんな厳しい冬の

日にはるばる由仁まで来てくれたことに、梓は申し訳ないという気持ち

を覚えた。梓はアガタと名乗る男をリビングルームに通した。アガタが

コートを脱いで手にし、梓に促されるままにソファーに腰掛けると、梓

はコーヒーを入れにキッチンに向かい、キッチンから声を掛けた。

「アガタさん、原さんとは懇意になさっていらしたのですか？」

「いいえ、私は原さんにはお目に掛かったこともありません。今どちら

にいらっしゃるのかご存じですか？」

梓の背筋に冷たいものが走った。梓はインスタントコーヒーを用意し

て、２つ用意したコーヒーカップの一つだけに手早く熱湯を注ぎ、それ

を手にして、平静を装ってソファーのところに行くと、男の前にコーヒ

ーを出して、質問には応えずに言った。

「寒いですから、コーヒーをどうぞ。原友昭研究会の正会員さんなんで

すか？どんなご用件かご説明頂けますか？」

「ありがとうございます。実は、私に依頼した方の話は大体こういうこ

となんです。その方は以前からずっとＤＮＡの構造とＲＮＡの働き方、

それと存在物の生命との関係について研究を続けてこられた方なんで

すが、ここ１、２年インドに渡り、最新の遺伝子科学を研究すると共に

古代のインド哲学を学び、生命についての確信を持ったとのことなので

す。研究を続けている間に彼は自分の探求しているテーマがこちらの会

社内観システムズに販売されているオーラ・ビジョン・システムと物質

転送機の技術に関連がありそうだということに気が付いたと言ってい

ます。そして、それだけでしたら、ただ、「そうなのか」と感心しただ

けで終わったと思うのですが、その関連する部分というのが、ＤＮＡの

能動配列に相当する部分だったので、更に探究したと言っています。彼

は物質転送機の時空制御によって、ＤＮＡはその情報構成に変化を受け

る筈だと言うのです。つまり、簡単に言うと、物質転送機に掛けられた

生物はＤＮＡに影響を受け、酷い場合は原因不明の発病をしたり、発狂
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したり、あるいは肉体組織の細胞が全く違った生物の細胞に変化してし

まう危険性があるということなのです。普通の生体ではＤＮＡが損傷を

受けるとその自己修復作用が働いて、直ぐに正常な状態に戻るのだけれ

ど、物質転送機に掛けられると、時空間が変化するので、ＤＮＡの占め

る空間もその影響を受け、場合によっては連鎖の切断や欠落、交錯が生

じ、それは修復可能な範囲を超える危険性があると彼は言っています」

梓は慎重に話を聞き、それに対して何ら判断を下さずに言った。

「そうですか。分かりました。内観にそれを伝えれば良いのですね」

「それから、もう一点あります。それはオーラ・ビジョン・システムに

関することです。彼は遺伝子の研究をしていてオーラ・ビジョン・シス

テムの持っている重大な問題点に気付いたと言っています。それはオー

ラ・ビジョン・システムが人間の脳波を捉え、その脳波から得られる潜

在記憶を引き出して、それに基づいて虚次元の意識の波動に同調する波

動を発生させ、その波動に同調した虚次元の存在の意識を呼び出すとい

う技術を用いている筈だが、その同調するための波動が虚次元だけでな

く、実次元にも影響を与えるというのです。その結果、元の脳波を発生

させている生命体、すなわち死んだ人を呼び出している人の身体を構成

しているＤＮＡに影響を与え、その人の個性とは異なった、死んだ人に

特有な個性を決定するＤＮＡ配列と同じように、実次元の人の遺伝子情

報がＯＮされる危険性があるというのです。彼は実際、御社の製造した

オーラ・ビジョン・システムを使って、躁鬱的な傾向のある人に、その

人が最も恨んでいた、既に亡くなっている人の意識を呼び出させて、話

しをさせるという実験をしました。その結果、その躁鬱的な傾向のある

人には、その人の最も嫌う、その故人の性格が顕れてきて、その人は発

狂しそうになったとのことなのです。オーラ・ビジョン・システムには

そのような危険な要素があるので、その点を修正した方がよいのではな

いかと言っていました」

「お話は分かりました。それではその旨も内観に伝えておきます。外は

雪ですから、タクシーをお呼び致しましょうか？」

「私は、あの方からのご伝言をお伝えしただけですから、詳しいことは
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存じ上げませんが、内観さんは現在どちらにいらっしゃるのですか？」

「多分、会社だと思います」

「何時頃お戻りになるのでしょうか？」

「さあ、はっきりとは分かりませんが・・・・」

赤ん坊が梓のお腹の中で、盛んに動いている。予約時間にままだ２時間

あるが、梓は早めに病院に行こうと思った。

「待たせて頂くわけには・・・・」

「申し訳ありません。私はこれから札幌の病院に行かなくてはならない

ので、ちょっと、こちらでお待ち頂くわけには・・・・」

「そうですか。でも、丁度よかった。私もこれから札幌に行く用事があ

ります。大変申し訳ありませんが、タクシーでご一緒させて頂く訳には

いきませんでしょうか・・・・あなたがお出掛けになるまで、もう少し

詳しくお話をさせて頂けたらと思いまして・・・」

梓は男の丁寧な言葉遣いに、先ほど抱いた警戒感が薄れていた。

「分かりました。それじゃぁ、ご一緒しましょう。技術的なこと以外の

お話しでしたら、タクシーの中ででもできるでしょう。私は札幌中央駅

の近くの病院に参ります。これから出掛けます。直ぐにタクシーを呼び

ますから、一緒に参りましょう」

男は微笑みながら頷いた。工場の前に常時４、５台が常駐していたので、

梓が電話で頼むと、５分ほどでタクシーはやって来た。梓は外出の用意

をし、男が家を出るとその後から外に出て玄関のドアに鍵をかけた。タ

クシーはアプローチの前に停車していた。男が梓の脇に来て微笑みを浮

かべながら、囁くように言った。

「私の言うことを聞いてください。さもないとこの錐があなたと、赤ち

ゃんに同時に突き刺さりますよ」

梓は耳を疑った。腹部に固い、尖った物が突き付けられているのが分か

る。梓は戦慄を覚えた。

「お腹の赤ちゃんを助けたかったら、何も話さないで言うとおりにして

ください」

梓が先に乗り、その後から男が梓の横に乗った。タクシーの運転手が後
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ろを振り返って言った。

「奥様いつもご利用戴き、ありがとうございます。どちらまでいらっし

ゃいますか？」

梓は黙っていた。アガタが言った。

「千歳空港までお願いします」

「はい分かりました」

タクシーの運転手は了解の返事はしたが、明らかに何かおかしいと感じ

た。しかし、男の指示に従ってハンドルを切った。

タクシーが走り始めると、梓は賢に向けて強く意念を発した。

「あなた、助けてください。先ほどの男に拉致されます」

梓は何度も何度も賢に向けて意念を送った。

賢は梓の想念を受け取った。話し掛けてくる言葉は解釈できなかった

が、梓が危険な状態にある事は分かった。賢は直ぐに梓の意識の出てい

る周辺を透視した。梓は速いスピードで移動しているようだ。それが車

の中だということが直ぐに判断できた。賢は直ぐに会議を中座して会議

室から出るとタクシー会社に連絡を入れた。案の定、１台のタクシーが

由仁の家に寄り、それから空港に向かったということが分かった。賢は

梓の身体を透視した。梓の戦慄と恐怖に押しつぶされそうな意識と、赤

ん坊の乱れた状態にある意識が感じられる。梓の感覚から腹部に固い金

属製の物が突きつけられているのを感じた。賢は何かを手にすることが

頭をよぎったので、社長室のデスクサイドにあるアタッシュケースを掴

んで部屋を飛び出し、会社の外に出た。外は吹雪いている。賢はいきな

り空中浮揚して、一気に梓の意識の出ている方向めがけて滑空した。雪

が顔に強く当たってくるようだが、身体には風の圧力も、雪に打たれる

痛ささえも感じなかった。少し飛行すると直ぐにタクシーを捕らえるこ

とができた。賢はタクシーと同じスピードで滑空し、静かにルーフの上

に降りた。運転手が車の重心の変化に気付いて、スピードを落とした。

賢は意念を集中して車中を透視した。梓は硬直したように身動き一つし

ていない。男が何か話しているのが分かる。賢は天耳を開いた。

「奥さん、ご主人はいつも何時頃、お帰りになるんですか？」
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「さ、さあ、その日によって違いますから・・・・き、決まっていませ

んけど」

賢は梓に向けて語りかけた。

「梓、俺は今、この車の上に居る。すぐに助けに入るから、冷静にして

いろ」

梓は賢の声を捉えた。梓の天耳の機能がＯＮした。

「先ほどのＤＮＡの話、分かりましたか？このまま続けると、問題が生

じることは理解して戴けるでしょう？」

梓は白を切っている。

「わっ、私には、そういう難しいお話は分かりません」

「そんなことはないでしょう。あなたは、以前は研究所のエリート課長

だったんですから」

賢は車内を完全にイメージで捉えた。男は話しながら、時々刃物を持っ

た手を、膝の上に戻して休める動作をすることが分かった。賢はそのタ

イミングでテレポーテーションするチャンスを探った。梓に向かって声

に出しながら同時にテレパシーで語りかけた。

「梓、これから、君の前に覆い被さるようにテレポーテーションする。

冷静にしていろよ。俺が敵に対して発する気を受け取るな」

梓には、賢の言葉がはっきり聞こえた。男も何かを感じたのか、深呼吸

をして窓の外に意識を向けた。その瞬間、賢は正確に梓と男の間の空間

に右手に持ったアタッシュケースを差し込み、自分の身体は梓を保護す

る為に覆い被さるように、梓の前の空間に向けてテレポーテーションし

た。分かっていても梓の心臓は激しく脈打った。赤ん坊の動きは完全に

止まった。梓は次第に身体が押されるような感覚を覚えてきた。賢の姿

が目前に覆い被さるように現れると、梓は恐怖感が消えてゆくのを感じ

た。やがて賢の姿がはっきりとしてきた。梓は賢の背中にそっと両手を

廻した。男は突然現れた賢に気付き、驚愕して叫んだ。

「うわぁー、な、な、な、な、・・・・・な・・・」

男は驚きのあまり、手にしている刃物のことも忘れて車のドアを開けよ

うと必死にもがいた。漸く賢の意識が車の中に定着したとき、男は自分
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が刃物を持っていることを思い出したかのように、賢にめがけて突き刺

すような動作を取ろうとした。賢は一瞬プラナを吸い込み、男に向けて

放った。

「動くな、えいっ！」

その声と同時にタクシーの運転手が急ブレーキを掛けた。車が路上を滑

った。一瞬男の動きが止まった。男はそのまま硬直状態になった。車は

スリップしながら４回転して止まった。

「やぁっ！」

男の身体がドアに叩きつけられた。男は持っていた刃物を手から落とし

た。賢は直ぐにそれを拾い上げた。男の顔は仁王のように引きつって、

大きく目を開けたままだ。身体は動かない。賢は梓の身体から身を浮か

せるようにして男と梓の間に割り込むように坐った。

「あなた、来てくださったのですね」

「君の念を受け取ったから、すぐに来た。怪我は無いか？喝は大丈夫だ

ったか？」

「はい、あなたが教えてくれましたので、避けることができました」
よ

賢は梓の手を握り締めた。梓の目から涙がこぼれ落ちた。

タクシーの運転手が意識を取り戻すまでに５分ほどかかった。男はまだ

動かない。男の両手は賢のベルトで固く縛り上げられた。

「しゃ、社長さん、一体どうなったんですか？」

「この男は、妻を拉致しようとしたんです」

「やはりそうでしたか・・・・・私もどうしようかと・・・・でも、ど

うやって、車の中に入ったのですか？」

「空間移動ですよ。そのうちに分かります」

「は、はい・・・・・」

「運転手さん、このまま札幌警察署に向かってください」

「はい」

警察の事情聴取を済ませると、ふたりはそのまま札幌・レディース・ク

リニックに向かった。タクシーの中で賢は梓の腹部に手を当て、赤ん坊
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の状態を透視した。赤ん坊は硬直したように全く動かない。賢は赤ん坊

に向かって語りかけた。

「もう怖くないよ、邪気を抜くからね。大丈夫だよ、イチ、ニ、サン、

はい！もう大丈夫だ」

「あなた、赤ちゃんが動いたわ」

「うん、さっきの気合い、赤ちゃんには強すぎたみたいだね」

賢も検診に立ち会った。検診を終えると、医師は言った。

「特に問題はありません。順調に成長していますよ」

梓が賢の顔を見た。梓の顔は綻んで先ほどまでの緊張の陰はなくなって

いた。ふたりはそのまま待たせておいたタクシーで由仁に向かった。途

中、梓はアガタから言われた、ＭＴＳとＯＶＳの問題点を逐一賢に説明

した。

「大丈夫だと思うが、後で原さんに確認しよう」

外は次第に暗くなり、雪がヘッドライトの光を受けて輝いている。道路

の一部が白く浮き上がって見えた。

「あなた、夜の雪道は不気味な感じがするわね」

道路の両脇には道の外縁を示す標識が点々と設けられていて、所々に先

端に反射板を取り附けた雪の深さを表すポールが立っているが、どの標

識もポールも雪を被っている。タクシーが由仁に着いたのは６時過ぎだ

った。賢は会社の前で降りた。総務部長が心配して賢の帰りを待ってい

た。

「社長、お待ちしていました」

「何かあったんですか？」

「はい、社長が出て行かれてから少しして、札幌地方検察庁の検察官が

来ました。うちの製品に、人体に悪影響を及ぼす危険性があるのではな

いかという嫌疑が掛かっていると言いました。私もあり得ないことだと

言って弁駁しましたが、検察官もまだ確たる証拠を掴んではいないよう

で、状況把握に来ただけの様です。社長、今後どのように対処したらよ

ろしいでしょうか？」

「君もうちの製品について技術的な内容を把握しておきなさい。もし製
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品が人体や生物に対して悪影響を与えるというよう欠陥が見つかった

ら、すぐに製造を中止して製品の回収をする。だが、そんなことは絶対

にない。君も知っての通り、両製品とも初ロット製造まで、ずっとテス

トを行ってきたし、現在も様々なテストを継続して行っているが、異常

は一件も発生していない。多分、妨害組織が仕組んだことだろう。まあ、

毅然とした態度で臨むことだ。だが、これからもより厳しい条件で様々

なテストを行うように品質管理部長に伝えておく」

「はい、わたくしも肝に銘じておきます」

賢は総務部長から、中座した午前中の会議について説明を受けてから帰

宅した。

家には梓が夕食の支度を済ませ、首を長くして賢の帰りを待っていた。

賢が玄関のドアを開けると梓が駆け寄って来た。賢は梓を胸に抱きしめ

た。梓は賢から離れようとしなかった。

「梓、今日は大変だったね。どんなことがあっても、直ぐに俺を呼ぶん

だぞ」

梓は黙って頷いた。

「赤ちゃんが順調で安心したわ。怖い思いをしたから、悪い影響がなけ

ればいいんだけど」

「潜在意識の中には刻み込まれたかも知れないな。梓、時間のあるとき

はモーツアルトでも聞いて胎教を整えた方がいい」

「ええ、そうするわ」

賢は自分から離れない梓の頬を両手で挟むようにして額に軽く口づけ

した。梓の肩を抱くようにしながらソファーに向かい、ふたり一緒に腰

掛けた。

「あなた、今日はずっと近くにいてね。今夜はずっと」

「うん、分かった」

原が帰宅すると賢は原に梓から聞いたＭＴＳとＯＶＳの人体への影響

について相談した。梓は賢に身体を着けるように隣に座って話に加わっ

た。
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「ＤＮＡへの影響ですが、既に考えられる影響については全部検証済み

です。何ら問題はありません。それよりアガタという名前の男の存在が

気に掛かります。それとその男が言っていたＤＮＡの研究をしている人

というのがどうも引っ掛かるんです」

賢は２度頷いて言った。

「僕もそうなんです。梓からその話を聞いたとき、僕の頭には橘さんの

ことが思い浮かびました。我々のことを知っている人で遺伝子の研究を

している人ということになると、限定されますからね。橘さん以外には

勾島教授くらいかな？」

「まあ、その事は暫く意識から外して置いた方がいいかもしれませんね。

いずれ、次のアプローチがあると思います。ただ、梓さんを脅して拉致

しようとしたことは許せません。別の意図を感じます。裏に何か組織の

存在があると思いませんか？」

「ええ、私もそう思うわ。あなた、気を付けてね。この間の事故といい、

私たちへの攻撃の意図があるのは明白です」

「確かにそうだな。しかし、悪い結果を想定することは止そう」

その晩は愛子の帰りが遅かった。賢は愛子を透視してみた。愛子は電車

の中に居た。愛子の周辺に乱れた意識の投影は感じられなかった。電車

は由仁駅に着くところだった。

「愛子の帰りが遅いな」

賢は朝、愛子に会っていない。早朝会議のため早めに家を出ていた。梓

が言った。

「愛子さん、今日は誰かに会うから遅くなるって言っていたわ。最終電

車に乗っているのなら安心ですね。もうじき駅に着く頃だわね。あなた、

迎えに行ってあげた方がよいのではないかしら」

「今日は君が危険な目に遭ったばかりだから、愛子も保護した方がいい

な。これから駅までテレポーテーションするよ」

「はい、それがいいと思います。ずいぶん遅くなってしまったから・・

・」

「電車は丁度今、由仁駅に入るところだ。じゃぁ行って来るから」
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梓は急に不安になった。賢は原に、暫くの間梓と話しているように頼ん

でから、一気に由仁駅に向けてテレポートした。家は由仁駅より次の古

山駅の方が近い。しかし、古山駅周辺は人通りも無く、夜道は特に不安

を覚えるので、由仁駅を使っていると愛子は言っていた。きっと由仁駅

で降りる筈だ。

「あなた、気を付けてね」

意識の中に梓の声が響いてきた。

賢は由仁駅の外れの、人影の無い場所に顕現した。鉄道を横切る改札陸

橋の階段の裏手だった。その場所は時々テレポートして着地する場所

で、駅の東側にある由仁文化交流館でイベントでもない限り、普段は人

通りが殆どない。賢は顕現すると、空気の冷たさに身震いを感じ、意識

がはっきりすると直ぐに陸橋を登って改札口に向かった。プラットフォ

ームを透視してみた。丁度駅に電車が入って来るところだった。この時

間になるとさすがに電車から降りて来る人影もまばらだ。透視で愛子の

姿を捉えたその時、一組の男女が改札口を通り抜け、プラットフォーム

に向かって降りてゆく姿が賢の目に留まった。他には誰も改札口を通る

者は居ない。男はネクタイを締め、黒っぽいトレンチコートに身を包ん

でいて、女性はベージュのコートを着、白っぽいマフラーを首に巻き付

けている。賢は改札口の前で一瞬立ち止まり、意識を集中して愛子を透

視した。愛子はプラットフォームに降りて来たふたりに挟まれるように

して、再び電車の中に戻ってしまった。

「まずい拉致される」

賢はそう思うと壁際の目立たないところに行って即座に駅のプラット

フォームにテレポートした。電車はまだ動き出しておらず、ドアも開い

ている。愛子の乗った車両がどれかはっきりしないが、賢は目の前の車

両に飛び乗った。先頭車両だ。電車はがら空きだった。しかし、その車

両につい今し方乗り込んだはずの愛子の姿は無かった。ドアが閉まり、

電車が動き始めた。一組の男女がその車両の中央付近の席に寒そうに身

体を丸くして並んで座っている。賢は「おかしい」と思った。先ほどの

透視で、愛子は確かに目の前の男女に挟まれるようにしてこの車両に戻
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った筈だ。賢は意識を研ぎ澄まして、男女の意識を伺った。ふたりは穏

やかなグリーンのオーラで包まれていて、荒んだ感情は感じられない。

ふたりの意識の想念は内側に向いているようだった。ふたりから発せら

れている「寒い」という感覚が伝わってきた。賢にはこのふたりが愛子

を拉致しようとしたようには思えなかった。賢はふたりに近付いて男の

隣に腰掛けた。

「あの、今、小柄な高校生の女の子を見かけませんでしたか？」

男性は少し怪訝な顔をした。

「えっ？」

「僕の娘なんです。確か、この電車に乗ったと思ったのですが？」

「いいえ、知りませんが・・・・なぁ、おまえ見たか？」

男は女性に確認した。

「いいえ、そんな高校生、見ませんでしたよ。この電車に乗ったのは私

たちふたりきりでしたから。なんかの間違いじゃないですか？」

賢はふたりに礼を言うと、順次後部の車両に移ってみた。しかし、どの

車両にも愛子の姿は無かった。賢は車両の連結部分に出て、そこからテ

レポーテーションで一気に由仁駅の改札口に戻った。もう誰も居ない。

賢は陸橋を降りて、そこから空中浮揚した。辺りは街の灯りの残ってい

るところを除いて漆黒の暗闇だ。賢は愛子の姿を探した。由仁駅から家

までの５キロほどの道の上空を雪に打たれながらゆっくり滑空して、家

の前まで来てみたが、愛子の姿は無かった。賢は家の中に入った。梓と

原が心配そうに待っていた。

「お帰りなさい」

「お帰りなさい」

「梓、愛子は戻ってないよな。愛子が消えてしまった」

「えっ！消えてしまった？愛子さんには会うことができたのですか？」

梓が驚いて言った。原も驚きを隠せない。

「愛子さんが失踪する可能性は無いと思いますが・・・・」

「いや、透視で確認した限りでは、愛子は一旦電車から降りて、再び電

車に戻ったんだ。で、俺も同じ車両に乗り込んで確認したんだが、愛子
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の姿は無かった。どの車両にも居なかった。まさか、失踪したなんてこ

とは・・・・・」

賢はもう一度由仁駅までの道の上空を滑空してみることにした。由仁駅

まで往復したが、やはり愛子の姿は見つけることができなかった。３人

はどうしたらよいか考え込んでしまった。もう１１時を回っている。そ

の時玄関のドアが開いて、愛子が入って来た。

「ただいま！ああ、寒かった」

「愛子、おかえり、ずいぶん心配したよ」

「遅くなってごめんなさい。降りたとき電車の中にシューズ鞄を忘れて

しまったのを思い出して急いで取りに戻ったのよ。だけど、すぐに電車

が出てしまったから、由仁で降りられなくて古山まで行って歩いて来た

んだ。古山から来るのは大変。人が通らないでしょう。真っ暗だし、雪

が積もっていて歩きにくいったらありゃしない」

「・・・・・・」

３人は一瞬言葉を失った。

「愛子、由仁で降りたとき、男の人と女の人が電車に乗らなかったか？」

愛子は暖炉の近くに来て手を翳しながら言った。

「ああ、そうそう、あの人達の間を分け入るように飛び乗ったのよ。だ

けど、気が付いたらあの人達居なくなってた。後ろの車両に移ったみた

い」

「俺はね、愛子を迎えに駅までテレポーテーションして、愛子の乗った

電車の車両に飛び乗ったんだ。すぐに電車が出たけど、車両の中におま

えの姿は無くて、乗客は男の人ひとりと女の人ひとり、ふたりだけしか

居なかったんだ」

｢それは変だよ。電車最終だから、乗客結構いたよ。由仁でもかなり降

りたし、私は車両に戻るのに必死だった。だって停車時間が短いから。

だから、小父さんたちの間に割り込むようにして、電車に駆け込んだの

よ｣

同じ時間、同じ空間で、異なったことが起きる。あり得るだろうか？賢

はこの現象を理解できなかった。パラレル・ワールドなのだろうか？自
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己の核から、同じ空間に対して、２つのあるいは複数の写像が投影され

ることがあるということなのか？賢は原の方を見た。原も賢の方をじっ

と見ている。

｢賢さん、一つの空間にいくつかの世界が同時に重なって存在するパラ

レル・ワールドの具体的な検証ができますね。僕はパラレル・ワールド

を現実の物として見るのは初めてです。意念のコンセントレーション

（集中）があまりにも強烈なので、賢さんの意識が現在顕れている世界

に合致しない状況で、新しい世界が作られたのだと思います｣

梓が不思議そうな表情をして原を見た。

「原さん、この空間が何重にも重なって存在するということですか？現

実には私は、この空間しか認識できませんが・・・・」

「賢さんも、僕も、意識によって世界が変わることは確かめました。賢

さんの場合は、テレポーテーションで自分自身を別空間に瞬間移動させ

ることができるし、僕は意識によって別の惑星を訪問することも経験し

ました。そして、今では物質転送機で現在の空間の一部を切り取って、

別の空間に移すこともできるようになりました。その事でも分かると思

いますが、同じ一つの位置にいくつかの空間が同時に存在することが可

能だということなのです。空間は人間の意識によって作られているのだ

と確信しています」

賢も頷いた。梓はまだ納得がいかないようだった。

「この世界、この宇宙には無限に広がる存在があるでしょう。その無数

の存在が個別にそれぞれの特性を持っているんですよ。それと同時に別

の存在が同じ空間を占有するなんて、どうしても考えられないわ」

賢が言った。

「無限と言ったって、全ては一つの源から拡散した世界だろう。元は一

つなんだ。その拡散の仕方が少し異なれば全く別の世界が生まれるよ。

元々この無限の世界を構成している物質はミクロの無限小、素粒子で構

成されているだろう。素粒子は不確定で決まった存在形態を持たない。

確率的に存在しているんだから、この世界がある瞬間に同じ空間に同時

に別の存在に変化して存在しても何もおかしくない。そう思わないか、
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梓？」

梓は先ほど経験した恐怖心がなりを潜めていて、パラレル・ワールドの

話にのめり込んでいた。賢は梓が不安から離れていることに安堵感を覚

えた。愛子が言った。

「でも、今日のことはとても不思議だな。賢パパが乗った電車と私が乗

っていた電車が同時に同じ根室本線のレールの上を走っていたって考

えると、頭がおかしくなりそうだね。私、ひとつのレール上を違う電車

が走っているところを想像できない」

「それは、この３次元世界に生きていれば誰だって２つの重畳した空間

の事象を同時に認識することはむずかしいと思うよ」

「だって、それって同じ場所に今あるのとは別の素粒子があるってこと

でしよう。不可能に思えてしまうわ」

梓が愛子に同調して言った。

「ぼくは無限小と無限大の概念を理解できれば、パラレル・ワールドも

理解できると思うよ。原さんの語録にもあるだろう、無限大と無限小は

同じものだって謂う一節が。覚えているか、愛子？」

「前に原さんに語録の説明をしてもらったことがあるよ。私には難しす

ぎて分らなかったけど」

「それじゃぁ原さんにもう一度説明してもらおうか？」

「いいですよ」

原はほほえみながら応えた。

「“無限大”と“無限小”が同じだという概念は次のように説明できる

んです。無限小に無限大を乗ずると“∞”＊“＋０”＝“１”となって、

結果は“１”になるんです。つまり、∞＊（１／∞）＝１で無限小の物

はいくら沢山集めても、最大で“１”であるということなんです。もっ

とも、ここで謂う“１”は普通の算術上の“１”とは意味が違いますけ

どね。すべてを含んだ、収斂した数としての“１”ですけどね。我々の

世界にあるあらゆる物は原子からから出来ていて、現代科学は無限小に

向けて素粒子の探求を突き進めているけど、我々も、他のどんな存在も

無限小のクオークの集まりだということは確かでしょう。それらのクオ
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ークを自分の全体分、周りの人たちの分、周囲の自然界の存在物の分、

この宇宙のあらゆる物の分全てを寄せ集めて、無限個集まったとして、

その合計は“１”になるんです。すなわち、それは唯一の存在に帰すと

謂うことなんです。もう少しわかりやすく言うと、物質はその根元まで

縮小していって素粒子にまで至るとその存在を確定できなくなるんで

す。これは時間的、空間的に確定できないと謂う意味なんです。大きさ

が無限小になるのです。しかも、確定できないだけでなく、一つの素粒

子が他の素粒子と同じであるというとても重要な事実があるのです。現

在の科学はまだこのことを見いだせていないですがね。すなわち２つの

素粒子はその存在を判別できなくなるということなのです。つまり、異

なった物質に存在するそれぞれ一つずつの素粒子を抜き取ると、それは

全く同じものであるということ。この世界を素粒子レベルまで探求する

と、全ての素粒子の数は無限大数に近く、その大きさは無限小に近くな

りますが、それらが全体として一つの存在を示しているということが分

るのです。それでは無限大はどうかというと、宇宙存在に於ける物質の

数と占有する空間は無限大に近くなる。しかし、銀河を見ても分かるよ

うにそれらの存在は一つに結合されていて、究極まで拡大すると一つの

核に収束する。また、こと座の銀河団を見ると分かるように、それぞれ

の銀河も皆結びついていて、一つの方向に向かって進んでゆこうとして

いる。それは全体として一つに収斂しようとする動きだと思うのです。

宇宙はビッグバンで示されるとおり、一つの存在から出来上がった結果

です。膨張を続けて究極まで拡大し、最終的にまた、ブラックホール化

して一つに収束する。すなわち“1”なのです。無限大である宇宙全体

に存在する素粒子の数は無限大です。そして、その大きさは無限小これ

を掛け算すると、見事に“１”に収束するでしょう。つまり無限大と無

限小が同じだということを意味しているのです。いずれも“1”なので

す。人間にとって、宇宙は数としての無限大が認識され、素粒子は大き

さとしての無限小が認識されています。でも、それはいくら集めても“

１”にしかならないのです」

賢も頷いてから言った。
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「原さんの話はこの３次元世界を元にした説明だけど、パラレル・ワー

ルドを理解しようとすると、ちょっと難しいかも知れないね。同時にも

うひとつ上の次元から見た認識を持つと、もっと簡単に理解できるよ」

「それはどういうこと、賢パパ？」

「４次元になると時間も空間も固定されなくなるんだ。それは愛子自身

が体験したことだけどね、おまえは失踪を経験しただろう。あの時、愛

子が紀ノ川のほとりに居ても、この空間では誰も愛子のことを認識でき

なかった。お父さんも、お母さんもね。おまえは４次元の別空間に移行

していたんだ。この３次元現象世界に顕現して初めて、皆が愛子の居る

ことに気付いたんだ」

愛子の目にうっすらと涙が浮んだ。賢はそこでロを噤んだ。原がそれを

受けて続けた。

「そうなんです。４次元の視点で見れば、同時に２台の列車が同じレー

ル上を走っていても何の不思議もありません。時間も空間も重畳して存

在できるからです。その様に把えた方が分り易いですね。素粒子の世界

も実は４次元と３次元の接点になるんです。それが無限大と無限小の交

錯する領域なのです」

梓が言った。

「ということは、あなたは由仁の駅で４次元に移行していたということ

なのでしょうか？」

「どうも、そのようだな。テレポートして由仁駅の近くに現れたときか

ら３次元と４次元に跨がっていたようだな。俺が透視して見た列車は混

んでなかったのに、愛子の乗った電車は混んでいた。愛子にも、俺にも

見えたあの一組の男女は一体誰だったのだろう？・・・・・・愛子には

つらいことを思い出させてしまったようだな。すまない」

「ううん、大丈夫。ちょっとお母さんのことを・・・」

愛子の涙でパラレル・ワールドの話は終わりになった。全員が入浴し、

寝室に向かった。梓の心はふたたび不安で揺れ動いてきた。この夜ほど

梓は賢の胸を暖かいと感じたことはなかった。
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祐子から何の連絡もなく、落ち着いた日々が過ぎたある日、賢は自分か

ら祐子に連絡を取り、約束したＭＴＳ２台を祐子の事務所に送り、ＯＶ

Ｓ６台と位置情報端末２０台を祐子から送ってもらったリストに従っ

て、ウグングの仲間のアジトに直接転送した。これでコンゴに於ける次

の行動のお膳立てができた。

梓が拉致されそうになるという出来事があってから１週間が経った。身

辺に危険が迫っていることを感じた賢は亜希子の遺体を家に置くのは

まずいと感じ、棺を賢の寝室から、工場の地下室に移すことにした。休

日に賢、原、愛子、梓の４人だけで移動は行われた。棺は内容物が判別

できないように段ボールで完全に覆い、４人で戸口まで搬出しておい

て、配送業者を呼び、大型家具ででもあるかのように思い込ませて、慎

重に工場の荷物受け渡し口まで運搬してもらった。棺は工場の荷受け場

所で降ろされた。工場では特別に休日出勤を頼んだ従業員に命じ、リフ

トを使って地下に降ろさせた。この１週間の間にその事以外に特に変わ

った出来事は無かった。

その日賢は信州の状況を確認するため、一旦東京の数馬を訪ね、その後

一緒に諏訪に向かうことにしていた。周囲の者に違和感を抱かせないた

めに、諏訪にはテレポーテーションで移動するのは止めた。梓も同行し

たがったが、飛行機に乗ることによる胎児への影響を考え、賢は許さな

かった。賢は朝の便で羽田に着いた。到着ゲートを通り抜け、ロビーに

出たとき、そこに雪坂康子が立っていることに気付いた。

「おはよう、康子どうしたんだ？」

「おはようございます。私、樋口社長から内観社長を迎えに行くように

言われましたので」

賢は一瞬、数馬が雪坂にそんなことを指示するだろうかと云う考えがよ

ぎったが、雪坂の元気な声の影に一抹の寂しさを見て、微笑みを返した。

「ありがとう、康子。まだ時間があるから少しコーヒーでも飲んでゆこ

うか？」

「はい」

ふたりは空港３階のカフェに向かった。康子は歩いている賢の左脇に来
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て賢の左腕の下に自分の右腕を差し込んで抱えるように絡めた。賢が康

子の顔を見ると康子は下を向いたまま、視線を合わせようとしない。賢

はそのまま康子と一緒に３階のレストラン街にあるカフェに入った。

康子は席に着くまで賢に絡めた手を外そうとしなかった。席に着くと、

ウエイトレスが注文をとりに来た。ふたりはカフェラテを頼んだ。

「康子、ふたりになるのは久しぶりだね」

「わたし、胸がドキドキして、昨日の夜は眠れませんでした」

「数馬の秘書の仕事はどうだ？」

「・・・・一緒に居たいです。もう、お怪我は大丈夫なのですか？」

「康子、俺が怪我をしたとき、何度も来てくれたんだね。ありがとう。

君には会える機会もなくて、何のお礼もできなかったけど・・・・」

「わたし、あの後も、何度か札幌に行きました。あなたにお会いしたく

て。元気な姿を見るだけでもいいと思って・・・・」

「えっ？なぜ家に寄ってくれなかったんだ？」

「だって・・・・あそこには田辺部長がいらっしゃいますから・・・・

私、伺えません。お家の外で、あなたのお帰りになるのを待っていて、

あなたが家にお入りになるのを見届けてから、また戻っていました」

賢はどうして康子が来ていることに気付かなかったのだろうかと思っ

た。意識が梓に向いていたためだった。康子に済まないと思った。

「いつか、きっとあなたと一緒に生きることができると信じています。

それはできないことなのでしょうか？私はあなたとふたりきりで生き

てゆきたい・・・・」

「康子、前にも言っただろう。君を愛しているけど、ふたりだけで生き

てゆくことは難しいって・・・・」

「・・・・・・・」

康子は黙って下を向いてしまった。その時、賢は祐子の呼んでいるテレ

パシーの声を捉えた。意識を祐子に向けてみた。

「あなた、できたら物質転送機の操作方法を教えて欲しいの。ウグング

から、キンサシャにある首相官邸内の大統領の居る可能性が高い部屋

の、執務机の位置が確認できたという連絡が入ったの。彼はＯＶＳを使
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って首相の亡くなった両親との会話と、大統領に殺された将校のコメン

ト、大統領の以前の愛人からのメッセージを３枚のＤＶＤに録画したと

言っているわ。それと大統領宛の書簡３通も用意したって。首相のデス

クに送り付けようとしているのだけど、手紙はウグングのところ、ＤＶ

Ｄはそれぞれ録画した同志の拠点にあるの。それらの場所ははっきりし

ているんだけど、それをどのようにして一緒に送ったらいいのか分から

ないの。間違いが許されないでしょう。私や、アイリーンではこれを正

確に処理する力量がないの。あなたに助けて欲しいのよ」

賢もテレパシーで応えた。

「分かった、少ししたら、君の事務所にテレポーテーションするよ」

「ありがとう、待っているわ」

祐子からのテレパシー通信が切れると、賢は康子に向かって言った。

「そろそろ出ようか？」

康子は首を横に振った。

「・・・いや、もっとふたりきりで居たい」

「ごめん、俺は少し用事があるんだ。君はもう少しゆっくりしていたら

いいよ」

賢は動こうとしない康子の肩にそっと手を当てて、勘定書を手にした。

「わたし、ここで待っています・・・」

「だけど、時間が掛かるぞ」

「待っています・・・」

賢は支払いを済ますとキャッシャーに「連れが暫く残っている」と告げ

てカフェを出た。賢は数馬に電話を掛けるために急いで電話ボックスに

向かった。

「もしもし、数馬おはよう、賢だ」

「おう、早いな。おはよう」

「ちょっと緊急の用事ができたんだ。後で直接行くから、先に諏訪に行

っていてくれないか？」

「もしもし、分かった。できるだけ早く来てくれよな。そっちの用事が

済んだらまた連絡してくれ」
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賢は康子が出迎えに来たことは口にしなかった。数馬が知らないことは

明らかだ。数馬はどんな用事ができたのか聞こうとしなかった。受話器

を置くと、賢はトイレに駆け込んだ。誰も居ないことを確認して、その

ままキガリの祐子の事務所にテレポーテーションした。

祐子はベッドの縁に腰掛けて賢の顕現をじっと待っていた。やがて賢の

姿がはっきり現れてくると、祐子は直ぐに賢の元に駆け寄った。賢は意

識が固定すると、祐子が自分に身体を寄せていることを感じ、静かに抱

き締めた。キガリは真夜中だった。

「あなた、ありがとう。忙しいのにごめんなさい」

「こんなこと、なんでもないよ」

「この計画の最初の挑戦でしょう。失敗が許されないから、どうしても

あなたに助けて欲しかったの。日本が朝の内に連絡したの」

「俺がここに来るのは、あたりまえのことだよ。朝までベッドの中で話

しを聞くよ」

祐子は恍惚とした中で、時々意識を戻しウグングからの手紙の内容を説

明した。朝になると祐子は身繕いを整え、直ぐにアイリーンを呼んだ。

アイリーンはスバハを抱いてやって来た。昨晩祐子はスバハをアイリー

ンに頼んでおいたのだった。アイリーンは賢を見ると会釈して頭を下げ

た。祐子はアイリーンにこれから賢が行うＭＴＳの操作を覚えるように

言った。それから、詳細な３次元位置情報が記載された、アジトの拠点

とターゲットの所在場所のリストを見せて、そこの特徴を説明した。

「大体話したから分かるでしょう。ここと、ここと、ここでビデオを録

画したのよ。ＤＶＤはこの３カ所にあるわ。それから、ここがウグング

の居る場所で、この位置情報は大統領宛の手紙を置いてある場所を示し

ているわ。別のものを３通用意してあるわ。そして、ここが大統領官邸

の場所。ここと、ここと、ここと、ここ、これらの部屋にあるデスクの

表面中央の位置情報になっているわ。ここに書いてある一連の位置情報

は時限爆弾の置いてある位置で、ここから爆弾を転送する前に、ウグン

グがここを管理している男性に連絡を入れることになっているの。そし

たらその男性が時限爆弾の時間をセットしてスイッチを入れることに
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なっているわけ。但し、物質転送機の転送中にタイマーの時間が狂わな

いということが絶対条件だけどね」

「ＭＴＳで空間を切り取って、別の場所に貼り付けるとき、時間は停止

した状態になることは確かだが、ＭＴＳの処理能力からして、実際に止

まっている時間は数秒だろう。だから、あまり気にしなくても大丈夫だ」

賢はそう言うと、祐子にこれから行おうとすることの手順を確かめた。

「現在手紙やＤＶＤの置いてある拠点ポイントからダイレクトに大統領

官邸宛てに転送するのではなく、一旦祐子の元に転送してから、それを

しかるべき形に整えて封印し、転送した方がいい」と説明した。賢は早

速ＭＴＳを作動させ、手紙とＤＶＤを全て回収した。賢は手紙の中身と

ＤＶＤの映像を透視して確認した。３通の手紙の筆跡は明らかに異なっ

ている。ＤＶＤの映像はぼやけているが人物の確認はできるレベルだっ

た。ＤＶＤのケースは３つとも異なっている。祐子は直ぐにレターサイ

ズの異なったタイプの封筒を用意してきた。３通とも異なった封筒を用

いることで、違う人物から送られたことを装うつもりだ。１通目の宛名

は祐子自身が手紙の筆跡を真似て書いた。それは両親からのメッセージ

を伝える書簡だ。２通目はアイリーンに書かせた。愛人からの気持ちを

伝えるものだ。３通目は粛正された隊長からのメッセージを伝える為の

もので賢に頼んだ。それぞれ宛名の書き方を違え、筆跡を違えるためだ。

賢はＰＣを使って作文し、それを黄土色の紙に印刷した。準備ができる

と、祐子はそれぞれの封筒に手紙とＤＶＤを入れ、１通目の封筒に、賢

が１週間前に祐子宛に転送しておいたマイクロチップを仕組んだ護符

を入れて封印した。ＤＶＤを収納するケースの厚みが異なっているた

め、封書の厚みも３通とも異なり、全く別の３つの封書に見える。賢は

先ず位置情報端末を取り出し、その位置検出機能をＯＮして、リスト上

に記載されている大統領の一つ目の執務室の位置情報より３０センチ

メートル上方に向けて転送し、１０秒ほどして、それを直ぐに回収した。

回収された位置情報端末の示している位置はリスト上の予測位置から

右に１３センチ、左に１７センチ、垂直方向に－７センチずれていた。

賢はリストの位置情報を修正し、そこに向けて１通目の書簡を転送し



39

た。第２の執務室、第３の執務室にも同様の方法で２通目、３通目の書

簡を転送した。転送し終わると、賢は祐子に対してウグングに宛てた転

送完了の通知を書くように言った。祐子は既に手紙を用意してあった。

賢はそれを直ぐにウグングに送り付けた。これで最初の活動は完了し

た。

コンゴ民主共和国の大統領官邸の中は一寸した騒ぎになっていた。この

日大統領は夫人を伴って、国務大臣の催したフランス企業とのレアメタ

ル成約記念式典への出席と迎賓の為に、昨晩からパレスホテルに宿泊し

ていた。大統領官邸には補佐官、執務官達が留守の間の業務を任されて

働いていた。大統領執務室に人の出入りはなかったが、清掃担当のメイ

ドが第２執務室の前を通りかかったとき、中で「バタン」という何かが

倒れるような音がするのを聞いて、執務官の事務室に報告に来た。執務

官の一人がメイドに附いて直ぐに第２執務室に行ってみた。この執務室

は会議室を兼ねた執務室で、大統領の前での御前会議が出来るようにな

っている。部屋の中はいつも通りで、何ら変わったところはない。メイ

ドが床の上に１通の封書が落ちているのに気付いた。それを拾って執務

官に渡すと、執務官が言った。

「＊＊＊＊＊」（これは大統領宛じゃないか。差出人はバタゲ・ドンダ

リンか。聞いたことの無い名だな。誰がこれを持って来たんだ？検閲も

されていないじゃないか）

「＊＊＊＊＊」（どなたも来なかったと思います）

「＊＊＊＊＊」（そんな馬鹿なことがある筈はない。窓から投げ入れら

れる筈もないが、念のため窓の状態を調べてみなさい）

メイドが全ての窓を調べたが、空調しているので、当然どの窓もきちん

と閉ざされ、その上施錠されていた。執務官は直ぐに大統領補佐官の事

務室を訪れ、このことを補佐官に報告した。補佐官は内容物の安全性を

確認してから、封書を大統領が普段執務を行う第１執務室の机の上に置

くように言った。執務官は事務室に戻り、金属探知機を用いて封筒の中

を探知し、更に封書に注射針を挿入して内気の毒性反応を調べた。金属
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探知機が僅かに反応したが、重量的に見てそれは誤差の範囲で特に異常

がないと判断し、封書を持って第１執務室に行った。その部屋の机の上

にも１通の封書が投げ置かれていた。それはボウム・フラグ・ハリバム

ニという者からの封書だった。筆跡も異なっている。執務官はその中身

の安全性の確認をするために一旦事務室に戻り、再び戻って来て大統領

のデスクの中央に２つの封書を重ねて置いた。執務官はこのことを直ぐ

に補佐官に報告した。補佐官は神経質になっていて、直ぐに第３の大統

領執務室についても確認を行う様に執務官に指示し、自分も同行した。

この部屋は普段は大統領と補佐官以外の者の入室が禁止されている部

屋で、大統領がプライベートに使う部屋だった。唯一メイドだけが朝夕

の掃除のための入室を許されていた。補佐官が中に入った。執務官は入

り口のところで、補佐官の様子を窺っている。やはり封書があった。差

出人はケント・フレデリスキーとなっている。いずれの部屋にも封書が

投げ入れられたことになる。補佐官はただ事ではないと感じた。どの部

屋の封書も無造作に放り出したように置かれていた。補佐官はこれらの

封書について共通性を確認しようとしたが、できなかった。どのように

投げ入れられたのか、どうしても分からなかった。３通の封書は封筒も

全く別物で、筆跡も、差出人も異なっている。その上、封書の厚みも違

っていた。補佐官は直ぐに大統領の付け人にメールを入れ、電話を掛け

た。付け人から返事が来た。あと１時間ほどで官邸に戻るので、その後

で確認するとの返事だった。補佐官は落ち着かなかった。いらいらしな

がら大統領の帰還を待った。やがて大統領が官邸に戻って来た。補佐官

は直ぐに封書について大統領に告げた。大統領は特に驚いた様子も見せ

ずに言った。

「＊＊＊＊＊」（誰かが持ち込んだんだろう。先ずは中身を見てみよう）

「＊＊＊＊＊」（大統領、３通の封書が同時に正規のルートを経ずに持

ち込まれるということは、それだけでも異常な事態と思われます。外側

から検査を行いましたところ、封筒内部には重金属物や、危険物などは

入っていないようですが、ＣＤかＤＶＤの様なものと僅かに金属反応を

示す小さな小物が入っているようです。万が一のことを考え、開封はわ
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大統領は封書３通を補佐官に渡した。補佐官は１通目を開けてみた。特

に異常はない。中には４つ折りにした１通のレターと黒色のＣＤケー

ス、そして護符が入っていた。補佐官はレターには手を触れずに、ＣＤ

のケースを取り出して開けた。印刷面に“ＤＶＤ”と手書きで書き込ま

れているメディアが出てきた。補佐官はケースを入念に調べた。別段異

常はなさそうである。金と緑に輝く錦糸の袋に入れられた護符も中を開

けてみた。小さな磔にされたキリスト像のイコンと祈りの言葉を書いた

純白の紙が出てきた。補佐官は慌ててそれを袋に戻した。

「＊＊＊＊＊」（大統領、レターとＤＶＤ１枚、それに護符のようなも

のが同封されています。どう致しますか？ＤＶＤはそちらの再生機で再

生できますが・・・・）

そう言うと補佐官は２通目、３通目も開封し、それらについても同じよ

うな説明を大統領に伝えた。大統領は補佐官から渡された１通目の手紙

をさらっと読んでから言った。

「＊＊＊＊＊」（ヌグバムリ、私は第３執務室に移動する。少し疲れた。

休みたい。ＤＶＤは後で見ておく）

大統領はさも、手紙の内容が取るに足らないものだとでも言うかのよう

にレターと護符を封筒に戻して、机の上に放り出した。補佐官は手紙の

内容に興味があったが、大統領の意志には逆らえなかった。大統領が肘

掛け椅子に凭れ掛かるようにして目を瞑ったので、補佐官は残りの２通

の封書を机の上に置き、軽く頭を下げて執務室を退出した。大統領は補

佐官が出て行くと一呼吸置いてから、先ほど放り出した封筒と残りの２

通の封書を手にして第３執務室に移動した。リクライニング・チェアに

腰掛けると１番目の封筒からレターを取り出してもう一度読んだ。大統

領の眼光が鋭さを増してきた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（大統領閣下

わたくしは、嘗ては革命戦士であられた閣下を尊敬し、同時にこの国の

繁栄を願ってやまないコンゴ民主人民共和国の国民の一人です。閣下が

41
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革命を成し遂げられたとき、わたくしたちはこの国の政治が変わり、我

々国民にやっと平和がもたらされるものと確信しておりました。それか

ら何年か経った今、閣下はこの国の国民がどのような状態に置かれてい

るかをご存じでしょうか？男達は戦闘に明け暮れ、お互いに殺し合い、

この国を豊かにするための本来の仕事など全く行わなくなってしまい

ました。その結果、多くの家族が悲惨な状態に置かれ、女達、子供達は

命を守ることもままならない状態に陥っています。病気が蔓延し、人々

は生き延びるために、ゴミをあさり、窃盗までしなくてはならなくなっ

ています。そんな状態の中で、わたくしはＯＶＳというマシンを使って

閣下のお父上からの通信メッセージを受け取りました。それを録画した

ＤＶＤを同封致しました。ご覧戴きたく存じます。お父上は閣下に、こ

の国の平和についてお話しなさっています。そして閣下に神様のご加護

がありますようにと、護符を送って欲しいと仰いましたので、同封致し

ました。

閣下、この国をお救いください。現在の政治のあり方をお改めになって

ください。官僚や役人達の横領や贈収賄、国民の資産の搾取など、あら

ゆる悪癖を、鉄拳を持って制裁して戴きたく思います。他国からの支援

が国民一人一人に行き届くよう、また、国民が意欲を持ってこの国の為

に働くことができるよう、本当の国民の為の政治を行って戴きたいと、

切にお願い申し上げます。この手紙が閣下の元に届いてから、１週間以

内に閣下が行動に出てくださらない場合は、わたくしはやむを得ずイン

ターネット上に閣下に対しての国民からの訴えと、お父上からのメッセ

ージを掲載させて戴き、世界中の人たちにコンゴの窮状を訴えたいと思

います。ご慈悲に満ちたご裁断をよろしくお願い致します。

ケント・フレデリスキー）

大統領は憤りに目を大きく剥いて、ＤＶＤを掴み、壁際に設置されてい

る７．１サラウンド音響装置を備えたテレビシステムのＤＶＤプレーヤ

ーに掛けた。画面上に２、３秒ノイズが顕れてから、嗄れた男の声が響

き、画面にぼんやりと老人の姿が映し出された。大統領は思わず叫んだ。
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「＊＊＊＊＊」（おとうさん！）

老人は語り掛けるように話し始めた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ザーザー・・・・・ガガガ・・・スタンガジよ、私を覚えておるか？

おまえたちのいる世界を去ってからもう何年になるだろう。私はやっと

のことで、苦しい状態から逃れることができた。今では穏やかな心で、

毎日畑仕事に励んでいる。不思議なことだが、おまえ達の居る世界でわ

しは死んだ筈なのに、今ここではこのように生きている。身体もちゃん

としているし、家も畑もある。幸せな毎日を生きている。少しでも人々

の役に立つ仕事をしたいと思うのだが、何でも思っただけで、直ぐに実

現してしまうので、拍子抜けするほどだ。おまえもそちらの世界では、

きっと人々の役に立つような仕事をしていることだろう。わしはおまえ

が自慢だった。沢山の仲間を集め、先頭に立って自分達の住んでいる国

を豊かな国にしようと意気込んでいた。あの頃のおまえの姿をはっきり

思い出せる。今おまえはきっと国民を幸せにする為に働いていることだ

ろう。だが、おまえは少し自我の強いところがあった。リーダーとして

みんなを引っ張ってゆくとき、最も邪魔になるものが自我だ。よいな、

自分のことは置いておいて、先ず人のことを考えなさい・・・・・・）

大統領は恐ろしくなった。画面に映し出されている老人は紛れもなく、

自分が革命軍を率いるようになる前に他界した父親の姿だった。自分が

まだ幼少の頃からいつも自分に対して「隣人のことを先ず第１に考えな

さい」と言っていた。そんな父親の言葉が説教じみていて好きではなか

った。「自分は近所の人を助けるなどという小さなことでなく、国民が

みんな幸せになる国をつくる － そういう大志を抱いている」と思っ

ていた。大統領は考え込んでしまった。そして、大きく深呼吸をした。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（・・・・・スタンガジよ、おまえの理想は実現したのか？おまえがい

つも言っていた「全ての国民を幸せにする」という希望は実現できたの

か？おまえの望みは叶ったのか？おまえの住んでいる国は、戦争の無

い、平和な国になっているのか？・・・そうだ、お母さんを呼んでみよ
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う。少し待ちなさい・・・・・・・・・・スタン、スタン・・・おまえ

なのかい？私だよ、おまえの母のクグニだよ。おまえを愛しているよ。

元気で生きているのかい。私はお父さんとは一緒に住んではいないんだ

よ。お父さんよりずっと前に死んだだろう。不思議なことだけど、死ん

だ後も私は生きていて、他の大勢の人たちと一緒に住んでいるんだよ。

毎日働いて、やっと生活している。いつもおまえのことを思い出しては、

涙を流しているよ。生きていたとき、私は食べるものもろくに無くて、

おまえをやっとの思いで育てていた。自分が食べるだけの食料が無かっ

たから、とうとう病気で死んでしまった。おまえが元気でいてくれるこ

とだけを祈っているよ。お父さんが時々来て、おまえは元気に生きてい

るって言ってくれるから、少し安心なんだけど、ちゃんと食事はできて

いるのかい？着る物や、住む家もあるのかい？それだけが心配なんだ

よ。私は、死んだ後も自分が食べてゆくのがやっとなんだよ。一度死ん

だのにどうしてこんなに苦労しなくてはならないのか、とても悲しい

よ。だけどスタン、私はおまえのことを考えているときだけが幸せだよ。

おまえのことを考えはじめると、不思議なことに、自分がいつも住んで

いる狭い部屋から抜け出して、とっても広い見渡すかぎりの綺麗なお花

畑に居るんだ。そのお花畑で、おまえにおっぱいを飲ませていたときの

ことを思い出していると、とっても幸せな気持ちになるんだよ。だけど、

また、明日の仕事のことを考えると、暗い、狭い家に戻っている。私は

きっと、夢を見ているんだ）

「うううっ・・・・・」

大統領は耐えきれずにうめき声を発した。目から大粒の涙がしたたり落

ちた。大統領は急いで、ポケットからハンカチを取り出して目を拭い、

頭から今の映像を消し去ろうとでもするかのように首を左右に振って

から、ＤＶＤをＯＦＦしメディアを取り出してケースに戻した。そして、

封書の中から護符を取り出し、口づけして胸の内ポケットに収めた。大

統領は椅子に凭れて暫くぼうっとしていたが、思い立ったように、２番

目の封筒を開いた。中から同じように白いプラスチックのＣＤケースと

１枚の黄土色の便箋にプリンターで印刷された手紙が出てきた。護符は
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入っていない。手紙には末尾にホセイ・ベリグと署名がされている。

「＊＊＊＊＊＊＊＊」

「スタンガジ・ムルンブバナニク大統領閣下

私はルブンバシに住むホセイ・ベリグと申します。多分記憶に無いと思

いますが、私は大統領が革命軍を結成したばかりの頃、あなたと共に国

軍と戦っていた者です。革命軍がまだ秘密裏に行動していた頃のあなた

は高邁な理想を抱いていて、周囲の者達はあなたの情熱に動かされ、革

命軍に加わったり、協力したりして国軍と戦いました。しかし、組織が

大きくなってくると、あなたはカリスマ性が表面に出てきて、あなたの

考えと異なる方法、例えば周辺国と協調路線を取るとか、国軍と戦うよ

り、政府と交渉することを目指した柔軟路線を取るとかといった考え方

をする部隊に対して厳しい対応をし始めました。私はそれが一種の粛正

の様に感じられ、直ぐに革命軍から離れました。あなたは自分に直接意

見をする者達をずいぶん粛正しました。私はそのころ、あなたに粛正さ

れた国民協調平和隊のブリ・ゴスマン隊長と対話をすることができまし

たので、それを録画したＤＶＤをお送り致します。このＤＶＤをご覧頂

いた後、あなたから国民の救済に関する何らかの宣言があり、具体的な

行動が示された場合は別として、そうでない場合はＷＥＢにこのメッセ

ージを公開致します。是非ご覧になり、現在、ご自分が政府を通して国

民に対して行っている事を顧みて、腐敗した行政を正して頂きたく思い

ます。

ホセイ・ベリグ）

大統領はいきなり手紙を破って放り出した。そして、ＤＶＤのケースを

手にするとそれを壁にめがけて投げつけた。ＤＶＤがケースから飛び出

し、床の上を転げて窓際の壁にぶつかって止まった。

「＊＊＊＊＊」（ばかやろうめ！）

大統領は天井を向いて目を瞑った。少しして、椅子から立ち上がると、

窓際からＤＶＤを拾い、それをプレーヤーにかけた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ザーザーザー・・・ピー・・・・ガガガ・・・スタンガジ・ムルンブ
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バナニクよ、俺のことを覚えているか？大勢の前で、おまえの指示で裸

にされ、鞭打たれ、苦しみもがいているところを、カラシニコフで足、

手とじわじわと撃ち砕かれ、最後に頭を打ち抜かれて殺されたブリ・ゴ

スマンだ。俺はおまえの部下の残酷な仕打ちを、自分の頭が打ち抜かれ

る前から空中に浮いて見ていた。そうだ、頭を打ち抜かれたときには、

もう死んでいたのだ。おまえの部下はそれでも飽き足らず、俺の心臓や

腹を滅多撃ちした。俺はおまえを憎らしいとは思わなかった。「国民を

救う」というおまえの高邁な考えが実現されると信じていたからだ。自

分と方針が違う者を排除するのもやむを得ないと考えていた。だが、死

んだ後、おまえの生きている世界から次々に戻ってくる者達の話しを聞

いて、おまえとおまえの仲間達が国家を食い物にし、私腹を肥やし、贅

沢三昧をして、国民の窮状を鑑みることさえしなくなっていることを知

ったのだ。その話を聞いたとき、俺のおまえに対する寛容な心は激しい

憤りに変わった。俺は自分の身を犠牲にしてでも、おまえ達を地獄に引

きずり込もうと考えた。しかし、俺たちを指導してくれる天使様の話か

ら、地獄は自分が創るものだと分かったのだ。黙っていてもおまえは死

んだ後、煉獄にたたき落とされる。いや、自分から地獄に墜落して行く

道を選ばざるを得なくなる。だが、まだ救われる道は残されているよう

だ。今から心を改め、自分の身を捨てて国民の為に尽くせば、煉獄ほど

の過酷で悲惨な世界に落ちずに済むかも知れない。スタンガジよ、心を

改めろ。おれはおまえが立ち直るのをこちらの世界で待っている・・・

・・・ガガガ・・ピー・・・・）

大統領はプレーヤーを止め、ＤＶＤを取り出すと、それをケースに収め、

父親のＤＶＤと一緒に自分の机の引き出しの中に納めた。大統領は大き

くため息を吐いて、３通目の封書を手に取った。ピンク色の用紙に柔ら

かい筆致で書かれた手紙だった。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（尊敬するスタンガジ・ムルンブバナニク大統領閣下

大統領閣下に直接このようなプライベートのお手紙をお送りする失礼

をお許しください。わたくしはキンサシャに住んでいるエリアーヌ・デ
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ュラフォアという名前の白人女性です。夫は生粋のコンゴ人です。わた

くしの両親はベルギー人です。あのコンゴ動乱で両親が亡くなってから

長い年月が経ちましたが、わたくしは父の意志を継いでこの地に残りま

した。それはこの国があまりにも悲惨だからです。父は母国ベルギーが

この国の人々に与えた残虐な行いと悲惨な環境を少しでも修復しよう

と必死に働いていました。でも、あの悪夢のようなコンゴ動乱の砲弾に

斃れました。キンサシャが混沌とした状態に陥り、敵とも味方とも分か

らない入り乱れた戦闘の中で、砲弾の直撃を受けたのです。わたくしは

幸い母国に帰国しておりましたので助かりました。わたくしは両親を失

った悲しみを、この国を救う力に変えようと心に決めました。その覚悟

もとてもきわどいものでした。わたくしはコンゴ人兵士に何度もレイプ

されましたが、幸いなことに命だけは救われました。その中に勇気ある、

優しさに溢れた一人の男性がいました。その人がわたくしを救ってくれ

たのです。それが今の夫です。わたくしは夫無くして、避難民救済の活

動を続けることはできません。この国はあのコンゴ動乱が収束し、新し

い政府が擁立したのにも拘わらず、現在に至るまで殆どの国民が悲惨な

状態から抜け出せないでいるのは何故でしょうか？一体何が原因なの

でしょうか？わたくしには分かりかねることでした。最近のある日、外

国の方から変わった機械を見せてもらいました。死後の世界の住人と話

のできる機械です。初めは信じられませんでしたが、画面に映し出され

た父と母の顔を見、話を聴いてみて，この機械がまやかしではないこと

が分かりました。わたくしは一つのことを思い付きました。それはこの

国を治めておられる方が、この国に住む人たちの生活の実態をご存じな

いのではないかということです。それで、わたくしは大統領閣下にその

事をお知らせすることに致しました。それも、わたくしの口からではな

く、大統領が最も愛しておられたＭｉｓｓ．エリグ・ヌムンガリからの

言葉でお話しさせて戴きます。ＤＶＤの中に今は亡きエリグさんの映像

とお話が収録されております。是非ごらんになってください。そして、

悲惨な状態に置かれているこの国の人たちをお救いください。あなた様

がこの国で一番偉いお方なのです。あなた様のご命令で、この国は変わ
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るのです。

エリアーヌ・デュラフォア）

大統領の心臓の鼓動が激しくなった。大統領はゴリラのように両手で胸

を叩き、激しい鼓動を収めようとした。それと矛盾したように一刻も早

くＤＶＤを見たくなった。最も愛した、そして、今も心から消えること

のないエリグの姿を見て、声を聞くことまでできると思うと、胸の高鳴

りを押さえることができなかった。

「＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ザーザーザーザー・・・・・ピーピーピー・・・・ザーザー）

画面が出てくるのが待ちきれない。暫くの間、音声も映像も出てこなか

った。大統領は早送りボタンを押した。ザーザーという音しか出ない。

何回か早送りボタンを押しては再生してみたがとうとう最後まで音声

も映像も出てこなかった。大統領はもう一度再生をやり直すことにし

た。今度は早送りをせずに再生状態のままにして、リクライニング・チ

アに戻り、もう一度手紙の文章を読み直してみた。部屋一杯に“サー”

というホワイト・ノイズが満ちている。胸の鼓動が響いてくる。大統領

はエリグのことを思い出していた。自分が最も愛した女性だ。エリグは

娼婦だった。キンサシャの南モンガフラのキャンプに進軍していたと

き、敵方との交渉に成功し１ヶ月の休戦が成立した。多くの兵士が自分

の家に戻った。そんな中、スタンガジは何人かの直属の部下と共にキャ

ンプに残った。スタンガジ達は、昼間は緊急の臨戦に備え警戒を怠らな

かったが夜は身をもてあましていた。３、４日して街の置屋に行ってみ

ようということになった。エリグはそこで出会った娘だ。まだ客慣れし

ていなかった。置屋の支配人が革命軍の隊長だったスタンガジに敬意を

表し、まだ客を取ったことのない初な娘を紹介したのだった。
うぶ

「＊＊＊＊＊」（わたしはエリグ・ヌムンガリという名前です。マスタ

ーに伺いました。隊長は私たちを救ってくれる救世主だって。今までの

惨めな生活から抜け出すためには、この国を我が物にしている悪もの達

を隊長にやっつけてもらうしかないんだって。私は隊長の為なら何でも

しようと決心しました）
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そう言いながらエリグは上着を脱ごうとした。スタンガジはエリグの手

を押さえてそれを止めさせた。

「＊＊＊＊＊」（エリグ、そのままで・・・・俺の近くに来て、おまえ

の話しを聞かせてくれ）

エリグは目が澄んでいて、これまで見た事も無いほど美しかった。スタ

ンガジはいきなり彼女に手を触れることをせずに暫くの間話をした。彼

女は自分の生きてきた苦難な道について悪びれもせず、だからと謂って

微笑むこともなく唯淡々と身の上話をした。それは悲惨な運命だった。

８歳の時に父を失った。その後９年間母と、恐怖に怯える人生を生きて

きていた。まともな教育も受けていない女ふたりにとって、当時のキン

サシャに住むということは将来の望みがない人生を暗示していた。母は

自分の仕事については何も話さなかったが、エリグは母が夕方厚化粧を

して出掛けて行き、朝方まで働いて帰宅すると、雑巾の様にぐったりと

してベッドに倒れ込むことで、自ずとその仕事を知ってしまった。首都

の郊外に住んでいたので、本気でまともな仕事を探そうと思えば探せな

いこともなかったのだが、他のどの仕事も女としては命の危険を冒さな

ければならないものばかりだったので、母はエリグを育て上げるまでは

その仕事を続けるのだと言っていた。エリグが１８才になったので、母

はそれまでの夜の仕事を辞め、果物を仕入れマーケットの露店で売ると

いう仕事を始めた。新しい仕事を始めて僅か３ヶ月で、マーケットの中

まで突き進んできた反乱軍と国軍の銃撃戦の流れ弾に当たり亡くなっ

た。エリグは悲しみに打ちひしがれた。しかし、一人では葬式も出せな

かった。エリグは自分で自分の身を守るしか方法がないと思った。まだ

この置屋のドアを叩いてから１週間も経っていない。先輩のお姉さん達

のやることを客室の隅のカーテンの陰から覗き見て憶えなくてはなら

なかった。初めは恐ろしくて涙が流れた。しかし１週間が経つとやっと

我慢して観ていることができるようになった。この日がエリグにとって

の初めての日だった。スタンガジは荒々しい性格だったが、黙ってじっ

とエリグの話を聞いた。話し終えて俯き加減に床の上を見詰めているエ

リグの肩をそっと抱き寄せた。エリグはどうしていいか分からず、夢中
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にスタンガジに齧り付いた。それからは全てスタンガジがすることを何

でも受け入れた。エリグの口数は少なかったが、スタンガジはそういう

エリグの姿が身震いするほど愛おしく感じられた。エリグは何もしなか

った。ただ、この世界で一番偉い人に抱かれていると思うと、体中に喜

びが広がった。スタンガジは今まで多くの女性と一夜を共にしてきた

が、これほど素晴らし女性を見たことがないと感じた。エリグは何も求

めなかった。ただ、スタンガジを１００パーセント受け入れただけだっ

た。その日は朝までスタンガジはエリグを抱き続けた。夜明け近くにな

って、エリグは自分が消えて亡くなるような深い恍惚感に包まれ、自分

の果たすべきことを成し遂げた喜びに涙を流した。スタンガジは支配人

にエリグを自分のためだけに雇って欲しいと申し出た。支配人は一も二

もなくそれを受け入れた。「隊長がエリグをお捨てにならない限りその

ようにいたします」と誓った。それから暫くの間、スタンガジは毎晩こ

の置屋に通った。エリグはスタンガジを心の底から愛するようになっ

た。スタンガジも妻と別れてもいいとまで思いその事をエリグに伝えた

が、エリグは今のままがいいと言った。休戦期間の最後の日、ふたりが

ベッドの中で抱き合っているとき、外で銃を乱射する音がした。スタン

ガジは飛び起きた。何者かが置屋の中になだれ込んで来るのがわかっ

た。あちこちで銃を発砲する音と、女性達の悲鳴が聞こえる。スタンガ

ジは素早く衣類を身に着けた。エリグはどうしていいか分からず衣類を

手にしたままおろおろしていた。銃は入り口のドアの横に置いてある。

スタンガジが銃を取ろうと急いでドアの方に向かったとき、そのドアが

蹴り開けられ男達がなだれ込んで来て、いきなりスタンガジに銃を向け

た。その時すかさず裸のエリグがスタンガジの前に立ちはだかった。男

が銃を発砲した。銃弾がエリグの胸を打ち抜いた。しかしエリグは倒れ

なかった。男が再び発砲した。今度はエリグの腹部を打ち抜いた。エリ

グの美しい肌が血で染まった。それでもエリグは倒れなかった。スタン

ガジは一瞬の隙を見て男に殴りかかり、銃を奪い取り、男を撃ち殺した。

外から兵士が３人入って来た。スタンガジは３人とも撃ち殺した。その

行動は目にも留まらぬほどの速さだった。３人目を撃ち殺すと、辺りは
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しーんと静まり返った。スタンガジは血で真っ赤に染まり、床の上に仰

向けに倒れているエリグのところに駆け寄った。

「ガガガガ・・・・ピーピーピー・・・・隊長、愛しています。あなた

を世界中で一番尊敬しています。国中の苦しんでいる人々を救ってくだ

さるあなた、私はほんの少しの間でもあなたと共に生きることができ

て、もうこれ以上の幸せはありません・・・・・ガガガガ・・・ピーピ

ー・・・・サー」

紛れもないエリグの姿だ。スタンガジの目から大粒の涙が溢れ出た。も

う我慢ができなかった。

「＊＊＊＊＊」（おお、エリグ、俺のエリグ、お、おれは・・・・）

「＊＊＊＊＊」（大統領、大統領、どうなさいましたか？大丈夫でしょ

うか？）

ドアの外から補佐官の叫ぶ声が聞こえた。スタンガジは思い切り息を吸

い込み、呼吸を止め、意識を現実に戻した。ハンカチを取り出し涙を拭

うと声を低めて言った。

「＊＊＊＊＊」（大丈夫だ。あと５分ほどしたら、もう一度来てくれ）

スタンガジはエリグのＤＶＤを引き出しに収め、破った手紙を拾って、

先ほどの２枚のＤＶＤを手紙と一緒に机の上に置いた。丁度５分後に補

佐官のヌグバムリがドアをノックした。大統領はヌグバムリに手紙を読

んでからＤＶＤを観るように言った。ヌグバムリは１通が破られている

ことには触れず、真剣な面持ちで手紙を読み、直ぐにＤＶＤを観た。

「＊＊＊＊＊」（大統領、これは明らかに陰謀です。下手に対応すると、

取り返しのつかないことになりかねません。残りの１通はどんな内容で

したか？）

「＊＊＊＊＊」（うん、ちょっとプライベートな内容だからな・・・・

・）

「＊＊＊＊＊」（大統領閣下、閣下の情に訴えるような内容でしたら、

ご注意ください。敵はそれが狙いですから）

「＊＊＊＊＊」（分かっている）

大統領は不機嫌そうに言った。
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ヌグバムリは３通目の手紙とＤＶＤが非常に気に掛かった。大統領にこ

とあるごとにその話をした。大統領も遂に根負けして、ポロッと言って

しまった。

「＊＊＊＊＊」（キンサシャの女だ。夜襲で死んでしまった）

ヌグンバリは即座にことの次第を飲み込んだ。大統領が革命軍の隊長だ

った頃、時間のあるときはよく一緒に置屋に通った。隊長が何時も決ま

った置屋にしか行かないことは、隊員の殆どが知るところだった。夜襲

のあった日、ヌグンバリは警備隊を統率していた。翌日からの開戦に備

えるためだった。隊長は夜半には戻ると言って出掛け、敵襲を受けて戻

って来たこともよく覚えていた。返り血を浴びたサファリ・ウエアを身

に付けた隊長が悲壮感を漂わせて帰ってきたのは明け方近くであった。

隊長は何も口にしなかった。いつもの隊長なら、襲撃を受けたら必ず即

座に報復に出る筈だが、その日は血のついた衣類を着替えることもせず

に、そのまま暫くの間自分の部屋に籠もっていた。隊長の服は前面が不

自然なほど血で汚れていて、どういうわけか袖口やズボンの裾は赤土が

こびり付いていた。革命軍の隊長としてのスタンガジ・ムルンブバナニ

クがたった一度だけ見せた、気力の萎えた異様な姿だった。翌日の戦闘

再開も午後になって漸く隊長の指揮が始動したのだった。

「＊＊＊＊＊」（大統領、このような中傷にいちいち反応していたら、

国を統治することなどできません。たとえインターネットに掲載されて

も、この国の殆どの国民が見ませんから、大した影響はありません。暫

く放っておきましょう）

それには応えずに大統領が言った。

「＊＊＊＊＊」（明日、モンガフラに行ってみようと思う）

ヌグンバリは大統領の気持ちを察した。

「＊＊＊＊＊」（明日は公の行事もありませんから、私が業務を処理し

ておきます。どなたか同行させますか？）

「＊＊＊＊＊」（うん、ムサルベだけでいい。夕方には戻る）

ムサルベは大統領の専属運転手を兼ねた執事で、大統領が唯一気を許す

ことのできる男だ。
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エリグの墓には花が飾られていた。あの晩、泣きながら山中に埋めたエ

リグの遺体は、大統領に就任するとムサルベに命じて、直ぐに掘り起こ

させ、このモンガフラにあるキリスト教の墓地に移した。エリグはキリ

スト教を信じていたわけではなかったが、こうすることでエリグの遺骨

が守られ、自分も怪しまれずに墓参できると考えたためだった。大統領

はムサルベを大統領専用車に残し、一人で墓に参った。墓は美しい花で

飾られていた。ムサルベが常に生花を供えてくれていた。大統領は墓の

前に膝を突いて瞑目した。涙が止めどなく流れてきた。

「＊＊＊＊＊」（エリグ、許してくれ。俺は間違いを犯してしまった。

大統領になって、取り巻きのことしか見えなくなってしまった。おまえ

の声を聞いた。見ていてくれ、俺は昔のスタンに戻る。必ず、このコン

ゴをおまえの望んでいたような国に作り替えてみせる）

スタンガジの目にエリグの姿が映った。しかし、それは連なる墓の中程

にある人の背丈ほどの白い石塔に映った陽の影だった。スタンガジは１

時間ほどその場を動かなかった。やがて車に戻って来ると、大統領は言

った。

「＊＊＊＊＊」（ありがとう。花がとても美しかった。エリグをいつも

慰めてくれているんだな。きっと喜んでいるだろう。ムサルベ、車を替

えて私を貧民街に連れて行ってくれないか？）

「＊＊＊＊＊」（かしこまりました。大統領閣下、ありがとうございま

す。私はその言葉をずっとお待ちしておりました）

貧民街は目を覆うばかりだった。通りを歩いている者が食事もろくにし

ていないことは、火を見るより明らかだった。屈託のない子供達の服装

も官邸のテレビで観る子供達の着ている衣服とは大きくかけ離れてい

た。

「＊＊＊＊＊」（俺は、一体何を見ていたのだ・・・・・）

大統領は官邸に引き返すことにした。現状を守ろうとする高官や官僚の

壁をどうやって乗り越えたらいいか考えた。

「＊＊＊＊＊」（そうだ、逆手に取ろう）

専用車に乗り換えると大統領はムサルベに言った。
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「＊＊＊＊＊」（ムサルベ、私の名前を使って、非公式の声明を発表し

てくれないか。大統領から聞いた話として・・・現在私は完全に軍を掌

握できていない。下手に動くとクーデターを引き起こしかねない。だか

ら、私は高官達の前ではいかにも彼らと同じ考えを持っているように振

る舞う。しかし、本当の意図は国民の生活を改善することにある事を国

民に知らせて欲しいのだ。先ず手始めに、彼らがインターネットにＤＶ

Ｄの内容を投稿するのを待ち、国民の間にその反応が出始めた瞬間を見

計らって、議員や高官達に政策転換を指示しようと思う。それと同時に、

この手紙やＤＶＤを送ってきた反政府分子にわたしの考えを理解させ、

彼らと共にこの国の改革を進めようと思うのだ。無数にいる役人達の気

持ちを一気に替えることはできない。一番厄介なのが国軍だ。ムサルベ、

何かいい考えはないか？）

「＊＊＊＊＊」（閣下、わたくしは各省が十分に機能を果たしていない

ことが、この国の状態を改善できない主な原因だと思います。先ず大統

領直属の委員会、国民生活改善諮問委員会を設置します。それから、本

当は新たに国民生活省とでもいう新しい省を設けるのが一番いいので

すが、そう簡単にはいかないでしょうから、当面、農水省の管轄下で全

国の農業振興の為の資金援助を開始します。更に企業省の管轄下に産業

振興基金母体を設置し、海外からの支援の２割をこれら２省の基金に供

します。これまでは、それらの基金は殆ど役人の手に落ちてしまいまし

たが、それを国民生活改善諮問委員会の監視下に置き、この会議が軍の

組織、国防省と連携を図る形にするのです。そして一番大切なことです

が、困窮している国民を救済するための組織を作ります。国民救済庁と

いうような名前でいいでしょう。その組織に、保健省、労働省とタイア

ップして、国民の直接の窮状を受け止める活動を行わせます。例えば最

低生活レベルの引き上げ、就活支援、起業支援、エイズ撲滅活動、伝染

病防止インフラ対策、ワクチン注射の実施などです。上からの行政では

なく、ボトムアップの対応です。国民の生の声を聞く組織にします。そ

こには海外からの資金援助の８割を投入します。時間が掛かるでしょう

が、そこから活性化をスタートさせます。それ以外の省に対しては、国
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民の生活改善を第１に考えた施策を出させます。それらの事業は役人の

管理下に置くことにし、この事業に対して、汚職、横領などが発覚した

場合は、即座に公務員の職を解き、特に酷い場合は、重い懲役刑、ある

いはもし多くの国民を困窮状態に陥れた場合は死刑に処すように法律

を変えます。一方で大統領閣下のおっしゃったように、手紙をよこした

反政府分子の活動をうまく誘導して国民の気運を高めます。いかがでし

ょうか？）

スタンガジはムサルベがこれほど真剣に国のことを考えていたことに

驚きを隠せなかった。この男を補佐官にしたいと思った。しかし、それ

は一朝一夕にできることではなかった。政府が補佐官や高官達の思惑で

動いていることを知っていた。自分があまりに彼らに依存し過ぎていた

ことを悔やんだ。

「＊＊＊＊＊」（ムサルベ、やってみよう）

官邸に戻ると、大統領はヌグバムリ補佐官に向って言った。

「暫くの間、敵方の様子を見ることにしよう」

ヌグバムリは目元に薄笑いを浮かべた。

賢は一連の物質転送処理を終えると、祐子と共に戦略の確認を行った。

次のステップは高官達の懐柔だ。ふたりはコンゴ国内の全ての拠点の責

任担当業務を確認した。ウグングが事細かく計画を記入してある。調査

の終えた高官はまだ１割程度だった。対象とされた高官達は各省庁の大

臣と事務次官、そして各州の知事と副知事だ。ウグングの手紙には現在

各地域の同志達が必死になって高官達の過去の個人情報を追っている

と書かれていた。この仕事には時間が掛かる。賢は、衛星ラジオの投下

とラジオ放送ができるようになるまでの３ヶ月間で、調査を完了させる

ことができるかどうかを祐子に確認した。

「「１ヶ月以内に、やり遂げてみせる」って言っていたわ」

祐子はウグングの言葉を引用して応えた。

「それじゃあ、３ヶ月後にはコンゴ国民が衛星ラジオ放送を聞いている

な」
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賢も祐子の意気込みに同調して応えた。

「必ずコンゴ国民の多くが意識を高揚させはじめ、この国の明るい未来

を夢見る筈だ」

具体的な計画の確認を終えると、ふたりは立ったまま抱き合った。抱き

合うと、意識は直ぐに同調し始めた。ふたりの意識空間は全宇宙に及び、

次第に宇宙そのものを自分の中に感じ始めていた。ふたりの魂は融合し

て一つになった。魂の融合は、肉体的な結合による快感を遙かに超えて

至福の状態を生み出した。ふたりは互いに心身が充実してくるのを覚え

た。アイリーンがドアをノックする音で、ふたりは意識を部屋に戻した。

アイリーンはスバハを抱いて立っていた。スバハは目を覚ましていた

が、おっぱいをもらったらしく機嫌が良かった。賢は祐子とアイリーン

にもう一度様々な場面での物質転送機の使い方を解説してから、日本に

戻ることにした。ふと康子のことが脳裏を掠めた。

「８時間か、いくら何でも、もう会社に戻っているだろうな」

そう呟くと、賢は一気に羽田空港の電話ボックスの脇にテレポーテーシ

ョンした。幸い付近には人影が無かった。もう夕方になっている。賢は

直ぐに数馬に携帯電話をかけた。数馬は既に諏訪の視察を終え、関係者

からの報告を受けている最中だった。

「数馬、済まなかった。意外に時間が掛かってしまった。これからそっ

ちに向かおうと思うが・・・・」

「賢、無理しなくてもいいぞ。俺はこれから東京に戻ろうと思う。おま

えと会えなかったのは残念だが、悪いが明日は一人で視察してくれる

か？・・・そうだ、雪坂はどうした？」

「おまえの指示でここに来させたのか？」

「いや、彼女が是非行きたいというのでそうさせたのだが、社にも戻っ

ていないようだし・・・・おまえと一緒じゃなかったのか？」

「朝出迎えてくれたが、少しして別れてからはどうなったか分からない」

「そうか、兎に角、行き違いになるが、おまえの目で進捗を確認してく

れ。俺が見る限り、順調にいっているように見えるが・・・・」

「ありがとう。じゃぁ、そうさせてもらうよ」
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賢は一応確認しようと思い、カフェに行って中を覗いてみた。果たして

康子はまだ元の席に座っていた。テーブルにはカフェラテのカップが置

いてある。朝のサイズと違いビッグサイズになっている。

「康子、おまえ、まだ待っていてくれたのか？」

康子は精一杯の笑顔を作って応えた。

「わたしは、あなたのことを待つしかないの。そう決めたのだから」

「昼飯は食べたのか？」

康子は首を横に振った。

「コーヒーばかりじゃ、身体に悪いぞ」

「夕ご飯を一緒に食べて頂けますか？」

「そうしよう。その後で俺は、諏訪に向かうつもりなんだ」

「わたしもご一緒していいですか？」

「社長には連絡したのか？君から連絡が無いって言っていたぞ」

「これから連絡します。明日はあなたに同行させて頂くことも・・・・

そうしてもいいですか？」

「うん、俺は構わないが、先ず社長の許可を得てからな」

カフェを出ると康子は直ぐに数馬に連絡を入れた。それからの康子はあ

らゆる縛りから完全に解放されたかの様だった。ふたりは５時４５分発

のバスで一旦新横浜駅に出た。バスを降りると康子はいつの間にか賢の

左手にしっかり自分の右手を組んで賢に身体を擦り寄せるようにして

歩き始めた。ふたりは下諏訪までの切符を買ってしまうと、駅弁の店を

覗いて歩き、康子の気に入った｢浜グルメ｣という名前の駅弁を買った。

横浜線に乗ると空席が無かった。途中停車駅で１席空いても康子は座ろ

うとしなかった。長津田で２席分空いたとき康子は賢を促して一緒に座

った。八王子には７時半近くに着いた。乗り換えに時間がなかったので、

ふたりは走った。賢は康子の手を引いて走った。康子はハイヒールを履

いていたので、走りにくそうだった。賢は康子を気遣って、何度も振り

返った。康子は賢のそんな行為が嬉しくて胸が躍った。ふたりは午後７

時３５分発の梓１８号に飛び乗った。下諏訪まで２時間ほど掛かる。康

子ははじめて賢の優しさを独り占めにできると思った。走ったことで心
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臓は激しく脈打っていたが、電車が走り始めて呼吸が楽になってきても

胸の鼓動は収まらない。喜びに胸がときめいていた。電車が走り始める

と、ふたりは弁当と茶を取り出した。

「わたし、こんな風に旅できたらいいな」

「いつだってできるよ。意識の問題さ。俺の中にはいつも君が居るよ」

「私だけじゃないでしょう？大勢の女性が居るんでしょう？」

「世界中があるって言った方がいいね。女も、男も、そして、何より大

自然がある。それは君だって同じことだよ」

エビのムニエルを少し口にすると、上目遣いに賢を見詰めて康子は言っ

た。

「わたしね・・・もしあなたが戻って来てくれなかったら、死のうと思

っていたの。でも、あなたは戻って来てくれた。必ず戻って来てくれる

って信じていたわ」

「康子、もっと心を解放させて自由になった方がいいよ」

「ううん、解放なんてしない。あなたのことだけしか考えられないんだ

もの」

賢は返す言葉がなかった。暫く駅弁に集中してから、箸を休めて言った。

「ホテルだけど、駅で見つけられるかな？夜だからな」

「大丈夫よ。わたし、予約してありますから」

「えっ？だって、俺がいつ戻るかだって分からないのに、どうして？」

「さっきも言ったけど、わたし決めていたんです。あなたに附いて諏訪

まで行くこと。湖の畔にあるようです。ホテルの人、夜は湖面に写った

光の影がとっても綺麗だって言っていました。湖に面したお部屋をとっ

ておいてくれるって。お風呂からも湖が見えるんですって」

諏訪はしんしんと冷え込んでいて、雪がちらついていた。ふたりがホテ

ルに着いたのは１０時半を回った頃だった。ホテルはあまり立派な建て

付けではなかった。フロントにも人影が無く、呼び鈴で呼び出して漸く

受付係が姿を現した。康子が予約してあると言うと、受付は康子にキー

を渡してよこした。

「朝食付きで伺っておりますが、よろしいですか？」
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「ええ、結構です」

「お部屋は５階です。お風呂はいつでもお入りになれます。１２時まで

は、奥様が大風呂、旦那様が岩風呂になっております。翌朝は男女が入

れ替えになります」

部屋は１部屋しか予約されていなかった。賢はもう一部屋確保できない

か聞いた。空き部屋は十分にあるようだった。康子は真剣な眼差しで賢

の方をじっと見詰めている。受付係は直ぐにもう一つの鍵を賢に渡して

よこした。康子は唇を噛みしめていたが、賢が鍵を受け取ると直ぐに賢

の左手に自分の右腕を絡めた。ふたりはエレベータで５階まで上がっ

た。康子は部屋の前まで賢の腕を放さなかった。先ず康子の部屋があっ

た。

「じゃぁ、明日の朝・・・・」

「お風呂の後で、お部屋に伺ってもいいですか？」

「もう遅いじゃないか、それに・・・・・」

「やっとふたりだけに・・・・」

「う、うん、分かった。じゃぁ後で」

康子が部屋の中に入るのを待ってから、賢は自分の部屋に向かった。賢

の部屋は隣だった。部屋に入ると、穏やかなぬくもりが身体を包み込ん

だ。二つのベッドが狭い部屋一杯に置かれている。賢は窓のカーテンを

開けた。暗闇で湖面は殆ど見えない。遠方の灯りが微かに瞬いている。
またた

賢は浴衣に着替えてから浴室に向かった。岩風呂の湯船はそれほど大き

くなかった。岩の上の立て札に源泉と書いてある。掛け流しの湯が湯気

を立てて流れ落ちていた。康子の意識が絡み付いているように感じる。

賢は何時ものように逆のプロセスでこの日の省察を行った。朝にまで遡

ると、やはり康子の心が解放されていないことがはっきりと分かった。

康子の一途な愛は情に凌駕されている。賢は康子が自分の愛で満たされ

ていないことに気付いた。これまで康子に強く意識を向けることは殆ど

なかった。今日は康子に愛の意念を集中しようと思った。康子の閉じた

心を解放させてやりたかった。賢は湯船の中で瞑想状態に入った。康子

の姿が現前した。康子は髪を洗っている。白い美しい肌がまぶしい。康
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子の鼻歌が聞こえてくる。まるで電子音のような響きだ。最近流行して

いる、長い青い髪をしたバーチャルドールの歌のようだ。

「わたしが生まれたのは、日差しの強い夏の日。焼けるような太陽の光

がわたしに当たって、まぶしくて目が開いていられない。わたしは手か

ら生まれた。お父さんの温かい手、わたしが生まれたとき、お父さんは

わたしを見詰めて言った。おまえには永遠の命があるんだよ。わたしは

生まれたときから大人だった。友達は赤ちゃんから大きくなったのに、

わたしは生まれたときから大人だった。お母さんを知らない。お父さん

が言った。おまえはみんなに愛される。おまえはみんなを愛せる。おま

えは壊れない、心も、身体も永遠に。おまえには大勢の愛する人ができ

る。だけど、わたしはひとりぼっち。お父さんはわたしを作った。大人

のわたしを作った。わたしはお母さんを知らない。わたしはたった一人

の人を愛して、その人と生きてゆきたい。わたしの命は永遠でなくても

かまわない。わたしを愛する人と一緒に、この人生を生きることができ

れば、わたしは永遠の命も要らない」

康子の声は金属音のように響いていた。賢は上手いものだと思った。康

子はバーチャルドールの歌を唄い終わると、髪を濯いで湯船に浸かっ

た。康子の瞳がこっちを向いている。康子と視線が合った。康子は自分

を見詰めている。康子の心の目だ。

賢が身体を拭い、浴衣を着て脱衣所から出ると、康子が外で待っていた。

「康子、どうして、俺が後から出てくるのが分かったんだ？」

「なぜかしら、当ててください」

「まさか、俺のことが透視できるわけじゃ・・・・」

「できるわよ、あなたの身体は筋肉もりもり・・・・・というのは冗談

よ。だって、あなたが、わたしに待っているように言ったでしょう？一

緒に部屋に戻ろうって」

「言ったかな？」

康子は賢の左手を握った。康子の洗い髪の匂いが賢の鼻をくすぐった。

康子は無口になった。康子の吐く息の音が賢にはよく分かる。誰も居な

い廊下を歩き、エレベータに乗り、部屋に向かった。ふたりは康子の部
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屋の前を素通りして、賢の部屋に入った。

賢は部屋の鍵を掛けるとじっと立っている康子を抱き寄せた。康子は目

を瞑り、賢の背に手を回した。ふたりはその場で暫くの間抱き合ってい

た。

「康子、僕は君のことを心から愛しているよ」

部屋の暖かさがふたりを包み込んでいる。

「わたしはこのひとときをずっと待っていました。とっても幸せです。

もう、死んでもあなたから離れません」

賢は康子の思考が消えるまで抱き締めていようと思った。そして、そう

考えている自分自身も思考に縛られていることを自覚した。康子の身体

は汗ばんできた。賢はベッドに康子を横たえ、自分も添え寝するように

寄り添った。ふたりは一言も言葉を発さなかった。賢は康子を抱き締め、

可能な限りの愛を注いだ。康子の顔を見詰め続けた。康子は賢に見詰め

られているうちに、賢の瞳に自分が映っていることに気付いた。康子は

賢にしがみついた。今この世に賢しか存在しなくなっていた。

「康子、俺たちの意識は一つになるよ。俺と一つになっていることを意

識しろよ、いいな」

その言葉に突き動かされるように康子の意識が遠くなっていった。康子

には愛する賢に抱かれている自分が見えた。宇宙空間に漂う賢と自分の

姿が見えた。次第にふたりの姿が溶けていって、一つの大きな球に変わ

った。球が白く輝いている。球は宇宙空間に浮いていた。自分がその球

だということが分かる。次第に思考が消え、自分の中に賢が居て、自分

も賢の中に居るという意識だけが残っている。妙な感覚だった。宇宙空

間は無限に広く、そこは暗闇ではなく、明るい世界だった。今まで感じ

たこのとのない、捉えることの出来ないほど大きな愛に包まれている自

分を感じた。脈動する至福の感覚が全身を覆っている。このまま永遠に

消えてしまいたいと思った。その瞬間、意識がベッドの上の自分の身体

に戻った。康子はあまりの恍惚感に涙が流れた。涙は止まることを知ら

ない。

「康子、大丈夫か？」
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康子は首を横に振って、賢にかじりついた。

「このままでいて。ずっとこのままでいてください」

朝、康子はもう自分が自分でないと感じていた。自分の胸の中に賢の存

在を感じていた。賢は康子の額にそっと口づけしてベッドを降りた。

朝食はロビー横のレストランでふたり向き合って摂った。康子にはまだ

昨夜の余韻が残っていた。康子は喜びに満ちた心が身体全体に広がり、

賢の側にいるだけで他には何も欲しくなかった。賢に視線を向けると、

あまりのまぶしさに目を開けていられなかった。

チェックアウトを済ませ、ホテルのエントランスを出たとき、ふたりは

１０人ばかりの警察官に取り囲まれた。パトカーが５台ほど停まってい

る。

「内観賢だな、おまえに逮捕状が出ている」

年配の警察官が賢に向かって１枚の紙切れを見せながら言った。康子の

顔色がみるみる蒼白になった。

「ち、違うんです。彼は違います」

「いや、全て調査済みだ。言いたいことがあれば署で聞こう」

警察官は賢の両手に手錠を掛け、小突くように賢をせき立てて、一番近

くに停めてあるパトカーに連行した。賢は抵抗しなかった。

「止めてください、違うんです。彼は違います」

泣き叫ぶ康子を残して、パトカーがサイレンを鳴らしながら立ち去っ

た。ホテルの前には沢山の人だかりが出来ていた。康子は泣き叫んでい

る。

「だれか、彼を助けてください。あの優しい、内観賢さんを助けてくだ

さい。みんな、知っているでしょう。あの優しい賢さんが悪いことをす

るわけがありません。助けてください。えーんえーん」

泣きわめく康子を一人残して野次馬はあっという間にその場を立ち去

ってしまった。

「えーん、えーん、だれか賢さんを助けて・・・」

賢は諏訪警察署の２階にある取調室に連行された。狭い部屋だった。中
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央に机が置いてあり、その周囲に４つの椅子、部屋の角にサイドデスク

と１つの椅子が置かれている。サイドデスクの上にはラップトップパソ

コンとインクジェットプリンタが載せられていた。賢は手錠を外され、

中央の机の前の椅子に掛けるように言われた。腰を降ろすと、先ほどの

年長の警察官と２人の若い警察官、それに女性の警察官が入って来て、

年長の警察官が賢と向かい合って座り、若い警察官がそれぞれ賢のはす

向かいに座った。女性の警察官はサイドデスクの前の椅子に座りパソコ

ンを開いた。年配の警察官が言った。

「まず、身元を確認する。おまえは内観賢に違いないな？」

「はい、内観賢です。一体、罪状は何ですか？」

「身に覚えが無いと言うのか？」

賢は黙っていた。警察官は先ほど逮捕されるときに見せた逮捕状を広げ

て読み上げるように淡々と話した。女性の警察官がキーボードを打ち始

めた。

「殺人未遂罪、銃刀法違反罪、器物損壊罪、猥褻罪、婦女暴行罪、誘拐
わいせつ

罪、全部で６つの罪だ。おまえが人命救助などの慈善行為を行っている

事はよく分かっている。しかし、それが偽善的な行為である事が暴露さ

れたわけだ。自分で分かっていると思うが、詳しい説明が必要か？」

「よく分かりませんので、ご説明頂けますか？」

「いいだろう。まず、殺人未遂罪だが、おまえはインドのコルカタのビ

ルに爆弾を仕掛けることを指示しただろう。それはあのビルのオーナ

ー、ハーレムの主を殺そうとしたことを狙った行為だという証言をして

いる者がいる。幸い死者は無かったが、多くの人たちに多大な損害を与

えた。何か質問はあるか？」

「いいえ」

「この件について、罪状を認めるか？」

「いいえ」

「分かった。次は銃刀法違反罪だ。インドの爆破の後で、徒党を組んだ

無頼漢が爆破場所の襲撃を行ったが、それもおまえの指示だろう。その

上、奴らに銃や刃物を供与しただろう。あるいは間接的に奴らに武器が
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供与されたのかも知れないが。この件に質問はあるか？」

「いいえ」

「武器供与の罪は認めるか？」

「いいえ」

「まあ、その事は調べれば分かることだ。次は器物損壊罪だ。これはそ

のものずばり、爆発によるビルの破壊だ。この件について質問はある

か？」

「いいえ」

「それでは、このことについては認めるか？」

「・・・・・・」

「黙秘か、まあ、いいだろう。ここからは別件になる。猥褻罪と婦女暴
わいせつ

行罪だおまえは生島麻子と関係を持っただろう。おまえが麻子の元夫、

中川恭一の留守の間に中川の家に上がり込み、妻の麻子に対して猥褻行

為を行い、麻子を手込めにしたと中川恭一が供述している。中川恭一は

自分が麻子を殺すことになったのは、おまえが麻子をつけ回し、麻子と

関係を持ち続けたことに対して、ついカッとなったためだと供述した。

どうだ、間違いないだろう」

「・・・・・」

「おまえは麻子以外にも、複数の女性と関係を持っていて、同じ時期に

別の女性を手込めにしていたという報告もある」

「・・・・・」

「どうだ、ずばりだろう。まあ、黙秘することも自由だが、その事で不

利になることもあることを承知しておくことだ・・・・それから、もっ

と重い罪がある。誘拐罪だ。おまえは以前勤務していた東領製作所の社

長令嬢をたぶらかし、彼女を海外に連れ出し、そのまま日本に戻れなく

してしまった。東領製作所の社長から、お前の行為はご令嬢の誘拐行為

に当たるとの訴えがあった。警察もその確証を得るべく追跡調査を行っ

て、彼女がアフリカのナイロビで消えてしまったところまで追跡した

が、その後の足跡は確認できなかった。お前がどこかに幽閉しているか、

または売り飛ばしたのではないかとの嫌疑が掛かっている。詳細につい



65

ては今後の調査に委ねられる。この件については異議もあるだろうが、

今はこれらの件について詳細な調書をとることはしない。順次調べさせ

てもらう」

「・・・・・・」

賢はただ黙って聞いていた。年配の刑事が言った。

「どうだ、これだけの罪状を同時に突きつけられる犯罪者もそうざらに

はいない。反論の余地は無いだろう」

賢はただ一言言った。

「全く違います」

女性の警察官がプリンターで２枚の用紙を印刷した。それを年長の警察

官に渡すと、年長の警察官がそれを読み上げた。それはこれまで述べら

れてきた罪状について、賢の受け答えがまとめられた内容だった。警察

官は賢にペンを渡し、内容に相違が無ければサインをするように言っ

た。賢が全てを否認したと書かれている。賢はサインを受け入れなかっ

た。

年配の警察官がいきり立って、怒鳴ったりすかしたりしたが、賢にはそ

れらの声がカラスの鳴き声ほどにしか聞こえなかった。午前中の取り調

べはそこまでだった。

「最後に独禁法違反罪だが、これはここの管轄じゃないので、後で公正

取引委員会の方から説明してもらう」

一旦警察官が退室すると３人の若い背広姿の男達が部屋に入って来た。

賢はそれらの男達が警察官ではないことが直ぐに分かった。男達が椅子

に座ると、賢と向き合って座った男が言った。

「我々は公正取引委員会の者です。あなたの会社が独禁法に違反してい

るという申告があったので連絡手続きに来ました。本来刑事・民事事件

とは切り離さなくてはならないのですが、あなたが逮捕される状態にあ

る事を知って、急遽こちらの警察に来署しました。今回の措置は異例の

措置です」

公正取引委員会の若い男達は、申告のあったことを伝達するために来署

したのだった。賢が留置所に勾留されては審査が行えなくなる危険性が
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あるための緊急処置なのだ。若い男は言った。

「内観さんの会社内観システムズはオーラ・ビジョン・システムという

製品と物質転送機という製品を販売していますが、会社のカスタマー・

サポート部門が、自社製品に類似した他社製品を閉め出すような、追跡

行為を行っているとの訴えがありました。あなたの会社は販売先の顧客

の動きを追跡し、他社が類似の製品を販売しようとしたときに、それを

阻止しようとして、開発行為を妨害しているという内容です。それと、

製造部門は部品納入業者に対して、他の製品にも使用できると思われる

部品を他社に供給しないという誓約書を取り付けているという訴えも

あります。公正取引委員会としては未だに他社の類似製品の販売がない

ことを不審に思い、調査を開始していましたが、審判手続きに移れるだ

けの証拠が揃いつつあります。実際あなたの会社の製品は、他社が何処

も製造できないため市場占有率１００パーセントです。まだ申告があっ

た段階なので、委員会が審査請求をするかどうかははっきりしません。

違反していた場合、排除勧告か課徴金処置が行われます。最悪の場合、

課徴金請求と製造・販売の差し止めが同時に行われる可能性もありま

す。これらの訴えに異論があれば異議申し立てを行ってください」

賢は頷いた。男達はそれだけ言うと席を立ち、部屋を出て行った。少し

して、先ほどの若い警察官がビニール袋に入った弁当を持参した。賢の

前に唐揚げと漬け物、かまぼこの入った弁当とペットボトルの茶が出さ

れた。あまり食欲が無かったが、警察官が執拗に勧めるので賢は仕方な

く指示に従った。弁当を食べ終わるまで一人の警察官が同席していた。

昼食後は別室に移動するようだった。若い警察官に連行されて取調室を

出たとき、賢は階下で泣きわめいている康子の声を耳にしたような気が

した。賢は警察署の入り口付近を透視した。受付の前で康子が発狂した

かのように暴れ、婦人警官に取り押さえられているようだ。もがきなが

ら大声でわめき、泣き叫んでいる。賢は康子に向けて愛の念を送り、意

識を鎮めるように働き掛けた。少しして、康子の声は聞こえなくなった。

賢は別室に連行された。身体検査を強要され、先ず、ブリーフ一枚にさ

せられてから、身長と体重を測定され、身体の隅々までチェックされた。
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賢の身体には各所に大きな手術の傷跡がある。検査を担当した若い警察

官は、賢の傷が気になるようで、できるだけ傷口に触れないように神経

を使っているようだった。

「沢山の傷があるようだが、手術の跡だな。札幌署からお前が最近事故

に遭ったということは聞いている。酷く痛む箇所はあるか？具合の悪い

箇所は？」

「いいえ」

一通りの身体検査を終えると、正面・側面・斜面の３方向から写真撮影

され、続いて指紋採取が行われた。指先をフラットベッドスキャナの読

み取り面のような部分に載せるだけで自動的に両手の全指と掌の紋が

採取された。これで賢の肉体的な特徴が警察のデータベースに登録され

た。賢は「試行サイトで行っているｉｄ情報の取得みたいだ。試行サイ

トでも、最初の段階でこれらのデータを採取した方が良いかも知れな

い。そうだ、できるだけ早く試行サイトの進捗状況を確認しよう」と思

った。身体検査を終えると賢は再び若い警察官に連れられて取調室に戻

った。取調室では所持品の確認が行われた。逮捕されたとき賢が持参し

ていた出張用の鞄が運ばれてきて、中を開けられ、ノートやペンなど１

点１点確認されながら書類に記載された。ベルトやネクタイ、靴紐など

紐の類いは全て外され、靴はそこでサンダルに履き替えさせられた。サ

ンダルの上には３９７という数字の番号の書いてある粘着テープが貼

り付けられている。賢はこれがここでの自分のＩＤナンバーなのだと思

った。留置所も合理的にできていると思った。所持品の確認が終わると、

少しして、別の警察官が長い青い紐を持って部屋に入って来た。その警

察官は賢に手錠を掛け、腰に紐を巻き付け、それを両手の手錠の間の鎖

に括り付けた。紐を持って来た警察官はその紐を引いて賢を取調室から

廊下に引き出した。手首の手錠がずっしりと重く感じられる。廊下の突

き当たりに頑丈そうな鉄格子の扉が見える。警察官は鉄格子の扉の前ま

で腰紐を握って賢を引いてゆくと、横にあるインターホンを押した。

中から留置担当と思われる男が出てきた。鉄格子の扉がギーッと音を立

てて開けられた。警察官は留置担当に青い腰紐の端を渡しながら、機械
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仕掛けの人形のように言った。

「男３９７番を１名渡します」

「男３９７番を受け取りました」

留置担当はまるで牛や豚を受け取る屠殺場の処理係のように腰紐を受

け取ると、鉄格子の扉を再びギーッと音を立てて閉めた。冷たく、感情

の無いやりとりだ。賢は青い腰紐を引いて留置所の中に入れられた。通

路の両側に鉄格子の部屋が連なっている。照明はあっても、暗く、冷た

い世界だ。

「男が１名通ります」

監視の大声が留置所の通路に響く。賢はふと、梓の父親が話してくれた

養豚の出荷をするときの話を思い出した。

「豚は自分が屠殺場に連れて行かれることを本能的に知っているんだ。

それまで可愛がってきた豚に別れの言葉を掛け、飼育所から引っ張って

来るとき、豚は悲しそうな目で儂の顔を見詰める。トラックの荷台に豚

を乗せるとき豚は、動こうとしない。無理矢理尻を押すと、ヴィーヴィ

ーヴィーと悲しそうな声で泣き、涙を流す。その時以来、儂は豚が食え

なくなってしまった。とんかつなどを目にすると、涙が流れてきて、箸

を持つ気にもなれない。「俺はなんて残酷なんだろう！」って思うんだ。

この可愛い豚を殺してまで、本当に俺に生きている価値があるのだろう

かと思ってしまう」

「ここの者達は養豚を営む者でも持っている僅かばかりの感傷の心すら

持っていない。青い腰紐を引いて渡した容疑者は死刑に処せられるかも

知れないというのに。これからは人間としての扱いを受けなくなるのだ

ろう」

賢はそう思った。

賢が逮捕されたことは、落ち着きを取り戻した康子から直ぐに数馬に伝

えられ、数馬から急いで梓に伝えられた。由仁の家は、既に公正取引委

員会の立ち入り調査を受けていた。委員会の人間が証拠資料と言ってい

ろいろなものを持ち去ったばかりだった。梓は慌てなかった。直ぐに賢
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に連絡を入れようとしたが、賢の所在が分からずに途方に暮れていたの

で、数馬からの連絡を受け、賢が何処に居るのかがはっきり分かったこ

とで安心したことも事実だ。数馬に保釈金を積んで直ぐに賢を自由の身

にするように依頼した。梓は「どうせ、間違いに決まっている」と勝手

に決め込んでいた。梓は原と愛子に賢が逮捕されたことを伝えた。原は

覚悟を決めていたかのように落ち着いていた。愛子は電話口で、おろお

ろして涙を流している様子がはっきり分かった。直ぐに学校を早退する

と言った。数馬は経理部長に直接金の工面を指示し、保釈について顧問

弁護士に相談した。弁護士はとりあえず賢の意志を確かめる必要がある

と言った。先ず弁護士が長野県警に赴いて事情を聞くことになった。賢

のこれまでの慈善行為が考慮されたことと、賢がまだ自動車事故から回

復したばかりの身体であること、そして、全ての訴状について、確定的

な物証が無いと言う理由で、身内の接見は認められた。梓は直ぐに面会

したいと弁護士に相談したが、それを聞いた数馬から電話が掛かり、出

産が近いから飛行機に乗ることは控えた方が良いと言われ、梓は一時ジ

レンマに陥ってしまった。それでも梓はどうしても賢に会わなくてはい

られなかった。原のサジェスチョンで梓は航空会社に相談した。航空会

社のＶＩＰサービス係は柔らかい口調で言った。

「何時もご利用戴きまして、ありがとうございます。ファーストクラス

をご利用頂ければ、安全にお連れ致します。お体のご負担にならないよ

う、振動を最小限に抑えるようなクッションもご用意させて頂きます」

梓は、１１時の便で原と共に東京に直行することにした。帰宅途中の愛

子から、自分も一緒に行きたいと電話が入ったが、留守の間の電話対応

が必要なので家に残るように告げ、ふたりは直ぐに空港に向かった。

「田辺さん、これは罠ですよ。誰が仕組んだかはおおよそ想像できます

けど、今は下手に動かない方がいいと思います。相手がどんなトリック

を仕掛けてくるか分かりませんからね。祐子さんの救助の為の行為を除

いて罪になることは何もありませんから、確定的な証拠がある筈はあり

ません。検察は焦っていると思います。逆にこちらが確実に反証できる

物的証拠を提示するのが最良の策だと思います」
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梓も同意見だった。弁護士による賢の過去の善行の説明が考慮され、弁

護士が同行することを条件に、内縁の妻である梓の接見も許された。数

馬と原は接見が許されず、受付横の待合室で待つことになった。梓は賢

の姿を見ると涙ぐんだ。出がけに賢の寝室のチェストから、賢が寒くな

いようにとマフラー、手袋、セーター、厚手の靴下などできるだけ沢山

の衣類を取り出してバッグに詰め込んだ。空港ではウナギの弁当を買っ

て持参してきた。賢は梓に向かって会釈し、弁護士に頭を下げた。

「梓、来てくれたのか。ありがとう。赤ちゃんは大丈夫か？」

梓はハンカチで涙を拭いながら言った。

「ファーストクラスで来たから大丈夫よ。保釈金は７億円だそうよ。樋

口社長が今用意しているわ。でも、あなたはどうしてこれほど苦しめら

れなくてはならないのでしょう。一体、どうしてこんなことになったの

かしら？」

「俺自身はそんなに、苦しくないよ。だからみんなにもあまり気をもま

ないように言ってくれ。君たちが俺のために苦しむのがかえって辛い。

今のこの世界では、俺の生き方がそのまま受け入れられないことは十分

承知しているよ。それから保釈などは考えなくていいぞ。そんな金があ

ったら、その分困窮者救済に廻してくれよ。それより、できるだけ諏訪

のプロジェクトの推進に影響が出ないようにしてくれ。俺のことに時間

を割くと、それだけ全体の進捗が悪くなる。自分自身のことは自分の意

志でどうにでもなる。いま、もっと大切なことはＯＶＳとＭＴＳが独禁

法に違反していないことを立証することだ。あれが活動源だからな。原

さんと相談して具体的な立証方法を考えてくれないか？」

「分かりました。でも、あなた、この混迷の世界を救い、生きる希望を

与えてくれる世界に変えようとしているあなたが、投獄されるなんてこ

とは絶対あってはならないことです。敵はあなたを陥れようとしている

のです。ここで悪の力に負けてはいけないと思います。ギータにもある

ように正義の為に敢然と戦うべきだと思います」

「はっはっは・・・、ギータか。あれは相手がアルジュナだったからク

リシュナが勇気を持つように諭しただけのことだ。正義とか悪とかとい
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う２極分離した考えが、センタリングを難しくするんだ。激しく対抗す

るのではなくて、抱き参らせることの方がよほど重要だ。少し時間は掛

かるかも知れないがな。梓、君には苦労を掛けるけど、このまま経過を

観察していて欲しい。一応弁護士さんと相談して、この社会のルールに

従って対処してくれ」

賢は弁護士の方を伺った。弁護士は頷いた。

「そうですね。我々もそれが常套手段だと思います」

梓も賢の意志を尊重して、一応頷いて見せたが、何とかして賢が不起訴

で無罪釈放されるようにするしかないと思った。その事を弁護士に話す

と、弁護士も梓の意見に賛成した。

「起訴される前に、確たる証拠を持って反証さえできれば釈放されるで

しょう」

賢との接見を終えると、梓は受付横の待合所で待機している数馬と原の

ところに向かった。

「樋口社長、内観社長は保釈の必要は無いと言っています。それより、

できるだけ早く社の製品が独禁法違反に該当しないことを証明するこ

とが重要だと。わたしは内観社長が全て冤罪だということを証明するた

めに全力で証拠を探します」

これまで無口でいた原が言った。

「僕が独禁法の方は処理します」

梓は閃いたように目を見張って言った。

「そう、それがいいわ。よく分かっている人が、手分けして証拠を提出

すれば・・・わたし、猥褻と婦女暴行の冤罪証明を担当するわ」

数馬が言った。

「残るは殺人未遂罪、銃刀法違反罪、器物損壊罪、それと誘拐罪だな。

これは相手がインドだからそう簡単にはいかない。おれはこの事件につ

いてさっき聞いたばかりから、詳細が分からないし・・・・」

「誘拐罪は分かるでしょう。亜希子さんを誘拐したという事実が無いこ

とを証明すればいいと思います」

「よし、誘拐罪は俺が対応しよう。あとは弁護士さんの指導を戴いて全



72

員で証拠集めをすることにしたらどうだろうか？」

顧問弁護士は協力者達の力強い言葉に勇気付けられた。

次の日にアメリカから賢の両親が駆けつけ賢に接見した。母は涙を流し

た。父は泰然としていた。

「＊＊＊＊＊」（ママ、心配掛けてごめん。だけど、僕は大丈夫だから。

弁護士さんもいるし、仲間も無実の証拠を提出してくれるって言ってい

るから心配は要らないよ）

母は目に一杯涙を溜めていて、言葉が出なかった。

「賢、俺たちは親だぞ。心配しない訳がないだろう。一体どうしてこん

なことになったのだ。まだあの大怪我が治り切っていないだろうに」

「僕の心が安定していなかったからだと思うよ、ダディ。でも、本当に

心配しないで、何とか解決するから」

両親は翌日も面会に来たが、弁護士から、検察が起訴にまでもって行く

のは難しいだろうという説明を受けて、様子を見ようということにな

り、病院の業務のために一旦帰国した。

賢は留置されることで自分だけの時間が確保できたことをむしろ歓迎

していた。

留置所に収監されると、朝夕の掃除や、取り調べの時以外は自由時間だ

った。賢は透視を使って祐子達の挑戦がどのように展開しているかを注

視し、同時に諏訪のプロジェクトの進捗状況も常に把握するように努め

た。テレビや新聞でのニュースの報道があったためか、賢の無罪を信じ、

釈放を要求するデモ隊が編成された。主催者は新世界秩序敷衍同盟と名

乗る新宗教組織の総裁漆畑篤という男で、これまでに何度も由仁の家を

訪問したことのある男だった。賢に会長か、それがだめならせめて顧問

になって欲しいと要請していたが、賢はその都度丁重に断ってきた。漆

畑は賢の超能力に惹かれているようだった。組織を立ち上げると、次第

にカリスマ性を発揮してきて、見る見る間に５０万人を越える会員を集

めてしまった。勧誘するときは、先ず自分がまるで慈善的な心に満ち溢

れているかのような姿勢を見せ、さも賢の超能力が自分にも備わってい

るかのような誇張した説明を行った。会員になった者達はもともと賢を
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崇敬していたので、その教えを身に付けたとする漆畑の言動に惹き付け

られて入会していた。その漆畑が１万人の会員を動員し、更にインター

ネットを通じて一般大衆に対して賢の行ってきた慈悲の行為をアピー

ルし、検察の不当性を訴えて、デモへの参加を募ったため、諏訪大社上

社本営駐車場前からスタートしたデモ隊の人数は５万人にも達してい

た。デモ隊はただプラカードを手にして歩くだけで、シュプレヒコール

も街頭演説もしなかった。デモ行進は事前に申告されていたので、警察

もそれを無視することができなかった。沢山の警察官がデモ隊を警護し

た。その整然としたデモ行進は各テレビ局に取り上げられた。賢が罪状

を否認していたため検察の焦りは益々強くなった。

一番はじめに解消したのは独禁法違反だった。原の作成した異議申し立

ての論駁書は一滴の水も漏れることのないほど、理路整然としていて、

公正取引委員会も脱帽したほどだった。原は検察の示していた証拠の出

所を直接訪問し、部下を使ってその論拠となっている全ての販売先に内

観システムズからの直接フォローと情報隠蔽強要の事実が無いことを

書面をもって承認してもらった。そして、内観システムズに納品してい

る全部品メーカー、部品納入業者には他社への販売を規制した事実の無

いことを証明してもらった。その上で、ＷＥＢ上で、ＯＶＳとＭＴＳに

ついて基本概念と、ハードウエア構成、ソフトウエアのジェネラルフロ

ーを公開した。ただ、核心部分は絶対秘匿性を保つ必要があったため企

業秘密部分として、ブラックボックス化した。この程度の秘匿部分はど

の企業の製品にもある筈である。原の指導による迅速な処置が効いて、

公正取引委員会に論駁書を提出すると、委員会は賢の独禁法違反の審判

請求を取り下げた。

梓は愛子と相談して、賢の猥褻、婦女暴行罪が冤罪である事を証明した。

中川の陳述が誤りである事を愛子が立証した。それは簡単だった。賢と

麻子が共にいるところを中川は一度も目撃しておらず、それが想像に元

づく陳述だと謂うことを愛子が立証したためだった。中川が目撃したと

言った時間帯には愛子が麻子とふたりきりで過ごしていた。逆に愛子は

賢と麻子が仲睦まじくしていた事実を何度も目にしていたので、その様
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子をかなり詳細にわたって説明することと、テレビの生出演で麻子が話

した賢への愛の言葉が決定的な証拠となり、反証の信憑性が一層高くな

った。梓は検察側が何処で手に入れたのか、検挙の決め手になったとす

る、「賢が麻子の手を引っ張るようにして歩いている写真」は、猥褻行

為や婦女暴行行為を立証するにはあまりにも不十分だと論駁した。もう

一つの大きな勝利要因は、ある女性が賢に猥褻行為を強要されたことを

理由に行った告訴が、その女性自身によって取り下げられことであっ

た。その女性が「取り下げの理由は、告訴が賢に対する嫉妬心からの行

為だった為で、自分の卑劣な行為を反省したため」と言ったことが警察

から弁護士に説明された。その女性は匿名扱いになっていたが、賢が逮

捕された翌日、その女性から警察に連絡が入ったとのことだった。これ

らの証拠資料と論駁書により、検察による猥褻罪と婦女暴行罪の起訴は

取りやめになった。

数馬の担当した藤代亜希子の誘拐が事実無根である事を証明すること

は至難の業だった。この告訴が直接ではないにしろ、藤代夫妻の意志で

行われたことは明らかだった。藤代肇は賢の３度目の海外出張の時、亜

希子がアフリカに行こうとするのを止めてくれるように賢に働き掛け

た。賢はそれを了承しておきながら、亜希子の行動を止めるどころか、

たぶらかして海外にまで誘い出し、アフリカのどこかの国に亜希子を幽

閉しているか、または売り飛ばした可能性があり、行方不明になってい

るというのが訴状の内容だった。

数馬は亜希子の亡骸が由仁にあるのはまずいと考えた。もし、由仁の家

の家宅捜索が行われれば、賢が絶体絶命の立場に立たされるのは明らか

だった。数馬は急いで梓にその事を話した。しかし、梓は周りの人影を

意識して

「もう置いていません」

とだけ応えた。数馬はそれを聞いて安心した。一旦由仁に戻った梓が中

心となって、海外出張時の亜希子との会話の内容を明確にしていった。

その言葉の何処にも誘拐の気配など無い。しかし、検察がそれを受け入

れる筈はなかった。弁護士は亜希子の手紙を探して欲しいと梓に依頼し
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た。２通の手紙が賢の寝室にある机の引き出しから出てきた。それは賢

が亜希子の命を救い、亜希子が賢を慕っていたということを確証するも

のだった。弁護士は「かなり強い証拠品ですが、決定的証拠としては少

し不足です。もう少し確証が持てるものがありませんか」と言った。亜

希子が日本を離れる頃の手紙がほしいと言った。それが祐子の元にある

事は梓にも想像できたが、梓は、それを取り寄せることは祐子のアフリ

カ救済活動を邪魔することになると思った。弁護士はとりあえず現有の

証拠と弁駁書だけで告訴の不当性を訴えることにした。検察がこの件を

優先的に扱わなくなれば、多少時間稼ぎができると踏んでいた。罪状１

件に対して拘留期間は２３日だ。このままでは最長９２日間拘留される

危険性がある。弁護士は起訴される罪状の数を減らすことに心血を注い

だ。

康子が差し入れの弁当や替えの下着などを持参して毎日必ず面会に来

た。最初は弁護士同伴だったが、そのうち、単独での接見が許可された。

康子は総務部長に対して、毎日賢とコンタクトを取るという名目で長期

休暇の申請をし、許可を得ていた。康子は賢に会うたびに涙を流した。

拘留から３日してから、康子は賢に自分の過ちを告白した。

「わたしが猥褻罪の告訴をしたのです。わたしの所為でこんなことにな

ってしまって・・・・・」

康子の目から涙が止めどなく流れ落ちた。

「康子、君のせいじゃない。俺が悪かったんだよ。もっと早く君の気持

ちを受け入れていれば良かった。君のように美しい女性は俺のように誰

でも直ぐに愛してしまう男ではなくて、たった一人の女性の為に生きる

優しい男と添い遂げた方がいいとずっと思っていたからな。だけど、も

う君は俺の心の中に入りこんでしまった。君のことは全て分かる」

康子は再び声を上げて泣き出した。

１週間が経過した。賢はその間、昼間は騒がしい外国人拘留者が夜半に

寝静まってからと、取り調べの無い昼間にバイロケーションを用いて、

アフリカ向けの衛星ラジオ放送について、契約会社をフォローしたり、

打ち合わせに参加したりしていた。留置所に残された方の肉体も、外部
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からの話し掛けに応答することはできたので、不審に思う者は無かっ

た。国内では賢が逮捕されたことが知れ渡っていたので、賢が会議に姿

を見せるたびに、会議出席者の何人かから質問を受けた。

「内観さん、保釈されたんですね。出張しても大丈夫なんですか？」

「それにしても、酷いことをする者もいるんですね。日本人で、内観さ

んが慈善活動をしていることを知らない人はいないと思うのに、妬みで

すかね？」

賢は何時も苦笑いをして誤魔化していた。バイロケーションを行うとき

は、必ず身体の片割れは、留置所のベッドの上に横になった状態で居た。

南アフリカへのバイロケーションは真夜中に行ったので、誰も気付く者

は無かったが、昼間賢がベッドに横になっていることがちょくちょくあ

るので、留置所の監視は、賢はどこか身体の具合が悪いのだと思い込ん

でいた。食事の時、監視が賢に質問することがあった。

「３９７番どこか具合が悪いのか？よく横になっているが・・・」

「大丈夫です」

賢はその都度同じ応えを返した。

賢は留置所の生活にも慣れてきて、狭い監獄の生活にもそれほど違和感

を抱かなくなっていた。

「男が通ります」

ある日、監視の声に続いて、賢の部屋に一人の中年の男性が連行されて

きた。頬がこけていて、小柄な暗い感じの男だった。何日も着替えてな

いような薄汚れた灰色のジャンパーと黒いパンツを穿いている。男は手

錠を外され、腰紐を解かれて部屋に入れられると、ズボンとジャンパー

を脱ぎ捨てて自分の布団の中に潜り込んでしまった。夕方近くになって

ようやく男は起き出した。少しして弁当が配給されると、賢は康子の持

って来てくれた寿司を男に差し出した。

「これ、食べていいですよ」

「・・・・・・・」

「ぼくは、内観賢です。よろしくおねがいします」

「杉山俊太です。ありがとうございます。でも、お寿司なんて喉を通り
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ませんから・・・・・」

「嫌いなんですか？」

「いいえ、勿体なくて・・・・・」

「誰も食べなければ、処分されてしまいます。どうぞ」

杉山は賢の差し出す寿司折りを遠慮がちに受け取った。

「僕は殺人未遂と器物損壊などの容疑です。あなたは何の容疑です

か？」

「窃盗と自殺教唆だと警察が言っていました。盗みは認めますが、他人
ひ と

さまに自殺をさせようなどと思ったことは一度もありません」

「まあ、弁当を食べてから・・・」

賢ははじめて配給の弁当を食べた。弁当からは美味しく作ろうという暖

かい心は全く伝わってこない。身体に養分を供給するだけのものだ。２

枚のたくあんの切れ端は、唯の塩漬けの大根だった。杉山は美味しそう

に寿司を食べた。食べ終えると、空になった寿司折りを片付けながら言

った。

「こんなに落ち着いて食事ができたのは久しぶりです」

毎日の取り調べは、同じことの反復や、強い言葉による自白誘導、情を

煽るような言い回しなど、あの手この手で繰り返し行われた。時として、

検察官の尋問を受けるために検察庁に連行されることもあった。賢はど

んな手段で尋問を受けても、平然として、事実だけを淡々と返答してい

た。しかし、取り調べの最後に求められる署名には一切サインしなかっ

た。

ある朝早く、久しぶりに祐子からテレパシーの連絡が入った。コンゴの

大統領の反応が無いので、ＷＥＢにビデオ情報と手紙の内容を暴露する

という内容だった。コンゴ政府高官に対するレター、ビデオ攻撃は功を

奏しているとのことだった。高官の中には慈善活動に名乗りを上げる者

もぽつりぽつりと出てきた。保険省と社会省は省の再編を検討しはじめ

た。党の代表委員会でも国内の貧困対策が重要課題として取り上げられ

るようになった。その一方で、それらの動きを牽制するかのように、反

対勢力の拡大が起きてきた。各地の警察の取り締まりが強化され、国軍
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による反乱軍への急襲の回数が多くなった。貧困問題を国会審議の議題

にすべきという発言をしていたカナンガ出身の国会議員が自宅で何者

かの銃撃を受けた。幸い議員や家族に怪我は無かったが、警察は緊急発

動したのにも拘わらず犯人を取り逃がしてしまった。また慈善活動を行

っているＮＰＯ法人の事務所に手榴弾が投げ込まれたこともあった。こ

れらが貧民救済活動への嫌がらせである事は明らかだった。

賢は祐子に衛星放送の進捗状況について「ラジオさえ用意できればいつ

でも放送を開始できる状態になっている」と伝えた。祐子もウグングか

ら「フランス語、リンガラ語、コンゴ語、スワヒリ語の放送文言が用意

できている」との連絡があったと賢に告げた。賢は「ラジオは間もなく

試作品１００台が完成するので、出来上がったら直ぐに持ってゆく。放

送の開始もそれほど先の話ではない」と言った。試作品は先ず各アジト

に配られ、試験放送を開始してアジト内での試聴を繰り返し、問題点を

抽出することになった。

「問題はピグミーなどの原住民に対する放送なの。あなた、何かいいア

イデアは無いかしら」

「ピグミーの人たちは、狩猟と採集で生活しているだろう。それが維持

できるような保護区を設ける方向で進めたらどうだ。アメリカのインデ

アンに対するリザベーション地域の考えだ。勿論その地域から出てはい

けないというような縛りや、保護区を狭めて開拓を進めることなどは防

がなくてはならない。それらの土地の取引、売買を禁止するなどの措置

が必要だと思うけどね。それと、放送する言語の中にピグミーの言葉も

入れた方がいいな」

「そうね、検討してみるわ。ラジオの用意ができたら連絡してね」

祐子との通信を切ると、賢は杉山に目を移した。賢と目が合うと杉山は、

どうやって持ち込んだのか、いじっていたサプリの小瓶の様な物を布団

の中に隠し、小声で淡々と喋りはじめた。

「僕は信州地方ではナメクジ俊児と呼ばれていて、神出鬼没な盗賊で、

盗んだものを貧困者に与えるという義賊的な行為を繰り返していたん
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ですが、とうとう警察の罠に嵌められて逮捕されてしまいました。随分

いろいろな悪人達の金を盗みましたよ。始めたばかりの頃は留守宅に忍

び込むことが大変でしたが、最近では盗むことより、それを心の正しい

人たちに配ることの方がずっと難しくなっています。今の日本に必要な

のはお金じゃなくて、心なんです。どんな貧乏人も、どんな金持ちも、

みんな心が貧しいんです。喜びに満ちて生きている人になど滅多に出会

いません。昔はお金を配ると、みんな感謝し、驚喜したものですがね・

・・・今は迷惑そうにする奴さえいるんだから嫌になります」

「それなら、窃盗を止めてしまうか、盗んだ金を自分で使えばいいのに」

「それじゃぁ、生きる意味もありゃしませんよ。それに、“悪銭身に附

かず”ですからね」

「僕は今、諏訪でプロジェクトをやっています。お金の必要ない社会の

試行サイトです」

「ええ、知っていますよ」

杉山は賢の近くに身を寄せて、小声で言った。

「本当はあなたに会いに来たんですよ。監視されていますからあまり話

せませんけどね」

賢は驚いた。留置されている目的の人間と同じ部屋に意図して拘留され

るなんてことができるものなのだろうか、さすがはナメクジ俊児だと思

った。

「僕は、いろは予言というのを信じていましてね。もうじき世界が大転
．．．．．

換するらしいんです。あなたのことはずっと追っていましたよ。あなた

がこの世界の仕組みを変えようとしていることも知っています。それに

あの東海地震の時、あなたは倒壊した建物の中に潜り込んで人命救助を

していたでしょう。ありゃ、僕にはできない業なんですよ。何とかあの

業を教えて頂きたいと思っていましてね。ちょっとぶしつけですが、教

えて頂くわけにはいかないでしょうかね」

「いいですよ。できるかどうかはあなた次第ですけど、やり方は教えま

しょう」

賢は内観の方法、意識の集中の仕方を教え、集中した状態を持続するこ
ないかん
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との重要性、その集中を極めて強くすることを教え、自分の出現したい

ところを具体的イメージに描いてそこに自分が存在することを現実の

物として認識することを教えた。あまりに簡単なので、杉山は拍子抜け

したようだったが、それが非常に難しいことである事は、少し試してみ

て、直ぐに理解できたようだった。

「一寸お願いがあるんですけど、僕が床に着いているときは、僕を起こ

さないでいて欲しいんですけど」

「分かりました。お安いご用です」

「ところでそのいろは予言と謂うのは、どんなことを教えているのです
．．．．．

か？」

「この世界がもうじき今のような物質的な世界じゃなくて、霊界と物質

界が混合したような世界になることを予言しています。そのためには大

多数の人間が身を清めなくてはならないと。そうしないと、世界中に大

災害が起きて、大半の人間が死んでしまい、心の清い人間だけが生き残

るか、あるいは死んでも次の世界で新しい時代を作る仕事に携わること

ができると言っているのです。それが僕の中ではマヤの予言と重なっ

て、２０１２年１２月２３日に天地のひっくり返るような大変動が起き

ると思っていたのです・・・心を清めなければならないと」

「そうですか、それで、あなたは悪人を懲らしめ、善人のために生きよ

うとしてきたのですね」

「まあ、そんなところです。でも、２０１２年１２月２３日に何も起こ

らなかったでしょう。一体どうしたことだろうと。いろは予言は本当の
．．．．．

こと言っているのだろうかと不安になっていて、そんな心の不安定な状

態でいたこともあって、とうとう捕まってしまったんです」

「僕は、２０１２年１２月２３日この世の終わりの日の意味していると

ころは、物質的な破壊を意味していたのではないと考えています。物質

文明は究極点まで至っていて、あとは人間の精神的なレベルがそれに合

致すれば、世界が大転換するところまで来ていたと思うのです。物質文

明はインターネットと電子技術です。そして素粒子論、宇宙論、これら

が本来の人間の姿に立ち戻る素地を与えてくれたと思うのです。インタ



81

ーネットは人間が分離した存在ではないということを人々に知らしめ、

自分が意図しさえすれば、自分の考えが直ぐに全世界にまで伝わること

を実際に証明しました。電子技術はそれを支えている基盤です。素粒子

論は無限大と無限小の実際のモデルを示し、存在の確定性は人間の意志

に委ねられていることを見いだしました。宇宙論はインフレーションや

ビッグバンのモデルを描き出しました。もう、あとは人間の心のあり方

次第でこの世界が変わるところに至っていたのだと思います。でも、世

界は変わりませんでした。人の心が追い付かなかったからだと思いま

す。生まれ変わりのある事についてさえもまだ、人々の中に確たる信念

が出来上がっていないでしょう。自分自身が何者かが分かると、自分は

もうこの世界で生きる意味が無くなり、世界が大変革を起こす。それは

すなわち、それ以上の発展が無くなるからだということが、未だに大半

の人たちに認識されていません。本来、あのとき人類の意識の変革が起

きている筈だったのです。しかし、それによって現象の世界が消えるわ

けでも、宇宙が大爆発を起こすわけでもないと思います。ただ自己の真

の存在がこの世界に映し出されなくなるということだと思うのです。結

果として、それと同時に自分の存在する現象世界自体が映し出されなく

なるということ、すなわち大変動で存在意義を失ったものが消滅すると

いうことを意味する訳です。それが全ての人に同時に起こることはない

と謂うことで、ある人の目には世界に壊滅的な出来事が起きているがご

とく映る筈なのです。実際あの頃世界中で起きていた自然大変動は異常

でしたから・・・・今ではあの頃の状態とは異なった形で変化が起きて

きているのです。特に精神面の変化が・・・・」

「凄いですね、どうしてそのような洞察ができるのですか？」

「僕は、この世界の真の動きを観察し続けていますから、自然に理解で

きますよ」

賢は毎日面会に来る康子から仕事の進捗の報告を受け、必要な伝達事項

を伝えた。康子は毎日自分で作った弁当を持参し差し入れた。康子の姿

は日に日に輝きを増し、目映いばかりに美しくなっていった。

「いまのあなたは、わたしだけのもの」
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康子は帰りがけによくそう言った。

梓は週に１度土曜日に面会に訪れ、ホテルに１泊して翌日もう一度面会

に来てから由仁に戻った。もう出産も間近だったので、賢は梓に、無理

して来ることのないように言ったが、梓は必ず来ると言って聞かなかっ

た。梓の来る土曜日と日曜日には康子は姿を見せなかった。しかし翌日

の月曜日には豪華な弁当と、身の回りのものを沢山持参して現れた。

賢は康子の差し入れてくれた弁当を杉山と分けて食べた。夕方になると

監視が渡してよこす弁当は杉山が２人分受け取り、それを一度開封して

賢から受け取った康子の差し入れ弁当の半分を綺麗に盛り付け直して、

賢に戻してよこした。それが日課になった。

１ヶ月が経過した頃、アフリカでの衛星放送の試行が行われた。ＡＦＳ

ＡＴ社の衛星トランスポンダの確保が完了し、衛星通信開発工業株式会

社によって既にコンゴ国内に簡易放送局が設置されていた。放送局は日

本から担当者がキンサシャに出張し、そこで打ち合わせを行って、施工

の手順と方法をウグングの指名したコンゴの技術者達に説明した。放送

局の建設は、物質転送機を用いて事前に転送されていたセットアップ済

みの機材を、コンゴの技術者が組み立てて設置したのだった。そういう

訳で放送局が何処に設置されたのか、具体的な場所については衛星通信

開発工業株式会社の人間にも分からなかった。試験運転もスムーズにい

った。試作ラジオ１００台が原の手によって祐子の事務所に転送され

た。祐子はそのラジオを２、３台ずつウグングのよこしたリストに従っ

てコンゴ国内の各アジトに転送した。衛星ラジオで放送する内容も決ま

り、それぞれの言語に翻訳されＣＤに録音されたコンテンツ（放送内容）

が、新たにできた簡易放送局に渡された。ストリーム放送は同じメロデ

ィーを繰り返し流す仕組みにした。先ず最初に放送されたのはアフリカ

で流行しているポップ歌手の歌だった。あまり目立たないように流行歌

を用いたのだった。試作ラジオのスイッチを入れると、ヒット曲が聞こ

えてきて、２曲目と３曲目の間に女性戦闘士の話し声が挿入されてい

た。
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「＊＊＊＊＊」（愛するコンゴのみなさん、元気に頑張っていますか？

アフリカの輝ける夜明けが近付いています。今日は我が祖国コンゴの美

しい歌をお楽しみください）

ラジオから聞こえる音は澄んでいて、全く雑音が無い。彼女がまるで目

の前で話しているように聞こえた。各アジトの男達は天国からの歌声を

聞いたような気分になり歓声を上げた。続いて流された民族音楽に合わ

せ、踊り出す者達さえいた。

賢は自分の視力が落ちてきていることに気付いた。遠くのものが見えに

くくなっている。監視の顔も霞んで、はっきり認識できなくなった。杉

山は心配した。

「内観さん、何か不便だったら僕に言ってください。布団の収納や掃除

など僕が手伝います」

「ええ、ありがとうございます。だけど、どうしたと謂うんだろう。今

までそれほど目を酷使した覚えはないんだけど・・・・」

「内観さんは善行を行っているような方ですから、留置所みたいな酷い

環境には適応できないんじゃないですか？」

「それはないと思うよ。身体は結構強い筈ですからね。どこか内蔵が悪

くなってきたのかも知れないな・・・・」

賢は本心からそう思った。怪我をしたときに傷ついた肝臓の影響か、あ

るいはあの時に打った脊柱や腎臓が次第に衰弱した為かとも思ったが

原因ははっきりしなかった。賢は自分の身体を内視した。傷口は全て問

題なく塞がっていて、損傷を受けた内臓器官も正常に機能している。た

だ全体的に機能が弱ってきているように感じる。賢は一つ一つの臓器の

意識と語り合っていった。肝臓と腎臓の動きが激しく、特に解毒機能が

フル回転で動いているようだった。賢は食べ物の所為かもしれないと思

った。監視がよこす弁当は味付けが濃く、微妙な味の変化などは感じよ

うもないが、これまで特に異常を感じた記憶はない。食物に原因がある

ようにも思えなかった。５０日を経過する頃には体力も弱ってきて、視

力は極端に悪くなり、杉山の姿をはっきり捕らえることすらできなくな
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っていた。起床時には立ちくらみするようになった。賢はその事を監視

に伝えた。監視は「暫く様子を見てみよう」と応えた。梓にも言った。

梓は心配した。

「あなた、なぜもっと早くおっしゃってくださらなかったの？」

「疲れかと思っていたから・・・・」

「これから直ぐに医師の手配をします」

梓は早々に接見を終えると直ぐに弁護士に連絡を入れ、弁護士を通して

医師の受診を申し入れた。日曜日だったが、緊急に医師が診察を行うこ

とになった。賢は警察指定の医師の診断を受けた。しかし、内蔵に異常

は見られないとの所見だった。医師は精神的なストレスによる自律神経

失調症だと判断し、精神安定剤を処方して引き上げて行った。梓は医師

の診察の結果を聞いて安心し、市内の薬局で肝臓と腎臓に効くサプリメ

ントを購入してきて差し入れた。梓は賢を気遣いながらも一旦由仁に引

き返した。翌日からの監視は対応が悪くなった。賢が具合悪そうにして

いてもあまり気にとめなくなった。それは賢が拘置された時からずっ

と、取り調べが無いときは布団の上に横になっていることが多かった為

でもあった。賢は康子には何も話さなかった。それでなくても自分の過

ちを悔い、自責の念に苛まれている康子をこれ以上苦しめたくなかっ

た。この日、賢は康子と接見している最中に突然何も見えなくなってし

まった。

「あぁ、気分が悪い・・・・・」

賢は接見室の椅子の上から転げ落ちてしまった。康子は仰天した。康子

は接見室で泣きながら大騒ぎした。直ぐに監視がやって来て、床に倒れ

ている賢を接見室から担ぎ出した。

賢はそのまま医務室に運ばれた。担当医が来たのは１時間後だった。担

当医は賢の脈を取り、瞳孔の状態を確認してから、カテーテルを使って

尿を採取し、毒性の有無を検査した。賢の肉体の意識は無くなっていた

が心臓は動いていた。賢は医務室のベッドの上で丸１日意識不明の状態

でいた。接見室で倒れたとき、意識は一時接見室の上空にあって室内で

康子が泣き叫び、監視官が慌てて賢の身体を運び出してゆくところを眺
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めていたが、やがて暗いトンネルを抜けて光り輝く霊界に入る入り口

で、またムクウに出会った。

「賢、まだ霊界に返るのは早い。今回は毒物にやられたようだな。まあ、

今日いっぱいくらいは戻れないだろうから、亜希子に会ってゆくとい

い。亜希子は凄いぞ、既に１００万を越える魂を導いている。人の魂は

本来自分の力で軌道修正を行わなくてはならないような仕組みになっ

ているのだが、既に大変革が始まっているので、そんな悠長なことは言

っていられなくなった。この大変革で、次のプロセスに移れない魂が沢

山いて、このままでは新しい世界が最初の社会を構成して行くのに現在

の地球時間感覚で１万年以上掛かりそうなので、それを短縮するために

は意識の目覚めた魂の数を２０００万程度にまで増やす必要があるの

だ。亜希子は必死になって霊界の魂を導いている」

「亜希子はどんなことをしているのですか？」

「１万人も収容できる大講堂に出掛けて、この世界が、お前の認識して

いるような世界である事を講演し、教えている。聴講したもの達も、普

通は自分でこの世界の真の姿を認識しなくては、覚醒は起こらないのだ

が、不動の知識として魂の中に深く植え付けられれば、再誕の時にその

知識の影響を受け、これまでとは違う意識で生まれることができ、新し

い時代の時空間に存在できる。お前も知っての通り、その新しい時空間

が新しい世界なのだ。賢、亜希子に会って励ましてあげなさい」

賢はムクウに礼を言うと、意識を亜希子に向けた。亜希子からテレパシ

ーが返ってきた。

「あなた、あなたなのですね。今講演の最中ですから、わたしの家に行

って少し待っていてください」

賢は亜希子の家に直行せずに、少し寄り道をすることにした。賢は意識

を麻子に向けた。直ぐに麻子の存在を感じる光り輝く空間に出た。自分

の身体が亡くなってしまったように軽く、周囲にある白い建物の雰囲気

にも希薄な感覚を覚える。どうやら、そこは亜紀子の家のある時空間よ

り次元が２段階くらい高いようである。前方から光の球が近付いて来

た。賢の前まで来ると光の球はパッときらめいて白い布で身を包んだ麻
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子が姿を現した。

「あなた、もうこちらにいらっしゃったのですか？」

「いや、多分、もう一度現象界に戻ることになる。麻子、ここではどう

しているんだ？」

「わたしは、あなたへの愛を、全ての存在に対する愛に変えることがで

きました。ここに来たばかりの頃は、あなたから戴いた愛があまりに大

きかったので、自分が愛で満たされているのが分かりました。そして、

次第に自分から迸り出る愛であらゆるものを包み込むことが出来るよ

うになりました。不思議なのですが、今では地上であなたを愛していた

ときの心の高まりと同じ高揚感を、あらゆるものに対して感じるので

す。だから、わたしは、いつも至福の中に居て、こんなに幸せでいいの

かと思っています」

いつの間にか辺りは美しい草原に変わり、カワセミのような青い鳥が木

の小枝に止まり、メジロのような小さな緑色の鳥が飛び回っていて、ウ

グイスのような黄色の鳥が歌を唄っている。麻子が振り向くと、鳥たち

は一斉に麻子の元に飛んで来て、上空を乱舞した。

「よかった。麻子のことがとても心配だったが、こんな幸せな姿を見て、

俺はうれしい。時々俺たちが勝手に、オーラ・ビジョン・システムで君

を呼び出したりして、済まない」

「ああ、あの機械的な通信のことですね。いいえ、あれも楽しいわ。地

上で生きていたときのことが走馬燈のように目の前に展開するので、ま

るで映画を見ているみたいですから」

賢は麻子に別れを告げて、亜希子の家に向かった。向かったとは言って

もただ意識をそこに向けただけだが、次の瞬間、賢は亜希子の家の玄関

の前に居た。亜希子の家は麻子の居たところよりずっと質感のある重い

雰囲気を感じる。呼び鈴を押すと亜希子が姿を顕した。

「あなた、どこかに迷ってしまわれたのではないかと心配しましたわ」

「亜希子、久しぶりだな」

亜希子は賢の胸の中に飛び込んできた。ふたりは暫くの間しっかりと抱

き合っていた。
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「あなた、お会いしたかったです。わたくし、我慢していたのですのよ。

あなたのお仕事のおじゃまになってはいけないと思いましたし、わたく

しも毎日講演で忙しかったものですから」

「亜希子、ずいぶん大勢の人たちを導いているんだってな」

「ええ、先ほどの講演でおよそ１２７万人の方達にお話しさせて戴きま

した。でも、おわかりにならない方もいらっしゃいますので、大体１０

０万人くらいの方があなたのおっしゃっているこの多次元世界の姿を

認識されたようです」

「それは凄い。霊界の方は次第に認識のレベルが上がってきているんだ

ね。だけど、霊界では意識レベルの近い人たちが集まって存在している

から、１万人ずつ集めると謂っても大変じゃないのか？」

「そうなんです。わたくし、ムクウさんの指導を受けながら講演を行っ

ているのです。講演の前に、ある特定の意識レベルの人たちを集めるの

ですが、それがとても不思議で、自分がその意識レベルの人たちのレベ

ルにならないと意思疎通ができないのです。ですから、わたくしも講演

の２、３日前に先ず、その人達の生活している空間に移動して、同じ意

識体験をするのです。そして、相手の考えていることが認識できるよう

になってから、呼び掛けを行うのです。それも不思議なのですが、音の

出ない、テレパシー拡声器とでも言うのでしょうか、呼び掛けを行おう

とすると、そういう装置が自動的にできて、わたしが意識で呼び掛ける

と、沢山の人たちが応答してくるのが分かるのです。１万人くらいの人

に集まって欲しいと意識すると、何時も講演会の時には大体１万人近く

の人が集まってきているのです。この霊界が全て自分の意識で出来上が

っていることがよく分かります。ムクウさんが言うのには１日の長さも

地上界の１日とは違っていて、自分の考える１日になっているようなの

です。ですからわたくしが落命してからどのくらい経ったか分かりませ

んが、こちらの世界ではおよそ１年くらい経過しているようなのです

よ」

「そうか、こちらではもうそんなに経っているのか、地球上ではまだ３

ヶ月ほどしか経っていないのにね。亜希子はよく頑張っているんだな」



88

「わたくし、ここの方達よりずっと高い意識レベルの方々にもお話をさ

せて頂くこともあるのですよ。地上に居たときに大勢の皆様から尊敬さ

れ、地上では天子だとか、菩薩だとか謂われていた方々にお話しさせて

頂いたことも何度かあります。その方々は、それはそれはお優しい方々

で、近付いただけでこちらにもその暖かさが感じられます。お姿を顕す

ときはお体の周りにオーラの輪ができていて、周囲の雰囲気がとても厳

かになります。そのような方々も、この世界はご自分達の体験で、どの

ような構造になっているかは大体ご存じなのですが、まだ、究極のとこ

ろには至上の神様とか仏様とかがいらっしゃると信じておられて、仏教

系の人たちなら、その人達の上段には如来様、キリスト教の方々は上段

にキリスト様がおられるのです。わたくしは世界中の様々な宗教信者の

集団の中にお邪魔していますので、いろいろな神様のお姿を拝見させて

頂きました。その方々に、あなたのお示しになっている、自分自身の本

体が自分の帰依している究極の存在なのだとご説明申し上げても、なか

なかご理解頂けません。そして、この世界が自分の核を写し出した世界

だという説明も、殆ど受け入れてもらえません。むしろ、もっと意識レ

ベルの低い方々の方が早くご理解頂けます。たまに民俗宗教のシャーマ

ンだった方の中にとても意識レベルの高い方がいらっしゃいます。そう

いう方は、特定の神様は信奉しておられなくて、大自然がそのまま神様

の顕現されたお姿だと認識されています。そして自分自身もその大自然

の一部であり、同時に全体であると考えていらっしゃいます。そのよう

方の場合はあなたのお考えを良くご理解頂けるようで、是非あなたにお

会いして、直接お話を伺いたいとおっしゃっていました」

「そうか、今日はそれほど時間がないから・・・・・あっ、そうかこち

らの時間は違うんだったな・・・・・だけど、自分の身体に危険が迫っ

ているから、その方にお会いすることはできないけど、そのうちに機会

が訪れるだろう」

「わかりました。あなた、あなたのお身体は危険な状態なのですか？直

ぐにお戻りにならなくても大丈夫なのですか？」

「どうやら、現象界にある肉体の内臓が極端に機能低下しているようで、
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今は、戻れないんだ、だけど戻ろうとする意志を切らせるわけにはいか

ない。それより、亜希子はもう一度蘇生することになっているけど、い

つ頃になるのだろう？」

「ムクウさんは、「こちらの時間であと３年ほど講演を続ければ、霊界

の人々の０．５パーセントほどが理解できるようになるだろうから、現

在までに自助努力で悟っている０．５パーセントの人々と合わせて大体

１パーセントになるだろう。１パーセントの魂がこの世界の姿を認識で

きれば次のステージに進める。すなわち新しい次元に移行する準備がで

きる」とおっしゃっています。そして、それが達成されたら一旦わたく

しを地上界に戻すとおっしゃっています。なぜわたくしが全ての講演を

こなさなくてはいけないのか理解できませんが、わたくしは、疑念を抱

かずにムクウさんを信頼して、指示に従うことに決めました」

「亜希子、それは、君の意識が核に直接繋がるレベルにあるからだ。本

当は君が何かを変えたいと考えると、この世界は君の考えたとおりにな

る筈なんだ。今度一度ムクウさんに聴いてみるといい。だが、自分の意

志を入れると、君のレベルが低下する危険性があるけどね・・・・じゃ

ぁ、俺は兎に角一旦自分の身体に戻ることにするよ」

「また、お会いできる時を楽しみにして、講演を続けますわ」

ふたりは再び抱き合って別れた。

賢が肉体に意識を戻そうとすると、途中にムクウが現れた。

「少し待ちなさい。たった今儂がお前の肉体にエネルギーを注入して、

内臓の機能を元に戻したばかりだ。賢、少し注意深くしていなくてはい

けないぞ。もう一度このような事態になると、もう儂の力では、お前を

蘇生させることはできない。今回も、かなり難しかった。毒だ。お前の

内臓は毒にやられていた。まだ身体から毒が抜け切れていない。だから、

身体に戻ったら、自分で内臓の浄化を行いなさい。常に毒を排出する処

置を続けるのだ。そうしないと、重大な欠陥が生じてしまう。地上で云

う癌とか脳性麻痺とかという奴だ。多分、目や、耳、鼻などの感覚器官

もやられているだろう。これからは虚次元の身体を転用して生活しなく

てはならなくなるかも知れない。心しておきなさい」



90

賢はムクウの話した言葉を胸に刻んで肉体に意識を集中した。

賢が意識を取り戻したのは接見室で倒れてから１日してからだった。

「おお、息を吹き返したぞ。３９７番！気が付いたか？わかるか？」

賢は目を開いた。明るさを感じない。周囲に何人かの人間がいるようだ

が、全く見えない。時々、何かが動く気配だけは捕らえることができた。

「今は、昼間ですか？全く見えません」

「やはり、そうか。フォルムアルデヒドにやられたようだな。だけど、

よく助かったものだ。危なかったな」

担当医の声だ。頭がずきずきして痛い。腹部が重苦しく、締め付けられ

るような感覚がする。

「み、水を頂けませんか？」

賢は直ぐに水の入ったコップを渡された。手探りでそれを飲み干した。

酒のような感じがする。感覚がおかしくなっていると思った。

「もう一杯ください」

また、渡された。どうやら水は既に用意されているようだ。しかし、ど

う見ても酒の味だ。

「こっ、これは酒ではないですか？」

「そうだ。酒で戦わせるのだ」

「先生、水も下さい。水を飲みたいです」

三杯目は確かに水だった。賢はそれを飲み干して、それが本当の水であ

る事を知り、ほっとした。腹の痛みがほんの少し楽になったような気が

する。

「僕は、一体どうしたのですか？」

「尿からホルムアルデヒドと蟻酸が検出された。微量だが、どうやら長

い間少しずつ蓄積して、中毒化したようだ。ホルムアルデヒドや蟻酸は

メチルアルコールが分解してできる毒素だ。お前の衣類からはナトリウ

ムメチラートが検出された。メチルアルコールを粉末化したものだ。毒

を盛られたようだな。どうだ、身体でおかしく感じるところはない

か？」



91

「はい、腹部が締め付けられるように重苦しいです。それから、目が見

えません。鼻も利かないようです。耳は聞こえます。頭が重く、ずきず

きします」

「水や蒸留酒を飲んで毒をできるだけ早く出してしまわなくてはまず

い。尿意は無いか？」

賢は用意されている溲瓶に放尿した。医師が尿を調べるように誰かに指
し び ん

示している。監視官の声がした。

「３９７番、暫く病院に入院して治療してもらうことになる。お前の身

内から釈放の依頼が出ているので、お前の身体の具合を考慮して治療期

間中仮釈放することになった。その間の取り調べは延期する」

「一緒にいた杉山さんは大丈夫だったのでしょうか？」

「４５５番のことだな。彼は保釈金によって保釈された。お前が倒れる

２時間前だ。４５５番が毒を盛った可能性があるので、調査したが、彼

の寝具に付着したふけや髪の毛などから毒物は一切検出できなかった」

賢が接見室に出掛けるとき、杉山の姿は無かった。監視が杉山を連れて

出て行った後だった。賢は特に注意もしなかったが、杉山はそのまま保

釈されていたのだった。

賢は中郷町の試行サイト内の病院を希望したが、それは認められなかっ

た。諏訪にある県警の付属病院に入院することになった。入院すると直

ぐに弁護士が訪れた。

「内観さん、これはやはり罠です。あなたを狙っている者がいるとしか

考えられません。留置所での出来事を逐一教えてください。その中に今

回の冤罪を証明できる事実があるかも知れません。もしかしたら、あな

たを狙っている者の正体を暴く手掛かりになるものもあるかも知れま

せん」

賢は自称義賊のナメクジ俊太、杉山のことを説明した。そして、月曜か

ら金曜まで毎日康子が接見に訪れてくれて、その時弁当や衣類を差し入

れてくれたことも説明した。

「杉山という男の過去について調べてみます。雪坂さんの差し入れは、

どうされたのですか？」
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「杉山さんと半分ずつ分けて食べました」

「どういう風に半分にしたのですか？」

「杉山さんが、監視の持って来る弁当を僕の分まで受け取って、康子の

差し入れてくれた弁当を開け、それをふたりの弁当の上に盛り付ける役

を買って出てくれました。ぼくは杉山さんから受け取った弁当を戴いた

だけです」

「その時、なんか変な味がしませんでしたか？」

「特に感じたことはありません」

「その弁当に何か仕掛けられていたとしか考えられませんが、杉山が一

旦、２つの弁当を受け取っていて、あなただけが毒にやられたというこ

とは、杉山が毒を盛ったとしか考えられません。杉山に何か不審なとこ

ろはありませんでしたか？」

「杉山さんが入所したてのとき、サプリメントの瓶の様な物をいじって

いるのを見た事があります。僕は、どうやって持ち込んだのかなと思い

ましたが、健康のためのサプリだと思い、あまり気にしませんでした」

「どうやら、それですね。分かりました。杉山が入所したときの経緯や

犯罪歴、個人情報などを調べてみます。それと、杉山に保釈金を積んで

釈放させた人間を探してみます」

弁護士が帰ると梓が言った。

「あなた、目は全く見えないのですか？」

「うん、どうやら、網膜がやられてしまったようだ。何も見えない。だ

けどね、梓、目が見えないのも面白いぞ。自分の観たい物を意識して、

集中すると眉間にその像が浮かぶ。それ以外のものは一切見えないか

ら、煩わしさも無いよ。だから、愛する君のことを思うと可愛い君の姿

が見える。それで十分だ。だから大丈夫だ、はっはっは」

「あなた、冗談をおっしゃらないでください。わたしは真剣なんですか

ら」

「ごめん、ごめん。だけど本当だよ。目は見えないけど、観たいものは

意識で見えるんだ」
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賢の両親が再びアメリカから駆けつけた。先ず、母が病室に姿を顕した。

母は目に涙を溜め、横になっている賢の髪をそっとなぜながら言った。

「＊＊＊＊＊」（賢、お前は辛い運命を背負ってしまったのね。私たち

は、もう心配で、心配で、夜もぐっすり眠れないのよ）

「＊＊＊＊＊」「ママ、僕が至らないばっかりに心配ばかり掛けてごめ

んなさい」

母は涙を流しながら、賢の身体を擦っていた。

数馬から既に話を聴いていた父は病院の担当医と暫くの間相談してか

ら、担当医と一緒に賢の病室に現れた。

「賢、大変な目に遭ったな。良く助かってくれた。メチルでどれほどの

人間が命を落したか知れない。お前は天に守られているな。だが、今度

こそは、本当に注意をしていなくてはだめだ。毒物は致死量を超えたら、

もう、手の打ちようが無い。何とか１命を取り留めたのだから、内臓機

能を復活させるために、毒の排出を続けなくてだめだぞ。さっき大泉先

生と相談した。エチルアルコールとミネラル、ビタミン剤の混合液を点

滴し続けることにした。量を多めにするから、何度もトイレに行くこと

だ。それと、これは最近アメリカで研究されているホルムアルデヒドの

分解をする薬品だ、アル中の患者の体内に蓄積したホルムアルデヒドを

除去する力を持っている、少し幻覚が起きるという副作用があるから、

緊急の時以外は処方できないが、これを大泉先生に預けておくので、い

ざというときは処方してもらいなさい。まだ厚生労働省の認可が下りて

いないので、危急の時にはお前の自主判断で処方をお願いしなさい。お

前も大変な道を生きているな。命だけは大切にしてくれよ。私たちには

お前しかいないんだからな」

大勢の者達が見舞いに訪れたが、梓と愛子以外の者の接見は監視の立ち

会いなしでは認められなかった。梓は賢の疲れを考え、見舞いに来た者

達にできるだけ早く引き上げるように伝えた。梓は諏訪のホテルに宿泊

し、昼間は病院に出向いて看病し、夕方ホテルに引き返した。翌日康子

が訪れた。康子は梓に遠慮しながら病室に入った。賢は眠りに着いてい

た。康子は両手で口を塞いで嗚咽を堪えた。目からは涙が止めどなく流
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れている。梓が言った。

「雪坂さん、ありがとう、この人はあなたの差し入れてくださったお弁

当をとても喜んでいたわ」

「わっ、わたしの・・・何か、悪いものがあったのでしょうか？」

「いいえ、悪い奴が毒を入れたようなの。この人は初対面の人を誰でも

信用してしまうから・・・・」

「部長、内観部長はどんな症状なのでしょうか？」

「身体の中に毒が蔓延して、目が見えなくなってしまったのよ」

康子は再び口を両手で押さえて、鳴き声を出さないように必死に堪えた

が、とうとう堪えきれずに声を出して泣き出してしまった。賢が目を覚

ました。賢は康子の気配を感じ、康子を透視した。目から一杯涙を流し、

むせび泣いている。

「康子、来てくれたのか。もう大丈夫だから、心配しなくてもいいよ。

大丈夫だから」

「わたしがいけなかったのです。余計なことをしたばっかりに、内観部

長をこんな目に遭わせてしまって。あなたに迷惑ばかり掛けて、わたし

なんて、死んでしまった方がいいのです・・・・う、う、うっうっう」

「康子、君の所為じゃないんだよ。君には感謝しているよ。だから死ぬ

なんて言ったらだめだよ。君は僕にとってかけがえのない大切な人なん

だから」

「雪坂さん、冷たいようで済まないけれど、この人は今、大事なときだ

から、できるだけ短い時間にしてね」

雪坂は泣きながら、直ぐに退室した。しかし、暫くの間、部屋の外に佇

んで泣いていた。弁護士が泣いている康子の姿を横目で見ながら不安そ

うに部屋に入って来た。

「何かあったのですか？」

「いいえ、雪坂さんはお見舞いに来てくれただけです」

梓がさらっと言った。

「そうですか。実は杉山のことが分かりました。杉山は義賊なんかじゃ

ありませんよ。ただの窃盗犯ですよ。これまでに５、６回捕まっている
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んです。盗んだ金は殆どギャンブルに使っていたようです。借金が１０

００万円ほどあったようですが、最近それを返済したところを見ると、

大金を掴んだ可能性があります。今回の逮捕はスーパーでの万引きが原

因で、誰が見ても直ぐにそれと分かる手口でした。しかも店員が警察に

通報してからも、辺りをうろうろしていて、簡単に捕まったらしいです。

妙なんですが、その日の同じ頃、杉山の他に２人、同じような窃盗犯が

逮捕されているんです。しかし、杉山以外の２人はいずれも保釈金が支

払われて直ぐに釈放されています。その保釈金を払ったのは吉沢という

チンピラで、ふたりの仲間だったようです。杉山の保釈金を支払った人

間ですが、杉山のギャンブル仲間の木橋という男で、杉山はその男から

借金をしていたようです。保釈金は１２０万円でしたが、全額木橋が支

払ったようです。木橋という男のことは今のところ、それ以上は分かり

ません。それから、杉山が留置されたとき、直ぐに木橋が差し入れをし

ています。差し入れられたものは下着類と杉山の好きなメロンパン２

個、石けん、タオルなどです。どうやら、あのメロンパンの中にサプリ

の瓶を隠してあったんじゃぁないかと思います。木橋の行方と釈放され

た後の杉山の足取りはどうしても掴めませんでした。もう少し追跡して

みますけど・・・・」

弁護士は背後に賢を陥れようとしている組織がありそうだと言った。

ムクウのエネルギー注入と、自分の内臓の浄化、医師による点滴が功を

奏したのか、賢の身体は次第に回復していった。腎臓の透析もせずに済

んだ。しかし、失われてしまった視力だけは元に戻らなかった。

３日間付き添っていた両親も賢の回復を確かめてから帰国した。

梓は臨月に入り由仁に戻った。出産予定日が近くなったら産院に入院す

ることにしていた。賢は３日後に再び留置されることになった。しかし、

今度は保護観察が附いた個室が宛がわれた。弁護士の話では、インドの

司法局からの取り調べ要請があるため、警察としてはどうしても留置せ

ざるを得ないのだろうとのことだった。留置所に戻って直ぐに祐子から

テレパシーの通信があった。

「あなた、いよいよ軍の上層部に時限爆弾攻撃を仕掛けるわ。攻撃とは
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謂っても、唯の威嚇だけよ。これはそれほど精度が必要ないからわたし

ひとりでも物質転送機の操作でやれるわ。本当はあなたにも来て欲しい

んだけど、あなたも忙しいでしょうから、今回は結果だけを連絡するわ」

「祐子、爆弾を置いてある場所の位置情報と、時間管理を間違えるなよ。

途中で爆発したり、不発に終わったりしては元も子もないからな」

「ええ、その点が一番心配なの。でもウグングが全ての指示を出すこと

になっているから大丈夫だと思うわ」

賢は自分もキガリにテレポーテーションしたかったが、現在の自己の内

部エネルギーで次元の切り替え時に最後まで持ち堪えられるかどうか

自信がなかったので、祐子の提案通り、留置所の中で経過を透視するだ

けに留めた。

賢の健康状態は日に日に回復していった。１ヶ月後には尿からホルムア

ルデヒドと蟻酸が検出されなくなった。そんな中、梓が札幌レディース

・クリニックで女児を出産した。賢は弁護士に同行してもらって面会に

来た数馬からその報告を受けた。数馬は賢を祝福した。賢は梓を労う為

に直ぐにクリニックにテレポーテーションした。目は見えなくてもテレ

ポーテーションに不自由は感じなかった。梓は新生児と共に既に分娩室

を出て個室の病室に移っていた。賢は梓のベッドサイドに顕現した。幸

い誰も居なかった。

「梓、よく頑張ったな」

賢はそう言いながら、梓の頬に手を当てた。梓の涙が賢の指を濡らした。

「あなた、来てくださったのね。うれしいわ・・・・わたし頑張りまし

た。赤ちゃん、とても元気です。お顔に触れてみてください」

梓は賢の右手を取ると、指をガーゼのハンカチで軽く拭い、添え寝させ

ている赤児の頬にそっと導いた。真綿のような柔らかい肌の感触が、感

動を伴って賢の指に伝わってきた。母の胎内から生まれ出る、純粋無垢

な命。この不思議は人間の思考では到底理解できない。意識の目を見開

いて透視すると、赤児は目を瞑り、ガーゼの産着から出した両手を握る

ように丸め、穏やかな寝息を立てている。

「あなた、抱いてあげて」
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賢は梓に促されて、意識の目を一層大きく見開き、細心の注意を払いな

がら、赤児を抱き上げた。賢が赤児の頭に左手を当てるのを見て安心し

ながらも、梓は半身になって賢の左手を下から支えるようにした。

「あなた、赤ちゃんの頭をしっかり支えていてね」

「うん、梓、そのまま手を添えていてくれ」

赤児のぬくもりが賢の両掌に伝わってくる。賢は赤児を軽く抱き寄せ

た。

「梓、リタという名前はどう？」

「あなた、不思議ね、わたしもそう思っていたの。どうしてかしら」

「リタ、リタ、・・・・うん、良い響きだ」

コンゴ

インターネットに大統領への訴えを綴った文章と、ＯＶＳから録画され

た大統領の父親からのメッセージの動画、将軍によって処刑されたブリ

・ゴスマン隊長のメッセージの動画が掲載されてから１週間後、軍の評

議員会の会長であるガザンヌ・ンバリムニ中将の元に手紙が届いた。大

統領宛に不審な書簡が届いていたことは隠されていて、大統領補佐官か

らは、高官や軍の関係者などには一切知らされていなかった。またンバ

リムニやその取り巻き達はインターネットの情報に疎かったため、ンバ

リムニはグリフジブ少尉から書簡が届いているとの報告を受けると、業

務上の書簡と勘違いし、それを開封して読むように命じた。グリフジブ

少尉は姿勢を正して封書を開封し、読み始めた。

「＊＊＊＊＊」

（ンバリムニ中将殿

中将殿のこれまで行ってきた、反政府軍に対する武力弾圧は、とても国

民のことを考えた処置であったとは思えません。いいえ、あなた自身は

国民に対する優しい慈悲の心をお持ちかも知れませんが、あなたの部下

が行っている非人間的な行為は、国民を奈落の底に叩き落とす行為で
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す。精力を持て余していて暴徒と化したまだ未成熟なあなたの部下達

は、一般の家庭に押し入り、家財を強奪し、婦女を辱め、酷いときは住

民を惨殺するようなおぞましい行為を行っています。こうした非人道的

な行いによって、国民は日々恐怖に怯え、生きる希望も失っています。

中将閣下、直ちに民間の自主組織への攻撃を中止させてください。そし

て、軍の力を難民の救済活動や、インフラの整備に充て、国民を救済し

てください。然もなくば、あなたの率いる軍は「天の戒め」により爆弾
さ

の総攻撃を受け、多くの犠牲者を出すことになります。その結果、軍解

体の憂き目を見ることになることは必定です。

コンゴ難民救済同盟）

ンバリムニは怒りに燃え、目つきが鋭くなった。

「グリフジブ少尉！これは一体何だ、今の話しは事実なのか？」

「中将閣下、事実の筈がありません。この書簡は、明らかに反政府勢力

による攪乱作戦です。我が国軍は毅然とした態度で、これらの挑発的行

為を止めさせる必要があると思います。閣下、封書の中にＣＤが入って

いますが、どうしたら良いでしょうか？」

「かけてみろ」

グリフジブ少尉は隣の部屋に行ってカセットデッキを持参してきた。Ｄ

ＶＤをかけようとしたが、メディアは自動的にリジェクトされ再生され

なかった。

「馬鹿者、このラジカセはＣＤもまともにかからないじゃぁないか、装

備を見直せ」

「はっ！」

「少尉、後で内容を調べて報告しろ。良いな、こういう文書が送られて

来るということは、反乱分子が不穏な動きをしていることを意味してい

る。直ちに各分団に、反政府組織のアジトを見つけ出し、少しでも疑い

のある組織には総攻撃を掛け、首謀者を捉えるように指示を出せ」

「はっ！」

翌日、軍は書簡の要求とは逆の動きに出た。キンサシャ、キサンガニ、

カナンガ、ルブンバシなどの主要都市近郊で軍の活動が活発になった。
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国軍は少しでも不穏な動きを感じると直ちに出兵し、総攻撃を仕掛け始

めた。そのことを知ったウグングは祐子に連絡し、早急に爆弾作戦を展

開することになった。

ンバリムニ中将は部下に命じて不穏分子から書簡が届いたことを全軍

の上官に伝達し、もしそのような書簡を受け取っても、挑発に乗らない

ように指示した。その命令を受けた軍の将校達の神経は針のように尖っ

てきた。中将からの命令は、それが反政府軍による挑発によるものだと

の尾ひれを付けて各分団に伝えられた。各小隊はこれまでは無視してき

た反勢力組織間の小競り合いのような些細なトラブルに対しても、直ぐ

に出動し、制圧しようとした。軍の姿勢は益々攻撃的になった。ウグン

グの指示で手紙が届いてから５日目に、事前に用意されていた時限爆弾

が将校達の家々に転送され、全ての将校達の自宅の庭で爆弾が爆発し

た。明らかに不在になっている地方の詰め所でも小規模な爆弾が破裂し

た。一連の爆発の犯行声明がインターネット上に掲載された。声明には

難民の救済、国際援助資金の横領と腐敗した政治の改革、軍の自国民攻

撃への批判が連綿と述べられていた。それから１週間して、明らかに私

腹を肥やしていると思われる大臣や高官達のオフィスにも同様の書簡

が届けられた。謎の書簡の噂は瞬く間にコンゴ全土に広がった。書簡を

受け取った者は恐怖に慄きはじめた。そして、一層態度を硬直させた大

臣や高官達の自宅の庭先でも、必ず爆弾が爆発した。特に贅を極めてい

ると揶揄されていた高官の自宅の屋根も爆弾によって吹き飛んだ。彼ら

はどこから攻撃を受けたのか皆目見当がつかなかった。どこからともな

く爆弾が出現し、突然爆発するのだった。「天からの戒め」という言葉

が彼らの脳裏を駆け巡っていた。書簡と爆弾による攻撃、その後のイン

ターネットの声明は暫くの間続いた。この問題は国際的なメディアにキ

ャッチされ、ワールド・ニュースとして世界中に報道された。アフリカ

中部諸国の国連代表団は、ニューヨークの国連本部にこの問題を提起し

た。アフリカだけでなく現在国内情勢の安定していない国々の代表も危

機感を募らせ、アフリカ諸国政府の訴えに同調したため、この問題は総

会で審議されることになった。北部アフリカ諸国に端を発した国民の反
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乱による独裁政権打倒の動きに怖れ慄いてきたアフリカ各国の共和制

政府の代表は真剣な面持ちで自分達の置かれている危うい立場を守ろ

うとした。その結果、今まで拒否を続けてきた国連軍の介入による仲裁

を希望するまでになっていった。その訴えを聞くたびにヘデン事務総長

は内心ほくそ笑んでいた。爆弾作戦の経過は祐子から逐次賢に連絡され

た。賢は祐子の計画した大胆な戦略が着実に功を奏してきていることに

驚きを禁じ得なかった。

諏訪中郷地区

諏訪の試行サイトには多くのメディアが入り込み、その経過がニュース

にも取り上げられ、時にはドキュメンタリー番組として放映された。国

民の関心も次第に高まってゆき、多くの賛同者が、諏訪中郷地区での試

行に参加したいと申し入れてきたが、その一方でそれまで試行サイトを

テーマパーク程度としてしか見なさず、無視し続けてきた評論家達が未

来の経済システムという見地から批評をするようになってきた。様々な

否定的意見が新聞やインターネット上で展開された。論点はその資金調

達と経済の発展性にあった。「現時点ではマトラー・システムと内観シ

ステムズの出資によって運用されているのでなんとかうまくいってい

るが、将来にわたって地域内の産業だけで地域住民の生活全体を支える

ことは非常に難しいだろう」というのが評論家達の意見だった。彼らの

主張は「人間は本来、何でも無償で手に入ると分かれば、何もせずに楽

をしようとする傾向がある」という思い込みから来ていることは明らか

だった。収入の無い労働というものはあり得ないのであって、「働かざ

る者、食うべからず」的な思想が心の奥に根を張っていた。「最近盛ん

になってきているボランティアの考え方も、自分の資産に余裕があるか

らできるのであって、将来の収入が保証されていない社会では、奉仕的

な労働はあり得ない」とまで主張した。しかし、その批判も試行サイト

の順調な展開によって、自ずと力を失っていった。賢は時としてバイロ
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ケーション、時としてテレポーテーションを使って試行サイトに顕れる

と、梓の差し入れてくれたサングラスを掛け、耳まですっぽり覆う毛糸

の帽子を被り、黒い手袋をして、諏訪の調整事務所の主催する会議に出

席していた。賢は常に傍観者を装った。誰も賢の存在には気付かなかっ

た。ことあるごとに街の小売店や病院、学校を見学して歩いた。賢は肉

体の目は使えなかったが、意識の目を全開して行動した。テスト運用で

問題になっていた住民の労働意欲消失への懸念は、自己の資産拡大から

地域全体の運用資金の補填という意識に移っていった。この地域に多い

蕎麦屋などの接客業は、如何に顧客を喜ばせるかという一念に動機が絞

られて、人の喜ぶ姿を見ると、これまでの経済システム下で感じた「収

入を得る喜び」より、「顧客に喜んでもらえるという純粋な感動」を覚

えるようになったし、医師や看護師などは、経済的な観点を度外視して

業務ができたので、患者に寄り添う診療・看護ができた。多くの人が、

初めのうちは無償で働くことに対し、与えるだけの奉仕という感覚を覚

えていたが、時間が経過するにつれ、実は与えることによって自分がそ

れ以上のものを得ていることに気付きはじめていた。それでも、今まで

経験したことの無い様々なトラブルがあったが、調整事務所の従業員の

努力によって、どんな問題も時を経ずに解決することができた。最も喜

ばしいことは、交通事故など不可抗力による加害以外の犯罪が全く発生

しなくなったことだった。マトラー・システムと内観システムズの月次

の出資額も次第に減少傾向を示してきた。

内観システムズの収支は一時の巨額出資の損失を補填できるだけの売

り上げの増加による利益増があり、３月の決算でも黒字を計上すること

ができた。賢が祐子に約束した５０億円の支援も寄付金としての計上を

済ませていた。

原は賢の指示を受け、ウルトラ・スペース・ソニック社から衛星ラジオ

の初ロット５０００台を受け取った。ラジオは衝撃吸収のため、１台ず

つ厳重な包装が為されている。原は物質転送機を用いて祐子と通信し、

５０００台のラジオを数回に分けて祐子の事務所に転送した。祐子はウ

グングから前回仲間のアジトに送った試作ラジオ１００台のテストが
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成功したことを知らされていたので、次の５０００台を一般国民宛に配

布することに対しても自信を持っていた。ウグングの話では、既に一般

国民宛のメッセージや番組も用意できていて、現在は各アジト向けに、

朝から晩まで、国民の最も好む音楽に乗せて、国民の意識を高揚させる

メッセージを流し続けているとのことだった。アジトの中ではそのラジ

オ放送を楽しみにして過ごす者達が多くなってきていた。５０００台の

ラジオがキガリに届いていることを聴くとウグングは手を叩いて喜び、

心が勇んでくるのを覚えた。最初の５０００台は先ずブカヴの周辺にば

ら撒くことになった。祐子はできれば最初にルブンバシに撒きたかっ

た。ルブンバシは大統領の出身地である。この地に改革のうねりを起こ

すのが効果的だと考えた。それに大統領が同調すれば、改革は直ぐに軌

道に乗るはずだと祐子は考えた。しかし、ルブンバシまでは距離があり

すぎた。キガリから１０００キロメートルはある。ウグングも先ず東部

からはじめることに積極的だった。ふたりは相談した結果、手始めに紛

争の絶えない地域の住民に希望を抱かせることが重要だと判断したの

だった。ヘリコプターはボディに印刷されている社名をビニールテープ

を貼って隠し、キガリから飛び立つことにした。祐子はジミーとメドリ

スナをラジオの投下役としてヘリに乗せることにした。ヘリポートのレ

ストランで昼食を済ませ、３人はヘリに乗り込んだ。男性２人は投下の

ため前席に乗り、祐子は後部座席に乗った。５０００台のラジオはかな

りかさばった。ヘリが飛び立つと、ジミーとメドリスナは下界の景色に

夢中になった。

「＊＊＊＊＊」（ママ、この土地はこんなに美しいんですね。あんな殺

戮が起きたなんてとても考えられません）

ジミーが感動して言った。

「＊＊＊＊＊」（ジミー、そう思うでしょう。この地は世界中で最も自

然に恵まれた、美しい土地の一つなのよ。それなのに一部の人達の過っ

た生き方が、この土地を不毛の砂漠にしているのよ。早くここに住む全

ての人たちに暖かい家庭を取り戻してあげなければなりません）

メドリスナはふたりの会話が聞こえないのか、必死に下の景色を覗き見
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ている。上空から見たキガリの丘は、その高低差があまり見えないが緑

豊かな土地だった。飛び立って直ぐにキミサガラの丘を越えた。北部に

二つの丘の間を走る川が見える。その川は州境を、南北に蛇のように曲

がりくねって流れる大きなニャバロンゴ川に注いでいる。ニャバロンゴ

川を下に見てから暫くは山岳地帯の上空を西に向けて飛んだ。１時間ほ

どすると湖の畔に出た。キヴ湖だ。キヴエが見えた。祐子はここに居る

２人の女性達のことを思い出した。マリゼとピピの手の感触が蘇ってく

る。悲しい思い出が祐子の心を震わせた。ジミーとメドリスナは身動き

せずにじっと下界の景色を眺めている。ヘリはキヴ湖の畔に沿って南に

下った。眼下に遠征に出たとき通った道が見える。祐子は、無邪気に喜

ぶ亜希子の姿が瞼に浮かんだ。上空から見るキヴ湖の湖岸は切り込んで

いて、絶景だった。キヴエから１時間ほど飛ぶとヘリは湖の南端部に差

し掛かった。ひときわ美しい湖岸が眼下に広がる。パイロットは湖岸か

ら湖の上空に向けて航路を取った。国境を避けるようだ。少ししてヘリ

はルワンダの湖岸の突端とキヴ湖の中央にあるコンゴのイジュヴィ島

の間を掠め、キヴ湖の東湖岸の半島の上空に至った。もうコンゴの国内

である。この辺りは反政府軍や他国籍の戦線が潜んでいると謂われる地

域だ。全員緊張した。しかし辺りは木々に覆われ、あまり人の住んでい

るような気配は感じられない。キヴ湖の東岸を南下すると、住宅の密集

した地域に出た。

「ブカヴだ」

メドリスナが言った。ヘリはブカヴの市内に進入した。祐子はパイロッ

トに低空飛行をするように告げた。ヘリが高度を下げると、ジミーとメ

ドリスナがハッチを開け、民家に向けてラジオの投下をはじめた。ヘリ

が低空飛行している間、ジミーとメドリスナはできるだけ１カ所に固ま

らないように注意しながらラジオの投下を続けた。およそ３０分間で５

０００個のラジオ全てを、街の中と周辺の郊外にばらまいてしまった。

地上からの反応は全くない。全員胸を撫で下ろして帰途に就いた。

ラジオの投下を終えて３日後、ウグングからブカヴ市民の反応について

連絡が入った。ラジオを見付けたのはいろいろな人たちだとウグングは



104

言ってきた。

「＊＊＊＊＊＊＊＊＊」

（ママユウコ殿

ブカヴは面白いことになっています。わたしも自分で見たわけではない

のですが、住宅地区の中に落ちたラジオを拾った者は、最初は警戒心が

働いてなかなか包みを開かなかったようですが、勇気のあるものが最初

に開くと、それがラジオである事が直ぐに分かり、しかもスイッチを入

れると、自分達の好きな音楽が流れ、時々自分達にも分かる言語で「こ

の国が平和な国になるように、今、沢山の勇士が努力を重ねている。希

望を持て」というメッセージが流れるので、誰もがラジオを欲しがり、

近くの森の中に探しに行く者まで現れたようです。役人達もラジオを拾

ったようです。でも、それをたたき壊すようなことはなく、ただ音楽放

送を聴いているようです。多分政府軍や反政府軍の兵士達も拾っている

と思います。そのうち政府高官や軍の上層部にまで噂が届くでしょう。

彼らは、謎の封書やＤＶＤ、時限爆弾の爆発などで、神経をぴりぴりさ

せていますから、反応が見物です。また、暫くしてから国民や政府の反

応などをお知らせします。その反応の程度によっては、これからのラジ

オの投下方法を考えなければならないと思います。とりあえずブカヴへ

の衛星ラジオ投下の反応をお伝えしました。Ｍｒ．ウチミによろしくお

伝えください。

ウグング）

祐子はまた一歩前進したと思った。


